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平成３１年３月 議会関係日程表 

平成３１年３月１日招集   

月 日 曜日 区 分 摘         要 

２ １８ 月  12:00 一般質問締切日 

１９ 火   9:00 議会運営委員会 

２０ 水   

２１ 木   

２２ 金   

２３ 土   

２４ 日   

２５ 月  13:30 議会全員協議会 

２６ 火   

２７ 水   

２８ 木   

３ １ 金 本 会 議  9:30 ３月定例会開会（議案の上程） 

２ 土 休 日  

３ 日 休 日  

４ 月 休 会  

５ 火 休 会  

６ 水 本 会 議  9:00 一般質問 

７ 木 委 員 会  9:00 予算特別委員会………役場 議場 

８ 金 委 員 会  9:00 予算特別委員会………役場 議場 

９ 土 休 日  

１０ 日 休 日  

１１ 月 委 員 会  9:00 社会文教常任委員会…役場 議場 

１２ 火 委 員 会  9:00 総務経済常任委員会…役場 議場 

１３ 水 休 会  

１４ 木 休 会  

１５ 金 休 会  

１６ 土 休 日  

１７ 日 休 日  

１８ 月 休 会  

１９ 火 本 会 議 
 9:30 議会再開（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会） 

    議会全員協議会 

会期１９日間  
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        議  事  日  程 

 

平成３１年 ３月 １日 

午前 ９時３０分 開会 

長 和 町 議 会 議 長 

 

   日程第 １ 会議録署名議員の指名 

   日程第 ２ 会期の決定 

   日程第 ３ 報告第 １号 例月出納検査結果報告 

   日程第 ４ 報告第 ２号 議員派遣報告 

   日程第 ５ 報告第 ３号 平成３１年度長和町土地開発公社事業会計の予算について 

（町長提出） 

   日程第 ６ 発議第 １号 長和町予算特別委員会の設置について 

（議員提出） 

   日程第 ７ 長和町予算特別委員会の委員の選任について 

   日程第 ８ 長和町予算特別委員会の正副委員長の互選結果報告について 

   日程第 ９ 事件撤回の件について 

   日程第１０ 議案第 １号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１１ 議案第 ２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１２ 議案第 ３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１３ 議案第 ４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

（町長提出） 

   日程第１４ 議案第 ５号 長和町一般職の職員の降給に関する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１５ 議案第 ６号 長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１６ 議案第 ７号 長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい
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て 

（町長提出） 

   日程第１７ 議案第 ８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正する条

例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１８ 議案第 ９号 長和町文書館条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１９ 議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

（町長提出） 

   日程第２０ 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和町公共

下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第２１ 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２２ 議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算に

                ついて 

（町長提出） 

   日程第２３ 議案第１４号 平成３１年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計予算

                について 

（町長提出） 

   日程第２４ 議案第１５号 平成３１年度長和町後期高齢者医療特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２５ 議案第１６号 平成３１年度長和町介護保険特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２６ 議案第１７号 平成３１年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計予算

                について 

（町長提出） 

   日程第２７ 議案第１８号 平成３１年度長和町観光施設事業特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２８ 議案第１９号 平成３１年度長和町和田財産区特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２９ 議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算について 

（町長提出） 
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   日程第３０ 議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計

予算について 

（町長提出） 

   日程第３１ 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）について 

（町長提出） 

   日程第３２ 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予

                算（第４号）について 

（町長提出） 

   日程第３３ 議案第２４号 平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計補正

                予算（第１号）について 

（町長提出） 

   日程第３４ 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

                について 

（町長提出） 

   日程第３５ 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補正予算（第４号）につ

                いて 

（町長提出） 

   日程第３６ 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正

                予算（第３号）について 

（町長提出） 

   日程第３７ 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水道事業特別会計補正

                予算（第４号）について 

（町長提出） 

   日程第３８ 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第４号）

                について 

（町長提出） 

   日程第３９ 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）につい

                て 

（町長提出） 

   日程第４０ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物直売所） 

（町長提出） 

   日程第４１ 議案第３２号 町道路線の認定について 

（町長提出） 

   日程第４２ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄するこ
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                とについて 

（町長提出） 

   日程第４３ 陳情第 １号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、

地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意

見書を提出することを求める陳情 

   日程第４４ 陳情第 ２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林譲与税（仮称）で順

次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情 

   日程第４５ 委員会付託について 

   散 会 
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平成３１年長和町議会３月定例会（第１号） 

 

平成３１年３月１日 午前 ９時３０分開会 

 

 出席議員（１０名） 

 １番  佐 藤 恵 一 議員       ２番  渡 辺 久 人 議員 

 ３番  田 福 光 規 議員       ４番  森 田 公 明 議員 

 ５番  宮 沢 清 治 議員       ６番  伊 藤 栄 雄 議員 

 ７番  柳 澤 貞 司 議員       ８番  小 川 純 夫 議員 

 ９番  羽 田 公 夫 議員      １０番  田 村 孝 浩 議員 

 

 欠席議員（なし） 

 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 羽 田 健一郎 君    副 町 長 高見沢 高 明 君 

教 育 長 辰 野 登志男 君    総 務 課 長 小 林 文 江 君 

企 画 財 政 課 長 金 山 睦 夫 君    建 設 水 道 課 長 長 井   剛 君 

建設水道課専門幹 龍 野 正 広 君    こども健康推進課長 藤 田 仁 史 君 

町 民 福 祉 課 長 藤 田   孝 君    情報広報課長兼会計管理者 山 浦 純 一 君 

産 業 振 興 課 長 藤 田 健 司 君    教 育 課 長 宮 阪 和 幸 君 

総 務 課 長 補 佐 小 林 義 明 君    代 表 監 査 委 員 名 倉 俊 城 君 

 

 議会事務局出席者 

事 務 局 長 城 内 秀 樹 君    議会事務局書記 宮 澤 志 緒 君 
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開        会   午前 ９時３０分 

─────────────────────────────────── 

     ◎開会の宣告 

○議長（田村孝浩君） おはようございます。 

 定数、定刻ともに至りましたので、平成３１年３月長和町議会第１回定例会を開会いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（田村孝浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名について、会議規則第１２７条の規定に

基づき、議長において、４番、森田公明議員、８番、小川純夫議員の両議員を指名いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第２ 会期の決定 

○議長（田村孝浩君） 続いて、日程第２ 会期の決定についてお諮りします。 

 会期につきましては、２月１９日開催の議会運営委員会において、別紙のとおり決定しておりま

すので、議会事務局長より報告いたします。 

 城内事務局長。 

○事務局長（城内秀樹君） おはようございます。それでは、議会の日程を申し上げます。 

 お手元の議案書の１ページをごらんください。 

 ２月１９日に開催されました議会運営委員会で会期が決定いたしました。本日、３月定例会の開

会となります。 

 ３月６日、一般質問が４名の議員の方からございます。 

 ３月７日、８日に予算特別委員会を、１１日に社会文教常任委員会を、１２日に総務経済常任委

員会をそれぞれ開催いたします。 

 ３月１９日、議会の再開、委員長報告、質疑、討論、採決、閉会という運びになっております。 

 会期１９日間となりますが、よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） ただいまの報告のとおり、本定例会の会期を本日１日から３月１９日まで

の１９日間とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 御異議なしと認め、本定例会の会期は、本日１日から３月１９日までの１

９日間と決定いたしました。 

─────────────────────────────────── 

○議長（田村孝浩君） ここで報告いたします。 
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 本定例会に提出されました案件は、報告第１号から３号までの報告案３件、発議第１号 長和町

予算特別委員会の設置案１件、事件撤回の件１件、議案第１号から１１号までの条例案１１件、議

案第１２号から２１号までの平成３１年度予算案１０件、議案第２２号から３０号までの平成３０

年度補正予算案９件、議案第３１号 指定管理者の指定に関する案１件、議案第３２号 町道路線

に関する案１件、議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に関する案１件、陳情２件の合計

４０件であります。 

 これより会議に入ります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第３ 報告第１号 例月出納検査結果報告 

○議長（田村孝浩君） 日程第３ 報告第１号 例月出納結果検査について、名倉俊城代表監査委

員から報告を求めます。 

 名倉代表監査委員。 

○代表監査委員（名倉俊城君） おはようございます。 

 それでは、例月出納検査の結果を御報告申し上げます。 

 議案書は３ページになりますので、よろしくお願いいたします。 

 報告第１号 

平成３１年３月１日 

 長 和 町 長  羽 田 健一郎 様 

 長和町議会議長  田 村 孝 浩 様 

長和町監査委員 名 倉 俊 城 

   〃    柳 澤 貞 司 

例月出納検査結果報告（平成３０年度１月分） 

 去る２月２２日、１月分の例月出納検査を実施した結果を地方自治法第２３５条の２第３項の規

定により報告するものでございます。 

 詳細は、議案書をごらんいただければというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第４ 報告第２号 議員派遣報告 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第４ 報告第２号 議員派遣結果について報告を行います。 

 議員派遣については、私から報告いたします。 

 お手元の議案書の４の２ページから４の４ページに記載してありますとおり、１月２４日の上田

地域市町村議会議員研修会、１月３０日の町村議会広報研修会、１月３１日の立科町議会議員との

研修会に、各議員が出席しております。 

 内容については、ここに記載してあるとおりです。御参加いただき、大変御苦労さまでした。 



 - 10 - 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第５ 報告第３号 平成３１年度長和町土地開発公社事業会計の予算について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第５ 報告第３号 平成３１年度長和町土地開発公社事業会計

の予算について報告を求めます。 

 高見沢土地開発公社理事長。 

○土地開発公社理事長（高見沢高明君） 改めまして、おはようございます。 

 それでは、報告をさせていただきます。議案書は５の１ページをお開きをよろしくお願いいたし

ます。 

 平成３１年度の土地開発公社事業会計の予算につきましては、２月７日開催の理事会において御

承認をいただき、地方自治法第２４３条の３第２項の規定によりまして、当議会へ報告するもので

ございます。 

 人口減少対策の一環といたしまして、町営住宅にお住まいの皆様や長和町に住みたいと考えられ

ておられる皆様の定住対策といたしまして、立岩落合団地は分譲地１７区中８区画が販売済みとな

っており、現在、２区画からお申し込みをいただいておるところでございます。販売済みとなって

おります区画では、徐々に住宅の建築が始まっており、勢いを感じているところでございます。 

 残りの７区画につきましても、引き続き所期の目的が達成できますよう、土地開発公社理事会の

御意見も頂戴し、完売に向けて推進してまいりたいと思っております。興味を持っておらっしゃる

お客様の情報があれば、ぜひ、御紹介をお願いしたいと思います。 

 さて、平成３１年度の予算は、土地開発公社が保有しています残区画、ただいま申し上げました

立岩落合団地７区画、そして細尾団地３区画、有坂団地１区画、計１１区画の販売に注力する予算

となっております。 

 詳細につきましては、予算書をごらんいただければというふうに思います。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○議長（田村孝浩君） 報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第６ 発議第１号 長和町予算特別委員会の設置について 

（議員提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第６ 発議第１号 長和町予算特別委員会の設置についてを上

程いたします。 

 上程されました議案について、提出者から提案理由の説明を求めます。 

 柳澤貞司議員。 

○７番（柳澤貞司君） それでは、発議第１号 長和町予算特別委員会の設置について御説明を申

し上げます。 
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 議案書の６の２ページをごらんいただきたいと思います。 

 名称につきましては、長和町予算特別委員会となっております。 

 設置の根拠、地方自治法第１０９条及び委員会条例第５条であります。 

 目的でございますけれども、平成３１年度長和町一般会計予算を審査するためでございます。 

 委員の定数でございますが、議長を除く９人でございます。 

 活動期間でございますが、平成３１年度長和町一般会計予算の審査終了するまでとなっておりま

す。 

 以上でございますけれども、御賛同賜りますよう、お願いを申し上げます。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 ここでお諮りいたします。日程第６ 発議第１号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員

会への付託を省略し、本日審議し、即決したいと存じます。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認め、日程第６ 発議第１号は、本日即決することに決定いた

しました。 

 日程第６ 発議第１号 長和町予算特別委員会の設置についてを議題とし、審議に付します。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより発議第１号を採決いたします。 

 発議第１号を原案のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。発議第１号は原案のとおり可決いたしました。よって、平成３

１年度長和町一般会計予算につきましては、ただいま設置した予算特別委員会において審査するこ

ととなりました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第７ 長和町予算特別委員会の委員の選任について 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第７ 長和町予算特別委員会の委員の選任についてを議題とし

ます。 

 特別委員会の委員の選任につきましては、委員会条例第７条第２項の規定により、議長が議会に

諮って指名いたします。 

 それでは、事務局長より読み上げます。 

 城内事務局長。 
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○事務局長（城内秀樹君） それでは、議案書の７ページをごらんください。 

 長和町予算特別委員会の委員のお名前を読み上げます。 

 羽田公夫議員、小川純夫議員、柳澤貞司議員、伊藤栄雄議員、宮沢清治議員、森田公明議員、田

福光規議員、渡辺久人議員、佐藤恵一議員、以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） お諮りいたします。ただいまの朗読のとおり、これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 御異議なしと認め、特別委員会の委員をただいまの朗読のとおり指名いた

します。 

 ここで暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

休        憩   午前 ９時４１分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前 ９時４２分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第８ 長和町予算特別委員会の正副委員長の互選結果報告について 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第８ 長和町予算特別委員会の正副委員長の互選結果報告につ

いて、互選された結果を事務局長より読み上げます。 

 城内事務局長。 

○事務局長（城内秀樹君） それでは、お手元にお配りしました名簿に基づきまして、報告をさせ

ていただきます。 

 予算特別委員会委員長、羽田公夫議員、副委員長、宮沢清治議員、以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 特別委員会の正副委員長の互選結果の報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第９ 事件撤回の件について 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第９ 事件撤回の件についてを議題とします。 

 町長から撤回理由の説明を求めます。 

 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） おはようございます。 

 事件撤回の件について御説明を申し上げます。 

 １２月定例会に提出し、継続審査となっておりました議案第８８号 指定管理者の指定について

（長和町特産物直売所）につきましては、総務経済常任委員会で審査をいただいていたところです

が、不備となっておりました債務負担行為の手続と一緒に再提出をしたいことと、指定期間の再検

討を行いましたので、今回、この議案を撤回させていただいて、今定例会で改めて再提出をさせて
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いただきますので、御許可をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 説明が終わりました。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています事件撤回の件を許可することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認めます。したがって、事件撤回の件を許可することに決定い

たしました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１０ 議案第 １号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１１ 議案第 ２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１２ 議案第 ３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１３ 議案第 ４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１４ 議案第 ５号 長和町一般職の職員の降給に関する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１５ 議案第 ６号 長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１６ 議案第 ７号 長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について 

（町長提出） 

     ◎日程第１７ 議案第 ８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正

する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１８ 議案第 ９号 長和町文書館条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１９ 議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 
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（町長提出） 

     ◎日程第２０ 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和

町公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第２１ 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２２ 議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）

予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２３ 議案第１４号 平成３１年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会

計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２４ 議案第１５号 平成３１年度長和町後期高齢者医療特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２５ 議案第１６号 平成３１年度長和町介護保険特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２６ 議案第１７号 平成３１年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会

計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２７ 議案第１８号 平成３１年度長和町観光施設事業特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２８ 議案第１９号 平成３１年度長和町和田財産区特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２９ 議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第３０ 議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事

業会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第３１ 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３２ 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）

補正予算（第４号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３３ 議案第２４号 平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会
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計補正予算（第１号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３４ 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３５ 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補正予算（第４

号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３６ 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会

計補正予算（第３号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３７ 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水道事業特別会

計補正予算（第４号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３８ 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第

４号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３９ 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）

について 

（町長提出） 

     ◎日程第４０ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物直売所） 

（町長提出） 

     ◎日程第４１ 議案第３２号 町道路線の認定について 

（町長提出） 

     ◎日程第４２ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄

することについて 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第１０ 議案第１号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてから日程第４２ 議案第３３号 上田地域広

域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについてまでを一括して上程いたします。 

 全議案について、町長より提案理由の説明を求めます。 

 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 皆さん、おはようございます。３月を迎えまして、寒さが幾分緩み、日

が長く濃くなって、すぐそこに春の訪れを感じる時期となってまいりました。この冬は、里では根
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雪が見られないほど雪が少なく、スキー場でもまとまった雪が全く降らないという、極めて異例な

状態が続いており、大変苦戦を強いられているということでございます。雪の少ない冬は生活する

には楽ですが、反面、この先の治水や農業面での水不足が心配されるところであります。 

 本日ここに、長和町議会３月定例会を招集いたしましたところ、大変お忙しい中、議員各位の御

出席を賜り開会できますことに、心より感謝を申し上げる次第であります。 

 さて、いよいよ平成もあと２カ月ほどで幕をおろそうとしております。新たな元号が４月１日に

発表され、現天皇陛下の退位並びに新天皇陛下の即位という大きな節目を迎えるわけでありますが、

新たなスタートに当たり、より一層気持ちを引き締め、滞りなく事務事業を進めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

 ２月４日に開催された長野県町村会役員会において、前町村会長である藤原川上村長が辞意を表

明いたしました。２月１９日の町村会定期総会において、その後任人事として私が選任され、同日、

長野県町村会長に就任をいたしました。 

 県内の町村は、少子高齢化や人口減少、厳しい財政運営に直面しており、小さな町村一つ一つが

輝けるまちづくりを支援するため、国や県に対して町村の立場を主張し、財源確保などの必要な要

望を行ってまいりたいと決意を新たにしたところであります。 

 また、本業であります町長としての職務につきましても、町民皆様の笑顔を未来に引き継ぎ、住

んでよかったと実感できるまちづくりのため、引き続き全力で取り組んでいく所存であります。 

 町村会長は激務であろうと思いますが、その経験が長和町にとってプラスになるよう、パイプを

より一層太くし、人脈と情報を最大限に活用するよう努めてまいりますので、議員各位を初め町民

の皆様の御理解をお願いを申し上げます。 

 それでは、今議会に提案させていただきました条例案１１件、平成３１年度予算案１０件、平成

３０年度補正予算案９件、そのほか指定管理関係などにつきまして、順次説明をさせていただきま

す。 

 初めに、議案第１号から議案第１１号までの条例にかかわる案件でありますが、内容といたしま

しては、議会議員及び特別職の期末手当率の改定に係る案件が２件、農業委員及び農地利用最適化

推進委員の報酬に関する案件、職員の給与、降給及び配偶者同行休業に関するもので３件、長和町

の健康保険税条例の一部改正、長和町営ブランシュたかやまスキー場条例において消費税増税に伴

う料金の見直しに関するもの、地域文化の発展と開かれた町政を推進するための文書館条例の制定、

４月１日からの下水道関連事業の地方公営企業法適用に伴い必要な条例改正２件、合わせて１１件

の条例改正及び条例制定を行うものであります。 

 次に予算関係でありますが、初めに平成３１年度予算編成の基本方針を述べさせていただきます。 

 国における平成３１年度予算につきましては、少子高齢化の克服による持続的な成長経路の実現

を目指し、人づくり改革及び生産革命を実現・拡大し、潜在成長率の引き上げを進めるとともに、

成長と分配の経済の好循環の拡大を目指すとしております。 
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 さらに、経済・財政一体改革として、経済再生なくして財政健全化なしとの基本方針を堅持し、

２０２５年度の国、地方をあわせた基本的財政収支の黒字化と債務残高対ＧＤＰ比率の安定的な引

き下げを目指し、財政健全化に取り組むとしております。 

 当町におきましても、国の地方財政対策の動向を踏まえ、創意工夫を凝らしながら、地域の活性

化に取り組み、少子高齢化や人口減少など大きな社会変化が起こりつつある中で、町民が町に愛着

や誇りが持てるように、今まで培ってきた基礎体力をもとに、人が元気、町も元気、元気が出る長

和町の実現に向け、長和町長期総合計画の基本理念である「住民と行政との協働のまち」「豊かな

自然や歴史と文化を守り、やさしさと潤いのあるまち」「地域特性を活かし、活力と魅力あふれる

まち」の実現を目指し、「Ｎａｇａｗａ Ｎｅｘｔ Ｖｉｓｉｏｎ４」に掲げた各種事務事業の実

施により、将来にわたって持続可能な安定した長和町を確立する施策の推進に努めることを基本的

な予讃編成方針といたしました。 

 平成３１年度予算額につきましては、一般会計が６０億２，０００万円、特別会計６会計の合計

が１９億８，１５９万１，０００円となり、総額では８０億１５９万１，０００円となっておりま

す。 

 一般会計につきましては、平成３０年度当初予算額と比較し１億２，０００万円、率にして２．

０％の増となりました。特別会計は平成３０年度当初予算額と比較し２億４，０００万円余、率に

して１０．８％の減となっております。 

 特別会計予算額が大きな減額となった理由につきましては、特定環境保全公共下水道事業特別会

計と簡易排水施設特別会計が平成３１年度より公営企業会計へ移行することによるためであります。 

 それでは、まず、議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算について、主な内容を御説明

をいたします。 

 まず、大切な長和町の皆さんが安心・安全で快適に暮らせる、そして、社会の変化にも対応した

活力あふれる持続可能な地域を目指し、私が公約に掲げました事項に係る予算といたしまして、子

育て日本一を目指すまちづくりにつきましては、新たな事業として、保育園の空調設備の設置や、

今年度実施いたしました子育て支援ニーズ調査をもとに、平成３２年度からの子ども・子育て支援

５カ年計画を策定し、より実情に合ったきめ細かな質の高い子育て支援を推進してまいります。 

 あわせまして、小中学校の給食費の無償化や、小学校及び中学校入学時に支援金を給付する子育

て応援給付金、１８歳以下の医療費無料化、高等学校通学費補助等に係る予算を引き続き計上し、

子育て世帯の負担軽減を図ることにより、子育て支援の一層の充実を進めてまいります。 

 高齢者が元気なまちづくりに関しましては、高齢者の皆さんが住みなれた地域で自立した生活が

送れる施策を実施してまいります。旧和田診療所を解体し、その跡地を活用する入所型の老人福祉

施設の建設のほか、地域の社会福祉法人等と連携し、配食サービス事業を初め、きめ細かな事業を

引き続き実施してまいります。 

 誰もが安心・安全に暮らすことができるまちづくりにつきましては、地域防災力の向上、防災意
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識の高揚を図るため、引き続き住民の方々に自主防災組織の結成をお願いしながら、災害に強いま

ちづくりを推進していきます。 

 防犯体制の強化といたしまして、通学路等を中心に防犯カメラを設置し、犯罪の未然防止に努め

てまいります。 

 また、依田窪病院や依田窪老人保健施設の充実を図るための運営等にかかわる負担金、上田地域

広域連合及び上田地域定住自立圏構想にかかわる事業として実施する休日・夜間の医療体制、平日

深夜在宅当番医、小児救急センター等に係る経費の負担金等を計上し、引き続き医療体制のさらな

る充実に努めてまいります。 

 次に、地域の産業が元気になるまちづくりといたしまして、農家の育成支援に係る産地パワーア

ップ事業を新たな事業として予算計上をいたしました。そのほか、地方創生推進交付金等を活用し

た事業を幾つか実施し、町の産業振興に係る地域の活性化を進めてまいります。また、和田宿ス

テーションの改修に係る予算も計上をさせていただきました。 

 多彩な観光資源を活かしたまちづくりとして、商工観光の関係では、滞在集客型の２大イベント

であるトレイルラン及びウイスキー＆ビアキャンプやマルメロ夜市の開催等、各種イベントの実施

主体となる町観光協会へ、開催に係る補助を行います。また、ブランシュたかやまスキー場関連予

算を計上し、自然・温泉・スキー場を活かした観光の推進を図ってまいります。 

 黒耀石の関係では、平成２８年度より、史跡星糞峠黒耀石原産地遺跡整備事業に着手しておりま

すが、平成３１年度も引き続き関連する事業を実施し、日本遺産の要素である黒耀石によるまちづ

くりも推進してまいります。 

 未来を託す子どもたちが輝くまちづくりにつきましては、教育環境の整備として、小中学校への

町費による講師、子どもたち一人一人に寄り添う心の相談員及びスクールカウンセラー、ペアレン

トトレーニング等を配置することにより、児童生徒にきめ細かな教育を行うほか、ＡＬＴ事業も充

実し実施をしております。 

 新たな元気を創出するまちづくりの関係では、今年度、福祉と健康を充実させるため、旧和田庁

舎の施設改修を行いました。今後は充実した利活用となるよう進めてまいります。 

 行政サービスの充実や行政改革の推進につきましては、住民の皆さんに対して質の高い安定した

行政サービスを提供してまいりたいと考えております。 

 また、人事評価制度につきましては、平成２８年度から人事評価システムを導入しておりますが、

平成３１年度より本格的な運用を始めます。平成３１年度もシステム関係の予算を計上をさせてい

ただきましたが、人事評価制度が職員一人一人の資質の向上につながるよう、継続して努めてまい

りたいと考えております。 

 以上、平成３１年度一般会計当初予算の歳出の中で、私が公約に掲げた項目の主な事業について

述べさせていただきましたが、その他の大きな事業として、今年度に引き続きケーブルテレビの伝

送路更新事業がございます。今年度は、ふぐあいが生じている伝送路を、総務省の補助事業を導入
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し更新をいたしましたが、３１年度は各家庭の外壁までの引き込み工事を行います。オリンピック

４Ｋ・８Ｋのテレビ放送の実現に向け、引き続き事業に取り組んでまいります。 

 他の事務事業に係る予算につきましても、住民サービスの向上に欠くことのできないものであり

ます。今まで築き上げてきた行政サービスを決して低下させることなく、将来へつなげる健全な財

政運営の推進を図り、その実現を目指してまいりたいと考えております。御理解と御協力のほど、

よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、一般会計の歳入の主な項目について説明をさせていただきます。 

 町税につきましては、前年度より２．１％増の６億８，８００万円余を見込みました。 

 地方交付税につきましては、前年度より５．０％増となる２５億６，９００万円を見込みました。

合併算定がえから一本算定への移行が昨年度から始まり、算定額も年々縮小されていくわけですが、

平成３１年度におきましては、縮減の一方、国の財政計画の算定方法の見直し等により増額の要因

もあるため、総額で１億２，２００万円の増額とさせていただきました。 

 基金繰入金につきましては、財政調整基金等から合わせて７億３，１００万円余を繰り入れる予

算となっております。 

 町債の借り入れにつきましては６億８，６００万円を見込んでおります。 

 また、ふるさと納税を大きく見込ませていただきました。総務省の方針によりまして、全国の自

治体がもう一度スタートを切り直すといった状況の中で、当町といたしましても制度の趣旨を尊重

しながら、返礼品と運営の見直しを行い、地域振興を図りながら財源の確保に努めたいと考えてお

ります。 

 次に、議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計予算から議案第１９号 平成３

１年度長和町和田財産区特別会計予算までの特別会計について説明をさせていただきます。 

 最初に、国民健康保険特別会計でありますが、当初予算額は前年度と比較して８，０４２万円増

額の８億２４２万円となっております。 

 歳入のうち、県支出金が増額、保険税は減額となっております。 

 歳出では、一般被保険者の保険給付費及び後期高齢者支援金が増額となり、退職被保険者等の保

険給付費が減額となっております。 

 国民健康保険歯科診療所事業特別会計につきましては、診療報酬に係る会計でありますが、前年

度と同額となる１，５００万円の予算額とさせていただきました。 

 後期高齢者医療特別会計につきましては、予算額は８，４００万円となり、前年度より２００万

円増額となる予算を計上させていただきました。 

 介護保険特別会計につきましては、前年度より１億５，４００万円増額の９億７，４００万円の

予算額とさせていただきました。歳入では、保険料、国庫支出金、県支出金、基金繰入金等につい

て増額となっております。歳出では、保険給付費、訪問型・通所型サービス事業などに係る地域支

援事業費が大きな増額となっております。 
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 同和地区住宅新築資金等貸付特別会計につきましては、前年度より１万円増額の７１万円とさせ

ていただきました。 

 観光施設事業特別会計につきましては、前年度より９９万９，０００円減額して１億５４６万１，

０００円となっております。直営別荘地の管理運営に関する事業会計であり、各別荘地の維持管理

経費が主なものになっております。なお、この特別会計中に、今後の別荘地運営のあり方を目指し

た、マスタープラン策定に係る予算も計上をいたしました。 

 和田財産区特別会計につきましては、前年度より４８１万１，０００円減の４０１万４，０００

円の予算となっております。間伐材等の生産物売払収入が減額となったことが主な要因となってお

ります。 

 次に、議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算から議案第２１号 平成３１年度

長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算までの企業会計について、説明をさせていた

だきます。 

 長和町上水道事業会計予算につきましては、平成３１年度において、料金体系の見直しにより、

平均で１２．６％となる水道料金の値上げとなりますが、上水道事業の健全経営、安心・安全な水

の供給にかかわる予算計上となっております。 

 長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算につきましては、平成３１年度から公営企

業法適用の会計へ移行予定であり、新たに公共下水道事業としてスタートをいたします。 

 以上、平成２８年度からの普通交付税の一本算定の開始、平成３１年４月からの水道料の改定、

１０月からの消費税率の引き上げ等、今後、町の財政状況はさらに厳しい状況下に置かれることに

なりますが、地道に培ってきた基礎体力をもとに、これからもなお一層、長和町が長和町としてさ

らに輝き続けることができるよう、努めてまいりたいと考えております。 

 また、時代の動向を的確に把握しながら、住民の皆さんが必要とするサービスの質を高めつつ、

効果的・効率的に提供していくための体制を確保することが、安心して暮らせるための役割を果た

すことと考えます。 

 そうすることによって、「元気が出る町！長和町」の実現に一歩一歩着実に、そして確実に前進

していくものと確信をしております。 

 続きまして、議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）について説明をさ

せていただきます。 

 今回の補正予算の主なものにつきましては、まず歳出では、総務費で、基幹系システム共同化負

担金に係る補正予算を計上をいたしました。これは、システムのカスタマイズ等にかかわるもので

あります。また、２カ年計画で実施をいたしましたケーブルテレビネットワーク光化促進事業の今

年度分が精算となりますので、減額する補正を計上をいたしました。 

 民生費では、福祉医療給付費に係る予算におきまして、増額の補正予算を計上をいたしました。

また、配食サービスにつきましては、利用者の減少により、サービス費用分の減額補正を計上をい
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たしました。 

 農林水産業費では、道の駅エリア活性化推進事業について、直売所の本体工事と附帯設備工事に

関して、国の補正予算を受けて、地方創生拠点整備交付金と起債を活用して実施するための補正予

算等を計上をさせていただきました。この事業につきましては、繰り越し事業として３１年度に施

設の建設を行うものであります。 

 土木費では、除排雪に要する関連経費について、当初予算で最低限を見込んでいたため、融雪剤

等の購入により増額する補正予算を計上をさせていただきました。 

 教育費では、長門小学校の灯油タンクの修繕に係る予算を計上をいたしました。 

 その他の歳出の補正予算につきましては、既に完了している事業の精算に伴う計数整理、経常経

費等の精算見込みに伴う補正が主なものとなっております。 

 一般会計全体で１億７，４０２万１，０００円の増額補正をお願いするものであり、補正後の総

額は６２億５，３０２万１，０００円であります。 

 また、平成３１年度の繰り越し事業といたしまして、補正予算書の第２表、繰越明許費に記載さ

せていただきました国の補正予算に伴うものなどを含め、地方創生事業、道の駅活性化推進事業を

初めとする６事業をお願いするほか、史跡星糞峠黒耀石原産地遺跡整備事業に係る継続費につきま

して、事業費の変更に伴う補正をお願いをしております。 

 議案第２３号から議案３０号までの特別会計及び上水道会計の補正予算につきましては、事業完

了に伴う精算及び実績見込みに伴う補正が主な内容であります。 

 次に、議案第３１号 指定管理者の指定についてであります。 

 先ほど御説明したとおり、長和町特産物直売所（和田宿ステーション）の管理について、今定例

会で改めて提出をさせていただいたものであります。 

 続いて、議案第３２号 町道路線の認定についてであります。 

 未登記案件の登記完了に伴い、１路線を町道として認定するものであります。 

 最後に、議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについ

てであります。 

 平成３１年度に実施する上小医療圏内、地域医療再生計画継続事業終了後の地域医療対策事業に

基金を取り崩して充当するものであります。 

 以上、本定例会に提案させていただきました案件について、概要を説明させていただきました。

詳細につきましては、御審議の際、それぞれの担当者より説明を申し上げますので、原案を御承認

賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 ただいま１０時１６分です。２５分まで休憩といたします。 

休        憩   午前１０時１６分 

─────────────────────────────────── 
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再        開   午前１０時２５分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 次に、日程第１０ 議案第１号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてから日程第２０ 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水

処理施設条例及び長和町公共下水道条例の一部を改正する条例の制定についてまでを一括して議題

とします。 

 担当課長より概要説明を求めます。 

 小林総務課長。 

○総務課長（小林文江君） それでは、条例案件１１件につきまして、順次説明をさせていただき

ます。 

 なお、これら１１件の条例、全て施行日は３１年４月１日でございます。 

 議案書の１０の１ページをお願いいたします。 

 議案第１号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制

定につきまして説明をいたします。 

 内容につきましては、１０の３ページの新旧対照表をごらんください。議会議員の期末手当につ

きまして、現行の年間支給率「２．９５カ月」を「３．３５カ月」とし、０．４月分引き上げると

いう内容でございます。 

 次に、議案書１１の１ページでございます。 

 議案第２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定につきまして、議会の議決をお願いするものでございます。 

 農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬につきまして、基本報酬の改定と農地利用の最適化

推進活動の実績に応じて交付される農地利用最適化推進交付金事業の交付要件に、報酬の上乗せに

係る条例整備が求められたことから、特別職報酬等審議会で答申をいただき、議会に上程するもの

でございます。 

 １１の３ページから４ページの新旧対照表をごらんください。 

 年額報酬であったものを月額報酬とし、農地利用最適化の推進が必須業務となったことから、報

酬全体を引き上げるとともに、報酬の上乗せに関する記述を追加をしたものでございます。 

 次に、議案書１２の１ページをごらんください。 

 議案第３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定につきまして、議会の議決をお願いするものでございます。 

 特別職の期末手当率につきまして、現行の年間支給率「２．９５カ月」から「３．３５カ月」へ

と０．４月分引き上げるものでございます。 

 内容につきましては、１２の３ページ、新旧対照表をごらんください。 

 続きまして、１３の１ページでございます。 
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 議案第４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまして、

議会の議決をお願いするものでございます。 

 こちらは５５歳以上の高齢層職員の昇給抑制につきまして、必要な措置を講じることとされてお

り、当町におきましても県に準拠する形で、現在行われている「２号俸」の昇給抑制を「１号俸」

へと、さらなる抑制を行うものでございます。 

 内容につきましては、１３の３ページ、新旧対照表のとおりでございます。 

 次に、１４の１ページ、議案第５号でございます。長和町一般職の職員の降給に関する条例の制

定についてでございます。 

 平成３１年度から人事評価制度の評価結果を処遇に反映させるに当たりまして、現在規定のない

降格、降号といった降給の規定を設けるための条例を新規に制定するものでございます。 

 それから次に、１５の１ページをお願いいたします。 

 議案第６号でございます。長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定につきまして、議会

の議決をお願いするものでございます。 

 働き方改革の一環として、配偶者の転勤に伴う離職への対応につきまして、国、県に準拠すると

ともに、長和町職員として有能で将来活躍することが期待される職員の継続的な勤務を促進するた

め、３年を超えない範囲内で同行休業を取得できる条例を制定するものでございます。 

 それから、議案書１６の１ページ、議案第７号でございます。長和町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の制定につきまして、議会の議決をお願いするものでございます。 

 国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が平成３１年１月２５日に公布されたことにより、

基礎課税額における課税限度額が引き上げられたことが主な改正の理由であります。 

 内容につきましては、１６の３ページからの新旧対照表にありますとおり、「５８万円」という

ところを「６１万円」に、「２７万５，０００円」を「２８万円」に、「５０万円」を「５１万

円」にそれぞれ改める内容でございます。 

 続きまして、議案書１７の１ページをお願いいたします。 

 議案第８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正する条例の制定につきまし

て、議会の議決をお願いするものでございます。 

 ことし１０月１日からの消費税増税に対応するために、条例で定める料金表の見直しが必要とな

ったことから、増税分の２％を見込んだ上限価格への改定を行うものでございます。 

 上昇価格が５０円未満の場合は据え置き、５０円以上につき１００円単位で上限価格を設定する

と同時に、シーズン５日券については廃止をするという内容でございます。 

 詳細につきましては、１７の３ページの新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

 議案書１８の１ページでございます。 

 議案第９号 長和町文書館条例の制定につきまして、議決をお願いするものでございます。 

 こちらは重要な公文書を適切に保存し公開することにより、地域文化の発展と開かれた町政を推
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進するため、条例を新たに制定するものでございます。 

 次に、１９の１ページになりますが、議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてでございますが、４月１日から長和町特定環境保全公共下水道事

業、簡易排水施設事業、個別排水施設事業の地方公営企業法適用に伴い、必要となる上下水道関連

の条例改正を行うものでございます。 

 内容につきましては、１９の２ページですが、題名を長和町水道事業及び下水道事業の設置等に

関する条例と改めるとともに、１９の３ページですが、附則において、長和町課設置条例から、１

９の６ページの長和町給水条例までの合わせて１２の関連する条例につきましても一部改正を行う

ものでございます。 

 詳細につきましては、１９の７ページからの新旧対照表をごらんください。 

 最後になりますが、議案書２０の１ページをごらんください。 

 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和町公共下水道条例の一部

を改正する条例の制定につきまして、議会の議決をお願いするものでございます。 

 上水道関連では、水道休止制度が廃止されております。下水道事業の公営企業化に伴い、下水道

事業においても同様に、下水道休止制度を廃止したいという内容でございます。 

 詳細につきましては、２０の３ページ、４ページの新旧対照表をごらんください。 

 説明は以上ですが、これらの条例案件の詳細につきましては、委員会審議の際、担当者より説明

をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 なお、議案第１号から議案第３３号につきましては、委員会への付託を予定しておりますので、

詳細な質疑につきましては、担当の委員会に委ねていただき、総括的、大綱的なものについてのみ

質疑をお願いをいたします。 

 質疑ございませんか。 

 小川議員。 

○８番（小川純夫君） 詳細は委員会でお尋ねしたいと思うんですが、議案第６号について、配偶

者の同行休業に関する条例、役場の職員の身分で外国へ行って留学とか、あるいは何かの理由で派

遣をするという趣旨だと思うんですが、今ここで制定ということは、どなたかそうした案件がある

のかどうか、その点、１点だけお願いしたい。 

○議長（田村孝浩君） 小林総務課長。 

○総務課長（小林文江君） 今、具体的に予定者がいるということでは。 

○８番（小川純夫君） 名前とかいいから、あるのか、ないのか。 

○総務課長（小林文江君） 予定はありませんが、国と県のほうでも条例整備をしておりますので、

それにあわせる形で今回提出させていただきました。 

○議長（田村孝浩君） ほかに質疑ございますか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第２１ 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算についてから日程第３０ 

議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算についてまでを

一括して議題とします。 

 各課長より、平成３１年度予算の主要事業について概要説明を求めます。 

 最初に、総務課関係について説明を求めます。 

 小林総務課長。 

○総務課長（小林文江君） それでは、各課の新年度予算概要のほうをごらんください。 

 総務課に係る予算概要と主要事業を説明させていただきます。 

 まず１ページをごらんください。 

 総務課の予算概要でございますが、総務係では庶務事務経費、人事管理経費、情報管理に係るも

のや消防・防災に係る経費並びに４月執行予定の長野県議会議員一般選挙、７月執行予定の参議院

議員通常選挙費を計上いたしました。 

 税務係の予算概要といたしましては、町税の収入見込みを６億８，８００万円余とし、前年比で

１，４００万円ほどの増となっております。 

 続きまして、大門、長久保、和田、３支所の予算概要ですが、それぞれ施設の管理経費を計上い

たしました。 

 次に、２ページの主要事業でございますが、総務係では、長野県議会議員一般選挙、参議院議員

通常選挙に係る経費、それぞれごらんの金額です。 

 それから、情報管理に係るものとして、ウインドウズ１０へのシステム改修、基幹系総合行政シ

ステム共同化負担金などを計上いたしました。 

 また、防災関連では、広域消防に係る広域連合への負担金が１億３，４００万円ほど、非常備消

防費として３，５００万円ほど、防災対策費として９７０万円ほどを計上しております。 

 税務係では、通常の税務取り扱い業務のほか、例年行っております賦課徴収に係る業務委託等が

主なものとなっております。 

 大門支所では、基幹集落センターの管理経費を含み９２万６，０００円、長久保支所では、老人

福祉センター、町民センターの管理費を含めて１，０３９万８，０００円、和田支所では、旧和田

庁舎の管理費等で３２４万４，０００円を見込んでおります。 

 以上、総務課に係る予算概要の説明を終了いたします。 

○議長（田村孝浩君） 次に、企画財政課関係について説明を求めます。 

 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは、私からは予算の概要とあわせまして、企画財政課にか

かわるものを御説明いたします。概要の３ページと一般会計予算書１ページをあわせてごらんいた
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だきたいと思います。 

 先ほど町長の提案理由の説明でもございましたとおり、平成３１年度の当初予算は、一般会計で

６０億２，０００万円となり、３０年度当初予算に比べまして２％、１億２，０００万円の増とな

っております。 

 特別会計では、３１年度から特環下水道会計と簡易排水会計が企業会計に移行したことによりま

して、特別会計９会計合計では前年度比減額となっておりますが、これら２会計を除いて比べます

と、前年度比１３．５％、２億３，５００万円余りの増となりました。 

 一般会計と特別会計を合わせた総額で８０億１５９万１，０００円でして、これも先ほどの理由

により、昨年度比減額となっておりますが、実質増の予算規模となりました。 

 予算書を確認していただきまして、第２条、継続費に関しまして、７ページ、第２表となります。

平成３２年度までの継続事業の星糞峠の史跡整備事業に関しまして、３０年度までの進捗状況から

年割額の変更と事業の増額を行いました。 

 次に、第３条の債務負担行為につきましては、８ページ、第３表となります。１２月議会で提案

いたしました特産物直売所、いわゆる和田宿ステーションの指定管理に関する審査の際に御指摘の

ございました指定管理料に係る債務負担行為について、これまで議決をいただきました施設もあわ

せて、表にあります８施設について、限度額を定めるものです。 

 なお、本日、長和町特産物直売所の指定管理について、指定管理期間を３年間と改めまして御提

案しておりますので、あわせてよろしくお願いいたします。 

 次に、第４条の地方債については、９ページ、第４表となっております。３１年度は地方交付税

の代替財源と言える臨時財政対策債と過疎債の借り入れを予定しております。 

 予算書の１ページに戻っていただきまして、第５条では一時借入金の最高額を８億円と定めるも

の、６条では歳出予算の流用に関して定めるものですので、よろしくお願いいたします。 

 ２ページからの第１表の歳入に関しまして、この１０月から実施される予定の消費税の増額と関

連する税制改正、経済対策等で予想される歳入を見込んでおります。 

 ただし、プレミアム商品券に関する事業費につきましては、歳入歳出とも計上しておりません。

これは国の事業詳細の提示がおくれたためで、基本的に事業に当たっては、全て国費で賄われると

考えておりますので、詳細が固まり次第、御提案してまいりたいと考えております。 

 また同様に、森林環境譲与税に係る予算につきましても、６月定例会に提案の予定であります。 

 ２ページ中段の地方消費税交付金につきましては、消費税増税に伴う交付は、平成３２年度から

となりますので、今年度実績から見込んでおります。 

 また、下段のほう、地方交付税の関係ですけれども、町長提案説明にありましたように、地方財

政計画と普通交付税の一本算定の影響を加味して２５億６，９００万円を見込んだものですが、今

年度３０年度の交付見込み額からは１億円以上の減少という見込みでおります。 

 また、３ページ下段の繰入金、基金繰入金につきましては、来年度から新町一体感醸成基金から
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の繰り入れも見込んでおります。 

 それでは、予算概要、３ページの関係ですけれども、めくっていただきまして、各係の主要事業

ということで、主なものを説明させていただきます。 

 初めに、まちづくり政策係でございますが、新規事業として、協働のまちづくりに関する経費と

なっちゃんの着ぐるみの更新の経費を計上しました。 

 また、地域おこし協力隊の関係ですが、２名新たに採用して５名としたいと考えておりまして、

これに係る経費ということで１，９６０万円余りを計上させていただきました。 

 それから、まち・ひと・しごと創生係の関係ですが、３１年度は現在の総合戦略の最終年度とな

りますので、次期計画、次の計画の策定等を実施する計画としております。 

 最後に、管財係の関係では、ふるさと納税に関しまして、総務省の方針を踏まえつつ、返礼金額

の増や新たな返礼品をふやし、寄附額で５，０００万円を目標に、ふるさと納税支援業務委託とし

て２，６００万円余りを計上いたしました。 

 また、公用車２台の購入、町長車のリース料、公営住宅の修繕費等を計上いたしました。 

 企画財政課は以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 次に、情報広報課、会計課関係について説明を求めます。 

 山浦情報広報課長。 

○情報広報課長（山浦純一君） それでは、続きまして、５ページをごらんいただきたいと思いま

す。情報広報課の関係です。 

 １の予算概要につきましては、①文書広報費ですが、広報ながわを月に１回発行して、きめ細や

かな取材によりまして、町の情報を提供してまいりたいと考えております。 

 ②の関係ですけども、情報管理費の関係です。地方創生事業の取り組みということで、ＦＭとう

みと協定を結んでおりまして、毎朝５分間枠のラジオ放送とスマートフォン用のアプリ等でお知ら

せ並びに災害に関する文字情報を提供しております。 

 ３番目になります。ケーブルテレビの施設運営費の関係です。先ほども説明ありましたとおり、

国は東京オリンピック・パラリンピックに向けまして４Ｋ・８Ｋの衛星放送を平成３０年１２月１

日から開始しております。 

 これを受けまして、町でも放送施策の実現に向け施設整備を進めてまいりました。昨年、平成３

０年度に実施した幹線伝送路の光ケーブル化に続きまして、本年度ということで平成３１年度は加

入世帯への引き込み工事とインターネットの高速通信化に向け整備を実施してまいります。 

 また、民営化の関係ですけども、平成２８年度より映像制作など一部業務を町振興公社に委託し

ていますが、光化移行工事が完了した後の平成３３年度からは、丸子テレビ放送株式会社に全面委

託する方向で現在、協議を進めております。 

 主な事業の関係です。新たな事業のみ御報告申し上げますけども、一番下から２番目になります。

車両の購入費が１５０万円でございます。また、特に大きな事業としまして、ケーブルテレビの伝
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送路の更新工事の関係で、宅内の引き込み工事と通信用センター設置工事に係る経費といたしまし

て２億２，３５０万円の予算計上が大きなものです。 

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 次に、町民福祉課関係について説明を求めます。 

 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、資料の６ページからになります。 

 町民福祉課としましては６係、会計としましては一般会計と４つの特別会計を担当しておりまし

て、資料の６ページから１５ページにわたりまして御説明をさせていただきます。 

 まず、一般会計のほうですけど、予算概要につきましてですけど、まず最初に窓口係としまして

は、戸籍システムほか窓口業務システム等により安定した業務運用と住民サービスの向上を図り、

適切な窓口業務を行うための予算を計上させていただきました。 

 高齢者支援係につきましては、地域包括支援センターという位置づけもありまして、保健師、社

会福祉士等の専門職がチームとなって、地域の高齢者やその家族等からのさまざまな相談に応じ、

各種相談事業、介護保険制度、町単事業、住民相互の支え合い等、さまざまなサービスや資源によ

り支援をするための予算を計上させていただきました。 

 ３番の保険係としましては、各特別会計へ繰り出しを行い、特別会計の財政安定化を図るための

予算を計上させていただいております。 

 ４番の福祉係につきましてですけど、まず社会福祉総務費としましては、子供の福祉医療費の予

算計上、母子・父子家庭の福祉医療の予算を計上させていただいております。 

 また、社会福祉協議会、民生児童委員等福祉関係者への負担金補助金、また地域福祉計画策定の

ための予算を計上させていただきました。 

 障害福祉費につきましては、障害をお持ちの方が利用する障害福祉サービスに必要な給付費や障

害者の福祉医療費の関連経費を予算を計上させていただきました。 

 老人福祉費につきましては、敬老祝賀事業、低所得者の高齢者への福祉医療給付費の予算を計上

させていただいております。 

 ７ページの生活環境につきましては、次の事業を実施するための予算を計上させていただきまし

た。 

 防犯対策、交通安全対策としましては、防犯灯のＬＥＤ化工事等を継続的、計画的に実施し、防

犯及び交通安全の向上を図るための予算を計上させていただいております。 

 環境衛生、清掃費につきましては、主なものですけど、ごみの堆肥化処理施設においては、生ご

みと下水汚泥を一体的に堆肥化処理し、資源循環社会への進展をこれからも継続していくための経

費を計上してございます。 

 また、今年度、汚泥再生センターにおきましては、長和町、青木村から発生するし尿・浄化槽汚

泥を適切に処理するための施設をことしから、今年度から運用しており、それに必要な関連経費を
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計上させていただいております。 

 公園費、花と緑のまちづくり費につきましては、町内の公園の定期的な管理を実施し、住民の皆

様が快適に利用できる環境づくりのための経費を計上させていただいております。 

 ６の福祉企業センター係につきましては、福祉企業センターは、障害等の理由で一般就労が困難

な方や生活困窮者の方に対して、施設を利用することで就労の機会を提供し、また、技能を習得す

ることで自立を図ることを目的とする施設であり、その施設運営のために必要な予算を計上させて

いただいております。 

 ８ページに移ります。主要な事業としましては、そこに記載の事業でございますけど、主なもの

について説明をさせていただきます。 

 窓口係につきましては、そこに記載の各種システム関連の予算を計上させていただいております。 

 高齢者支援係につきましては、老人福祉施設入所者措置費ということで１２名分を計上、また和

田にあります高齢者生活福祉センターほほえみ居住部分、１０部屋ありますけど、それの依田窪福

祉会の業務委託料として予算を計上させていただいています。 

 高齢者支援係の一番下にあります福祉施設建設事業ということで、２月２５日に全協で概要につ

いて説明をさせていただきました認知症対応型共同生活介護の建設関連ということで計上をさせて

いただいています。 

 保険係につきましては、先ほどお話をさせていただいたとおり、各特別会計の繰出金と広域連合

への負担金等を計上してございます。 

 福祉係につきましては、社会総務費として、社会福祉協議会の負担金、福祉医療費給付事業等の

予算を計上してあります。 

 障害福祉費につきましては障害関連の予算を計上、老人福祉費につきましては、敬老会、高齢者

の低所得者老人に対する福祉医療費給付事業の予算を計上してあります。 

 生活環境係につきましては、防犯対策費、交通安全費につきましては、地区の事前要望をもとに、

防犯灯ＬＥＤ化工事７２基を計上してございます。 

 環境衛生費、清掃費につきましては、ごみ処理に関連する経費を計上してございます。また、汚

泥再生処理センター維持管理委託料ということで計上させていただいております。 

 公園費、町と緑の花づくりにつきましては、例年どおりの予算計上となっております。 

 福祉企業センターにつきましては利用者、利用されている方、また障害をお持ちの方たちに対し

まして個別支援計画を作成し、利用者の就労の機会を提供し、利用者の状態に合った仕事を確保し、

利用者の賃金の増額を図ることを目的として、さまざまな事業を展開をしてまいりたいと思ってい

ます。年間の利用者賃金としまして、予定としましては１，２３６万円を予定をしております。 

 次に、１１ページに移ります。 

 特別会計のほうですけど、まず国民健康保険特別会計につきましては、平成３１年度予算総額を

８億２４２万円とさせていただきました。 
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 予算の概要につきましては、歳出のうち保険給付費は、対前年度比１４％の増としておりますけ

ど、これは被保険者が減少したものの、１人当たりの医療費及び全体の医療費が増加したものでご

ざいます。 

 歳入の保険税額につきましては、対前年度比６．２９％の減となっております。これは被保険者

の減少が影響しているものと思われます。このような状況を勘案して予算を計上させていただきま

した。 

 主要事業につきましては、医療費抑制等の事業、保険税収納率の向上に資する事業、保険税率の

検討につきましては、３１年度につきましては、国保運営協議会等におきまして、保険税率の改定

の検討を重ねてまいりたいというふうに思っております。 

 １２ページの国民健康保険歯科診療所事業特別会計ですけど、３１年度の予算総額を１，５００

万円としておりまして、国民健康保険団体連合会及び社会保険診療報酬支払基金から診療報酬を、

和田歯科診療所から一部負担金を受け入れ、同額を歯科診療所の委託をしております医療法人新正

会へ委託料として支出するものでございます。 

 １３ページの後期高齢者医療特別会計ですけど、３１年度の予算総額８，４００万円とさせてい

ただきました。 

 歳入につきましては、保険者から徴収する保険料と低所得者層の保険料軽減分を県と市町村で補

うための保険基盤安定負担金が主でありまして、この収入額を後期高齢者医療広域連合へ支払う納

付金が主なものでございます。 

 主要事業につきましては、保険料の改正につきましては、２年に１度の改正が見直しがされます

けど、２９年度、見直しがされておりますので、本年度については改定等はございません。 

 以下、保険料の徴収等、それぞれの事業を実施してまいりたいと思っております。 

 最後になりますけど、介護保険特別会計ですけど、３１年度の予算額は９億７，４００万円とす

るものでございます。 

 歳出につきましては、介護保険給付費、介護保険サービス等諸費、介護予防サービス等諸費等の

介護保険給付費、そのほかに地域支援事業が主なものでありまして、歳入はこれに関する国県支払

基金、町等からの負担金及び徴収する保険料が主なものでございます。 

 平成３０年１２月末現在の被保険者数ですけど、被保険者数、第１号被保険者数、６５歳以上の

方ですけど、２，５５４人というふうになっております。 

 以下、要介護認定につきましては、状況につきましては以下をごらんください。 

 主な事業としましては、３年に１度、見直しをされることとなっております介護保険事業計画に

つきましては、３０年度より、今年度より第２期計画が開始をされ、介護保険事業につきましては、

計画に沿った円滑な運営を今後も行ってまいりたいというふうに思っております。 

 以下、保険料の賦課及び徴収、介護認定及び介護サービス費の支払い、地域支援事業の実施等、

各事業を実施してまいりたいというふうに思っております。 
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 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 次に、こども健康推進課関係について説明を求めます。 

 藤田こども健康推進課長。 

○こども健康推進課長（藤田仁史君） それでは、こども健康推進課に関する概要説明を申し上げ

ます。 

 １６ページからごらんください。 

 まず初めに、子育て支援関係について申し上げます。 

 保育料につきましては、平成２９年度より引き続きとなりますが、非課税世帯第２子保育料の無

償化、低所得者層等への保育料の負担軽減を図ってまいります。 

 また、平成３１年１０月より３歳児から５歳児及びゼロ歳児から２歳児の非課税世帯を対象とし

て保育料が無償化となるため、平成３１年度当初予算におきましては、４月から９月までの半年分

の保育料を予算計上させていただきました。 

 無償化に伴う財源につきましては、地方消費税の増税分を充てることとされておりますけれども、

初年度に係る経費は臨時交付金として交付される予定となっております。 

 児童運営費関係では児童手当を支給してまいります。 

 また、ながと保育園１８名、和田保育園６名の臨時職員人件費と立科町への広域保育にかかわる

委託料を計上しております。 

 子育て支援費では、子育て支援センター運営費ということで、臨時職員の保健師１名、保育士２

名の人件費と施設の運営経費を計上しております。 

 子育て支援一般経費では、出産直後の心身の回復を図ることができる子育て支援施設「ゆりか

ご」運営事業の負担金などを計上いたしました。 

 地方創生事業では、子育て支援世代を応援するための乳幼児家庭応援事業のほか、子育て支援事

業として、子育て支援、子育て応援給付金を計上し、出生祝い金、小学校入学祝い金、中学校入学

祝い金の支給をいたします。 

 また、平成２８年度に発行しました子育てガイドブックの内容更新及び子育てガイドブックの概

要版を新たに作成し、町内外に対し支援事業の周知を図ってまいりたいと考えております。 

 歳入歳出と主要事業につきましては、ごらんのとおりでございます。 

 続きまして、健康づくり係の関係でございます。１８ページをお願いいたします。 

 未受診者への受診奨励や長和町国民健康保険健康ポイント事業などによりまして、特定健診受診

率、保健指導実施率などの受診率の向上と疾病予防、疾病の重症化予防に努めてまいります。 

 子育て支援センター、保育園等との連携を密にして、妊娠から出産、子育てに至るまで、切れ目

なく安心して子供を産み育てられるように、子育て支援を実施してまいります。 

 町民を対象にした講座としましては、こころの健康づくり講演会、保健大学等を実施し、住民の

健康意識向上に努めてまいりたいと考えております。 



 - 32 - 

 最後になりますが、保育園関係でございます。１９ページをごらんください。 

 平成３１年度の園児の見込み数は、ながと保育園１２０名、和田保育園２６名でございます。園

児たちが健やかな保育園生活を送ることができるように、保育園を運営するための経費を計上いた

しました。 

 ながと保育園の施設整備としましては、夏の高温対策として、保育室への空調設備の設置を計画

しているところでございます。 

 ３歳未満児の入園がふえていることにつきましては、保育士の確保やアレルギー除去食への対応

などに気を配り、保育園生活において支援が必要なお子さんへの支援強化など、きめ細やかで安

心・安全な保育を提供することができるように体制を整えております。 

 歳入歳出、主要事業につきましては、ごらんのとおりでございますので、よろしくお願いをいた

します。 

 以上で、こども健康推進課に関する予算概要の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 次に、産業振興課関係について説明を求めます。 

 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） よろしくお願い申し上げます。２０ページというところからにな

りますが、よろしくお願いします。 

 まず、農政係の関係でございますけれども、１億６，４７２万９，０００円ということでござい

まして、前年比で４０．９％の増となってございます。 

 農業委員会関係の事業につきましては、必須業務となりました農地等の利用の最適化ということ

の促進を図るために、引き続きまして利用状況調査、利用意向調査等を実施してまいりたいと考え

ておるところでございます。最終的には農地中間管理機構への集積を図りたいということでござい

ます。 

 あわせまして、農業委員会の関係、農地最適化推進委員の関係、改正になりますので、それらの

取り組みにつきましても強化を図ってまいりたいと考えてございます。 

 中山間の地域直接支払事業でございますけども、本年度につきましては１２集落が１１５．６ヘ

クタールということで、農地保全のために取り組みをするということでございます。 

 農業振興一般事業でございますけども、農業機械の施設導入補助並びに獣害防止等の資材の提供

等を行ってまいりたいと考えてございます。 

 経営安定担い手対策事業でございますけども、国のほうから生産目標数値の配分が足りなくなっ

たということを受けまして、平成３０年度でございますけども、米の価格が基準の２割以上減少し

た場合につきまして保証を行うということで、独自の支援策を創設したわけでございます。 

 本年につきましては、変わらず米価の動向に注視しまして、必要があればしかるべき時期に補正

対応ということでお願いしたいということで計上してございませんが、よろしくお願い申し上げま

す。 
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 東京農大の関係の山村再生プロジェクト事業並びに地方創生を活用いたしました農大連携特産品

開発事業につきましては、引き続き取り組んでまいりたいと考えてございます。 

 ２１ページのほうでありますが、特産品開発事業の関係でございます。８，８３１万８，０００

円ということでございまして、前年度比で５３．３％の増額ということでございます。あと所得、

雇用、地域活力の向上のための特産品開発をさらに進めたいということで考えてございます。 

 あわせまして、本年度でございますけれども、道の駅活性化推進事業によりますところのマルメ

ロの駅ながと直売所施設、これらの建設、運営組織、出荷組織の確立並びに関係する諸機関などと

の調整などによりまして、重点的に取り組みまして、次年度のオープンに向けて、しっかりと準備

を進めてまいりたいと考えておるところでございます。 

 黒耀ワインぶどうの関係につきましても、ワインぶどうの栽培、新規就農者への支援を行ってま

いりたいと考えてございます。 

 まち・ひと・しごとの創生事業でございますけども、体験の町ネットワーク事業ということで推

進をしてまいりたいということでございます。 

 あとキャンペーン隊の関係、とびっ蔵の関係につきましても、引き続き使用実施をいたしまして、

地域の活性化を図ってまいりたいということで考えてございます。 

 ３でございますが、林務係の関係でございます。 

 本年の予算でありますが、５，０４０万９，０００円ということでございまして、８．４％の減

額予算となってございます。 

 林務関係の関係でございますが、引き続き松くい虫の関係、有害鳥獣の関係、重点的に取り組ん

でまいりたいと考えてございます。 

 おめくりいただきまして、２２ページのほうをお願い申し上げます。商工観光係の関係でござい

ます。 

 本年でございますが、２億８３３万８，０００円ということでございまして、４９．６％の減額

予算となってございます。 

 経済対策ということで、住まいの快適促進助成事業並びに地域いきいき券事業を引き続き実施し

てまいりたいということでございます。 

 あと商工振興のための制度資金の融資、利子補給、信用保証料の負担等、引き続き実施してまい

りたいということでございます。 

 観光分野でございますけども、滞在型の集客イベントとして定着しておりますイベントの開催に

あわせまして、多言語に対応した観光情報発信、加えて日本遺産を核としたドローンの動画等を活

用した町のインバウンド観光の振興にも取り組みたいということで考えてございます。 

 振興公社の関係でございますけども、ブランシュたかやまスキー場並びに各種の指定管理料を計

上してございます。老朽化いたしましたやすらぎの湯の源泉ポンプの更新、ふれあいの湯につきま

しては空調設備の新設、今年度のみの実施になるわけでございますけども、公営企業会計等に対し
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総務省から要請されております公営企業経営戦略の策定を行いたいということでございます。 

 ２の主要事業でございますけども、農政係の関係ですが、中山間地域の直接支払事業に２，２３

９万８，０００円、獣害防止柵の資材費ということで１，０９３万１，０００円、経営安定の担い

手関連の対策事業ということで４，８５４万４，０００円、それぞれ計上してございます。このう

ちの産地パワーアップ事業ということでお話がありましたけれども、３，８５３万５，０００円の

計上をさせていただいてございます。 

 特産品開発係の関係でございますけれども、直売所、直売施設の運営経費ということで２，３１

０万３，０００円、道の駅の活性化推進事業ということで４，０６３万２，０００円の計上をさせ

ていただいてございます。 

 林務係の関係につきましては、松くい防除の委託ということで１，１４０万円の計上をさせてい

ただいてございます。 

 商工観光係でございますけども、商工振興資金等の制度資金の支援ということで７，３６２万５，

０００円、下のほうへ参りましてふれあいの湯の管理事業ということで１，９２０万円、やすらぎ

の湯の管理事業ということで１，２０７万７，０００円、たかやまスキー場の管理事業ということ

で３，０１４万８，０００円ということで、それぞれ計上させていただいてございます。 

 重立った主要事業を申し上げまして、産業振興課のほうを終わります。よろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（田村孝浩君） 次に、建設水道課関係について説明を求めます。 

 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） それでは、建設水道課の予算概要でございます。 

 まず、私からは、一般会計のうち農地費と住宅費を除く土木費、それから上水道事業会計、公共

下水道事業及び排水処理施設事業会計について申し上げ、その後で龍野専門幹より観光施設事業特

別会計について申し上げさせていただきます。 

 それでは、２４ページでございます。ごらんをいただきたいと思います。 

 最初に、農地費でございますが、農道水路の維持補修及び多面的機能支払事業を主とした予算計

上でございます。予算額は６，１７６万６，０００円で、前年度と比較しまして９９２万６，００

０円の増額となっております。 

 主な理由は、ワインブドウ用の圃場整備工事、圃場整備の関係工事請負費につきまして、昨年よ

り増額計上したことなどでございます。 

 また、このほか主な事業につきましては、２の主要事業をごらんをいただきたいと思います。 

 続きまして、２５ページをごらんください。 

 住宅費を除く土木費でございます。社会資本整備総合交付金事業、町道維持修繕工事、除排雪関

連経費、それから道路新設改良が主な予算計上でございます。 

 予算額は５億１，６７９万３，０００円で、前年度比４，５９７万１，０００円の増額となって
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おります。 

 主な事業としましては、継続事業でございます古町長久保線の道路改良工事のほか、側溝改良工

事及び通学路の落石防護柵設置工事などを予定してございます。 

 また、これ以外の主な事業につきましては、２の主要事業をごらんいただきたいと思います。 

 それでは飛びますけども、２７ページをお願いいたします。 

 長和町水道事業会計につきまして申し上げます。 

 本年４月１日より、経営の健全化を図るため水道料金を改定いたします。改定率は全体で約１

３％の値上げということになります。 

 建設改良事業としましては、鷹山地区の老朽管一部改修などを予定しております。 

 収支の金額、また資金計画については、そこにあるとおりでございます。 

 主な事業につきましては、２の主要事業をごらんをいただきたいと思います。 

 次に、２８ページをお開きをいただきたいと思います。 

 長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計でございますが、本年４月から特定環境保全公

共下水道事業特別会計及び簡易排水施設特別会計につきましては、地方公営企業法の適用を行いま

して、企業会計に移行をいたします。この会計は、その企業会計になります。 

 内容でございますけども、建設改良事業としまして、国庫補助事業として継続中の長門水処理セ

ンター電気設備工事を引き続き行っていくということでございます。 

 収支については、そこにあるとおり、また資金計画も表のとおりでございます。 

 主な事業につきましては、この表をごらんをいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 龍野建設水道課専門幹。 

○建設水道課専門幹（龍野正広君） それでは、２６ページをごらんいただきたいと思います。 

 観光施設事業特別会計の予算概要ですが、予算額は１億５４６万１，０００円で、前年対比９９

万９，０００円の減額となっております。 

 主な理由としましては、別荘台帳システム経費で２７１万４，０００円と松くい虫の食害木伐採

事業４７万７，０００円の減額によるものとなっております。 

 主な主要事業につきましては、２の主要事業をごらんいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 次に、教育課関係について説明を求めます。 

 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） それでは、教育委員会関係の予算概要及び主要事業のほうについて、

説明のほうさせていただきたいと思います。 

 予算概要書の２９ページから３２ページ、ごらんいただきたいと思います。 

 大変申しわけありませんが、１カ所、数字の訂正を、２カ所でした、お願いしたいところがあり



 - 36 - 

まして、３２ページなんですが、同住の特別会計、歳入歳出のところで予算総額が７０万円という

ことになっておりますが、大変申しわけございません、７１万円に、七○○を七一○に訂正のほう

お願いしたいと思います。大変申しわけございません。 

 では、説明のほうさせていただきたいと思います。最初に、学校教育関係のほうについて、説明

のほうさせていただきたいと思います。 

 学校教育関係では、教育委員に係る経費、各小学校の運営経費、中学校組合への負担金などを計

上させていただきました。 

 平成３１年度におきましては、各小学校のＩＣＴ化を推進していくための検討を進めていきたい

ということから、ＩＣＴに係る委員報酬などを計上させていただいております。 

 また、子育て支援施策の大きな柱として、昨年度から実施しております給食費の無償化につきま

しても、引き続き継続をさせていただきたいと思っております。 

 このほか、高等学校通学費等補助１，１１１万２，０００円、あと小中学校のスクールバス運行、

長門地区、和田地区合わせて２，９７５万９，０００円、これらにつきましても引き続き実施をさ

せていただきまして、保護者の皆様の負担軽減のほうを図ってまいりたいと思います。 

 次に、社会教育の関係でありますが、社会教育関係につきましては、社会教育委員に係る経費の

ほか、公民館事業として、生涯学習講座の開催や小集団グループの育成を推進しながら、このほか

に町の総合文化祭、町民運動会の開催、分館活動の支援、青少年の健全育成を目指して、各種ス

ポーツ教室の開催などを行ってまいりたいと思います。 

 また、社会教育の関係で、施設整備に関係する事業としまして、平成３１年度において、長久保

屋内ゲートボール場のトイレの新設工事２８６万９，０００円を計上させていただいております。 

 これにつきましては、これから長久保屋内ゲートボール場の利用がふえるということが予想され

ますので、現在トイレが設置されておりません、長久保屋内ゲートボール場にトイレを新設する予

算ですので、よろしくお願いいたします。 

 次に、文化財係の関係であります。文化財係関係につきましては、町の文化財や伝統行事の関係

の保護、継承に係る事業を引き続き行ってまいりたいと思います。このほか黒耀石展示・体験館の

運営、長久保宿、和田宿の保存などのほか、継続事業で進めさせていただいております史跡星糞峠

黒耀石原産地遺跡整備の中の野外展示施設の整備工事、これに関係する事業費１億６，７６６万４，

０００円を計上させていただきまして、平成３１年度から野外展示施設の本体建設工事、これに着

手したいと思っております。 

 また、国際交流事業の関係では、平成３０年度に初めてのホームステイを含めた青少年海外派遣

交流事業を実施しましたが、平成３１年度につきましては、次年度、平成３２年度になりますが、

に実施を予定しております町の青少年海外交流事業、イギリスへの派遣、この実施に向けて長和町

の黒耀石大使第３期生の募集、決定、研修などを行ってまいりたいと考えております。 

 次に、人権男女共同参画係の関係ですが、放課後の小学生のための児童館運営など、子供の健全
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育成のほうに努めてまいりたいと思います。 

 このほか、人権が尊重される社会の実現を目指しまして、差別をなくす町民集会や心配事相談事

業、これらの事業を実施していくほかに、図書館関係につきましても充実した図書館運営ができる

ように進めてまいりたいと思っております。 

 最後に、３２ページ、先ほど訂正させていただきましたが、同和地区住宅新築事業の特別会計の

関係でございます。 

 この会計につきましては、元利償還金ということで元金５３万５，０００円、利子２万６，００

０円の支出を見込んで、歳入歳出７１万円の予算を計上させていただいておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 教育委員会関係につきましては以上でありますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 次に、議会事務局関係について説明を求めます。 

 城内事務局長。 

○事務局長（城内秀樹君） それでは、最後のページ、３３ページになります。 

 そこに記載はございませんが、議会費の予算は全体で５，６８０万９，０００円を計上し、前年

比で１１０万８，０００円の増額となっております。議員期末手当率の改定や消費税率の改定を見

込んでの増額ということになっております。 

 主要事業としましては、年４回の定例会の開催、必要に応じて臨時会の開催、常任委員会及び特

別委員会をそれぞれ開催していくことになっております。 

 広報につきましては、議会だよりを年４回発行の予定でおります。 

 そのほか、調査研究活動では、議員研修としまして現地調査を予定しております。 

 次に、監査委員費の関係でございますけれども、委員報酬が主なものでございます。主要事業と

いたしまして、例月の出納検査、現場監査も含めました定期監査、決算審査等を行います。そのほ

か指定管理者監査を実施していくという予定でございますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、概要説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

 小川議員。 

○８番（小川純夫君） 時間とって申しわけないんだけど、わかったようでわかんないんで、お聞

きをしておきたいと。 

 子育て支援関係ですけど、１５ページ、１６ページか、保育料のところね。前段の３行、非課税

世帯の子供の無償化、第２子の無償、そして第１子の保育料、ひとり親のときは非課税世帯並みと

するというようなことが書いてあるんだけど、その次の段で、ことしから新たに非課税世帯は無償

化すると言っているんだけども、ここのところ矛盾していないかどうか。 

 それと、３歳児から５歳児及びゼロ歳児から２歳児と書いてあるけど、これ全部じゃないの。区
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分する必要があるのかどうか。 

○議長（田村孝浩君） 藤田こども健康推進課長。 

○こども健康推進課長（藤田仁史君） まず、保育料の減免につきましては、それぞれ細かく区切

りがありますもんですから、その部分について条件の合ったところで、それぞれの軽減をしている

という形でやっております。 

 保育料の無償化につきましては、国の制度の関係ですけれども、３歳児から５歳児については無

償化にすると、全員無償化にするということで示されていまして、未満児、３歳未満児、だからゼ

ロ歳児から２歳児につきましては、この中で所得の条件をつけて、非課税の世帯につきましては、

その部分についても無償化にすると、そういう制度の設定ということになっております。 

○議長（田村孝浩君） 小川議員。 

○８番（小川純夫君） そうすると、その前段の、限定してあるわね、第２子の無料、そしてひと

り親のときは非課税並みということと、４月から施行する、このあれとどう結びつくの。 

○議長（田村孝浩君） 藤田こども健康推進課長。 

○こども健康推進課長（藤田仁史君） 国の制度の無償化につきましては、平成３１年１０月から

対象になりますので、その前の４月から９月については、今までどおりの制度でやっていくという

ことでございます。 

○議長（田村孝浩君） よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。 

 次に、日程第３１ 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）についてを

議題とします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは、議案書の２５ページをお願いいたします。 

 １枚おめくりいただきまして、議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）

についてでございます。 

 既定の歳入歳出にそれぞれ１億７，４０２万１，０００円を加え、総額を６２億５，３０２万１，

０００円とするものでございます。 

 第２条、繰越明許費につきましては６ページをごらんください。 

 農林水産業費で道の駅の既存施設の取り壊しと直売所等の整備に関する事業費、それから教育費

で長門・和田両小学校のエアコン設置関係事業費と和田宿の歴史的景観形成事業、和田峠の歴史の

道整備事業関係事業費について、それぞれ次年度に繰り越しをして事業を行うものでございます。 

 次に、第３条、地方債補正の関係ですけれども、引き続き、その下のページになるかと思います

が、過疎債とエアコン設置に係る学校教育施設等整備事業債について、事業進捗に伴い起債額を変
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更しまして、道の駅整備に係る起債につきましては、国の補正予算による事業であることから、こ

れに対応する一般補助施設整備等事業債を１億９，５２０万円とするものでございます。 

 なお、この起債の元利償還金は、ほぼ全額交付税算入されるものでございます。 

 補正概要について、歳出から主なものを関係歳入も含めて説明させていただきますので、２１

ページをお開きください。 

 総務費関係では、事業の完了実績見込みに伴う減額補正が主なものとなっておりますけれども、

２２ページ、財産管理費、積立金ですけれども、ふるさと納税の実績によりまして８０万円の増と

しました。 

 次に２９ページ、飛びますけれども、２９ページ、中段、情報管理費で元号改元対策や納税シス

テム対応経費としまして、システム共同化負担金を２００万円余り増としております。 

 その下、ケーブルテレビ関係では、事業実績によりまして工事費等の歳出、国庫補助金等の歳入

を減額しました。 

 次に、３０ページからの民生費関係では、事業実績見込みですとか、事業対象者数の増減による

補正となっております。 

 ３７ページからの衛生費関係ですけども、同様に事業の実績見込みや事業対象者数の実績による

補正となっておりまして、３９ページ中段の清掃費、汚泥再生処理施設運営経費につきましては、

実績により１，０００万円以上の減額となりまして、青木村からの負担金につきましても減額とい

たしました。 

 次に、農林水産業費関係ですけれども、農業費で事業実績に伴う補正のほか、４３ページをお願

いします。４３ページ、下段のほうになりますが、地方創生事業として、道の駅エリア活性化推進

事業費として４億円余りを見込み、歳入では国庫補助、起債の充当を見込んでおります。 

 なお、最初に申し上げましたとおり、来年度への繰り越し事業をしております。 

 その次、商工費につきましては、これも事業進捗に伴う実績見込みによる補正となっております。 

 土木費につきましても同様ですが、４７ページ、中段になりますが、除排雪関連経費につきまし

ては、この冬は降雪が比較的少ないわけですが、例年、当初予算で最小限を見込んで降雪状況によ

り補正しておりますので、１，０００万円ほどの増額補正としております。 

 次に、消防費でも、事業進捗に伴う実績見込みによる補正が主なものとなっておりまして、団員

の定年制廃止によって退職団員が少なかったことから、４８ページ中段ですけれども、報償費の退

職報償金を大きく減額しております。 

 次に、教育費の関係ですが、これも事業進捗に伴う実績見込みによる補正が主なものとなってお

りますが、５１ページの最後のほうになりますが、長門小の灯油漏れの事故に対応するため１２０

万円の補正をお願いしております。 

 ５６ページ、星糞峠の史跡整備事業に関しましては２，０００万円弱を減額し、３１年度以降に

実施することといたしました。 
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 以上、概略申し上げましたが、詳細につきましては常任委員会審議において各担当から説明いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第３２ 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号）についてから日程第３５ 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補

正予算（第４号）についてまでを一括して議題とします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、御説明をさせていただきます。 

 議案書の２６ページ、１ページ目をお開きください。 

 議案第２３号 平成３０年度国民健康保険特別会計補正予算について御説明をさせていただきま

す。 

 既定の歳入歳出からそれぞれ４，５９１万９，０００円を追加し、歳入歳出の総額を８億２，６

９７万４，０００円とするものでございます。 

 ９ページをお開きいただきまして、今回の主な補正理由は、実績と今後の見込みを勘案した補正

となっております。 

 ９ページの歳入としましては、款１項１国民健康保険税につきましては、保険税の収納状況から

それぞれ補正をさせていただいております。 

 １０ページの款６項１目１保険給付費等交付金につきましてですけど、保険給付費等の実績、増

額なんですけど、増額に伴いまして保険給付費等交付金の変更申請を行いまして４，５００万円の

増額とさせていただきました。 

 次に、１１ページの歳出についてですけど、款１項１総務管理費につきましても実績見込みを勘

案し増額補正、同じく１１ページの款２項１療養諸費、項２高額療養諸費につきましても療養費、

要は医療費ですけど、医療費の実績に伴いまして、款２ということで保険給付費、合計として４，

４８０万円の増額とさせていただきました。 

 款１２の予備費につきましては、以上の歳入歳出により総額の調整を行うものでございます。 

 続きまして、２７ページになりますけど、１ページ目をお開きいただきまして、議案第２４号 

平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計補正予算について御説明をさせていただ

きます。 

 既定の歳入歳出からそれぞれ４５０万円を減額し、歳入歳出とも総額を１，０５０万円とするも
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のでございます。 

 ９ページをお開きください。 

 今回の補正につきましては、３０年度分の歯科診療報酬の実績と今後の見込みを勘案しまして、

９ページの歳入、款１診療収入目１歯科診療報酬収入を４５０万円減額をし、歳入の減額に伴いま

して、１０ページの歳出についても、款１項１目１歯科一般管理費を同額減額するものでございま

す。 

 以上でございます。 

 次に、予算書２８ページの１ページ目をお開きください。 

 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算について御説明をさせてい

ただきます。 

 既定の歳入歳出にそれぞれ１０９万４，０００円を追加し、歳入歳出の総額を８，２４８万９，

０００円とするものでございます。 

 ９ページをお開きいただきまして、今回の補正につきましては、他の会計と同様、今までの実績

と今後の見込みを勘案しての補正となっております。 

 歳入では、款１後期高齢者医療保険料につきましては、保険料の収納状況を勘案し、１７６万６，

０００円を増額するものでございます。 

 以下、款４繰入金、款６諸収入につきましても、実績、今後の見込みを勘案して減額補正という

形で、よろしくお願いいたします。 

 １０ページの歳出につきましては、款１総務費目１一般管理費につきましては、使用料及び賃借

料において、住基データの転入転出等のデータを広域連合と自動的に連携する自動連携サーバーの

入れかえを広域で一括で入札をした結果、減額補正となっております。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金につきましても、実績等、保険料の収納状況等の実績を見込

みまして、増額補正とするものでございます。 

 款４予備費につきましては、補正に伴う総額調整のための補正となっております。 

 最後になりますけど、２９ページ、１ページ目をお開きいただきまして、議案第２６号 平成３

０年度長和町介護保険特別会計補正予算について御説明をさせていただきます。 

 既定の歳入歳出に１，０９８万円を追加し、歳入歳出の総額を１０億３，３６５万５，０００円

とするものでございます。 

 ９ページ目をお開きください。 

 歳入では、款１保険料につきましては、保険料の収納状況を勘案いたしまして、合計で１５７万

３，０００円の減額とさせていただいております。 

 款３項１目１介護給付費負担金につきましては、保険給付費の実績見込みを勘案し１０４万８，

０００円の増額、款３項２国庫補助金につきましても、同様な理由で補正をさせていただいており

ます。以下、同様に保険給付費の実績見込み等により補正をさせていただいております。 
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 １０ページの款８繰入金項２基金繰入金につきましては、保険給付費等の増額を勘案して基金よ

り３，０００万円を繰り入れて対応するための増額となっております。 

 １２ページからの歳出につきましては、やはり実績と今後の見込みを勘案し、必要な補正をさせ

ていただいております。 

 １３ページの款２項１目１居宅介護サービス費から２０ページの款６高額医療合算介護サービス

費等目１高額医療合算サービス費等につきましても、サービスを提供した場合に給付する各種の保

険給付費ですけど、保険給付費の実績と今後の見込みを勘案して補正となっております。また、補

正に伴います財源内訳の変更が主な理由でございます。 

 以下同様に、２０ページから２２ページの地域支援事業につきましても、実績と今後の見込みに

よる補正となっております。 

 ２２ページの款６項１目２償還金につきましては、２９年度の地域支援事業の精算に伴う国県へ

の返還金が確定したため、３１３万９，０００円の増額となっております。 

 款８予備費につきましては、補正に伴います総額調整のための補正となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第３６ 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補

正予算（第３号）についてを議題とします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） それでは、議案第２７号について説明のほうさせていただきたいと思

います。 

 議案書ですが、先ほどの続きになります。３０ページ、お願いいたします。 

 ３０ページを１枚おめくりいただきまして、議案の第２７号でございます。申しわけございませ

ん。ここで字句の追加をお願いしたいところがありまして、議案名とその下の議案文の関係ですが、

「住宅新築資金等貸付特別」の後に「会計」の２文字を追加のほうお願いしたいと思います。貸付

特別会計補正予算ということで、よろしくお願いしたいと思います。申しわけございません。 

 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第３号）です。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１２万円を減額し、総額を５６８万５，０００

円とする補正予算でお願いしたいと思います。 

 ９ページ、お願いいたします。 

 歳入の関係ですが、貸付金元利収入の見込みということで、１２万円、減額になる予定でござい
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ます。この１２万円を減額させていただきまして、歳出の関係が１０ページになりますが、予備費

も同額減額ということで、補正予算のほうお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第３７ 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）についてを議題とします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） それでは、議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共

下水道事業特別会計補正予算（第４号）につきまして、御説明を申し上げます。 

 議案書の３１ページからとなります。この１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 条文予算でございますけども、第１条としまして、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，

１８０万円を減額いたしまして４億６，６７７万２，０００円とするものでございます。 

 第２条といたしまして、翌年度に繰り越して使用できる繰越明許費の計上でございます。 

 繰り越しの理由については、長門水処理センター電気設備工事において入札不調により設計変更、

再積算及び再発注に約３カ月を要したため、当初の予定よりおくれが発生したことなどによりまし

て、設計及び機器選定の見直しを行った結果、平成３０年度分の完了予定が７月末というふうにず

れ込むということでございます。 

 また、第３条ですが、工事費の減額に伴う地方債の限度額の変更でございます。 

 詳細につきましては、１２ページをお開きをいただきたいと思います。 

 歳出です。項１公共下水道建設費目１公共下水道建設費でございますが、長門水処理センターの

電気工事の入札差金による工事費１，１８０万円の減額と、これに伴います財源であります国庫補

助金４４０万円及び起債７４０万円の減額ということでございます。 

 以上、説明を終わります。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第３８ 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第４

号）についてを議題といたします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 龍野建設水道課専門幹。 
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○建設水道課専門幹（龍野正広君） それでは、議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業

特別会計補正予算（第４号）について、議案書の３２ページからとなります。１ページをお開きく

ださい。 

 第１条としまして、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２８４万２，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，０３６万９，０００円とするものでござい

ます。 

 詳細につきましては、１１ページをお開きください。 

 歳出の目３学者村別荘地管理費ですが、１１の需用費で車両修繕費の１００万円の減額、ほかに

臨時職員人件費の共済費及び１２ページからの賃金と目４美し松別荘地管理費から目６美ヶ原高原

郷別荘地管理費までの臨時職員の人件費、共済費と賃金を減額するものでございます。 

 予備費につきましては、調整の金額とするものでございます。 

 説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第３９ 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）につ

いてを議題とします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第

４号）につきまして、議案書の３３ページになります。 

 では、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 なお、上水道会計につきましては、事業会計でございますので、予算書の様式が異なっておりま

すが、よろしくお願いをいたします。 

 まず、条文予算でございますが、第２条、収益的収入及び支出の補正としまして、既決の水道事

業収益の予定額に３８万７，０００円を増額し、２億７，７６４万５，０００円に、また、支出の

水道事業費用の予定額に５万７，０００円を増額し、２億８，５２４万円とするものでございます。 

 次に、第３条、資本的収入及び支出の補正といたしまして、既決の資本的収入の予定額から５９

万１，０００円を減額し、５，５０３万９，０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては、７ページをごらんいただきたいと思います。 

 まず、収益的収入及び支出でございますが、他会計の負担金が確定したことによる増額でござい

まして、内容は総務課消防係における消火栓維持管理負担金で、学者村消火栓修繕工事１件、３８

万７，０００円ということになります。 
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 同じく収益的支出の営業費用中、総務費、報酬の増額です。内容は上下水道審議会委員の報酬で、

料金改定審議により計３回、審議会を開催したため、予算不足分５万７，０００円を増額させてい

ただきました。 

 次に、資本的収入の工事負担金が確定したことによる減額でございます。内容は、同じく、先ほ

ど申し上げましたが、総務課消防係における消火栓購入負担金で、当初６基購入する予定でおりま

したが、工事状況から３基ということで確定したため、残り３基分を減額いたします。金額は５９

万１，０００円の減額ということでございます。 

 以上、説明終わります。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第４０ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物直売所）を議題と

します。 

 担当課長の説明を求めます。 

 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは、議案書３４の１ページをお願いいたします。 

 議案第３１号 指定管理者の指定についてでございます。 

 この件の長和町特産物直売所、いわゆる和田宿ステーションの指定管理につきましては、さきの

１２月定例会に御提案申し上げ、審議をいただいたところであります。 

 総務経済常任委員会の審査の趣旨によりまして、今回議案を取り下げまして、指定管理期間を変

更して、改めて御提案申し上げ、議会の議決をお願いするものでございます。 

 施設の名称が長和町特産物直売所（和田宿ステーション）でございます。 

 指定管理者、名称が和田宿ステーション観光農林業振興組合、代表者が組合長手島昭夫。主たる

事務所の所在は、長和町古町２４５７番地１でございます。 

 指定期間でございますが、３年間が妥当ではないかとの審査の趣旨により再度協議した結果、指

定期間を平成３１年４月１日から平成３４年、２０２２年の３月３１日までの３年間としたもので

ございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第４１ 議案第３２号 町道路線の認定についてを議題とします。 
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 担当課長の説明を求めます。 

 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） それでは、議案第３２号 町道路線の認定についてでございます。

議案書は３５の１ページをごらんをいただきたいと思います。 

 道路法第８条第２項の規定によりまして、新たに１路線を町道に認定するため、議会の議決を求

めるものでございます。 

 認定する町道につきましては、大門地区における未登記案件の登記完了に伴うもので、位置につ

きましては、裏面の３５の２ページをごらんをいただきたいと思います。 

 以上、説明を終わらせていただきます。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 次に、日程第４２ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄する

ことについてを議題とします。 

 担当課長の説明を求めます。 

 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは、引き続き、３６の１ページをお願いします。 

 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて、下記

のとおり権利を放棄したいので、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により、議会の議決を

求めるものでございます。 

 放棄する権利の内容でございますが、出資総額１億９４万１，０００円のうち３７０万円、権利

放棄に係る相手方は上田地域広域連合でございます。 

 権利放棄にする理由でございますが、平成３１年度に実施します上小医療圏内地域医療再生計画

継続事業終了後の地域医療対策事業、記載の６事業でございますが、これに充当するためでござい

ます。 

 次の３６の２ページの下の表でございますが、権利放棄後の長和町の出資額は９，７２４万１，

０００円となります。 

 ３６の３ページから６事業、それぞれの事業ごと、各市町村の負担割合、負担額などを記載して

ございますので御確認ください。 

 説明は以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、議案の説明を終わります。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第４３ 陳情第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づ

いて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国

に求める意見書を提出することを求める陳情 

     ◎日程第４４ 陳情第２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮

称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求め

る陳情 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第４３ 陳情第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提

言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出

することを求める陳情、日程第４４ 陳情第２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境

譲与税で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情を一括して上程いたします。 

 陳情第１号、第２号ともに委員会付託を予定しております。 

 陳情案について不明な点がございましたら、６日までに事務局へ申し出てください。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第４５ 委員会付託について 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第４５ 委員会付託についてを議題とします。 

 本定例会に提出されました議案第１号から１１号までの条例案１１件、議案第１２号から２１号

までの平成３１年度予算案１０件、議案第２２号から３０号までの平成３０年度補正予算案９件、

議案第３１号 指定管理者の指定に関する案１件、議案第３２号 町道路線に関する案１件、議案

第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に関する案１件、陳情第１号、第２号については、委員

会付託表のとおり、それぞれの委員会に付託したいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 御異議なしと認め、別表のとおり各委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 各委員会は、本会期中に審査の上、結果報告願います。 

 次に、３月６日に一般質問を予定しておりますが、開会時刻を午前９時からといたしたく存じま

すが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 御異議なしと認め、一般質問につきましては、午前９時から開会いたした

いと存じます。 

─────────────────────────────────── 

     ◎散会の宣告 

○議長（田村孝浩君） 以上をもちまして、本日、予定した会議は終了いたしました。 
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 会議を閉じ、散会といたします。御苦労さまでした。 

─────────────────────────────────── 

散        会   午後 ０時０２分 
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開        議   午前 ９時００分 

─────────────────────────────────── 

     ◎開議の宣告 

○議長（田村孝浩君） おはようございます。長和町議会第１回定例会を再開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 一般質問 

○議長（田村孝浩君） 日程第１ 一般質問を行います。 

 通告順により、本日４名の一般質問を行います。 

 ３番、田福光規議員の一般質問を許します。 

 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 議長のお許しをいただきましたので、一般質問を行わせていただきます。 

 私は、本日、第１に国民健康保険税について、第２に「長和町道の駅（マルメロ道の駅ながと）

エリア活性化事業」について、第３に長和町別荘地マスタープランについて、第４に依田窪病院に

ついて、以上４点について質問をさせていただく予定にしております。 

 第１、国民健康保険税についての質問を行います。 

 国民保険は、昨年の４月、本年度から管轄が各自治体から都道府県に変わりました。移行に伴い、

大幅な保険料、保険税の引き上げになった自治体もあり、大きな問題となっています。当町では、

値上げをすることなく据え置きにすることができましたが、当町の今年度の国民健康保険の会計収

支の見通しについてお聞きいたします。よろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） おはようございます。田福議員の国民健康保険の御質問でございますが、

今年度の国民健康保険制度は年齢構成が高く、医療水準が高い、また所得水準が低い、保険税負担

が重い等、国民健康保険が抱える構造的問題の解決を図り、国民健康保険制度が将来にわたって持

続可能な制度となるよう、県を保険者に加えた財政運営の広域化を図った年度で、まだまだ変革の

過渡期でございます。 

 広域化による保険税水準の統一化に向けた検討、健康づくりへの取り組みの推進、また保険給付

の適正な実施、市町村事務の効率化・標準化等対応しなければならない業務はさらにふえていくこ

とが予想されるわけでございます。 

 今後も、住民の皆様にとって必要な情報等については、周知を図りながら適正な国民健康保険制

度の実施を行ってまいります。 

 さて、議員の御質問である今年度の国民健康保険の会計収支の見通しにつきましては、担当課長

より答弁をさせていただきます。 

○議長（田村孝浩君） 藤田町民福祉課長。 
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○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、私のほうより議員の御質問の本年度の国民健康保険特

別会計の収支の見通しについて答弁をさせていただきます。 

 御存じのとおり、国保会計は、昨年度までは歳出の医療費の見込みの算定が非常に難しく、また

歳入として、国からの交付金は概算で来るのに対して、歳出の医療費は実費で支出していく状況の

ため、なかなか収支の見通しがわからない状況でございました。 

 この４月の広域化によりまして、出産育児一時金や葬祭費、結核精神給付費など一部を除いて、

医療費につきましては、実費額が県の会計より支出され、町は毎月歳入として把握できるようにな

りました。このような状況の中で、今年度の収支の見通しにつきましては、前年度からの繰越金も

あることで、基金を取り崩すことなく運営できるものと考えております。 

 国保会計の１月末現在の会計状況といたしましては、歳入の部分につきましては、保険税額約１

億７００万円、前年度繰越金約２，６００万円、保険給付費等給付金につきましては約４億２，８

００万円、合計で５億６，１００万円でございます。 

 それに対しまして、歳出につきましては、総務費関係で約８００万円、医療給付費で約４億２，

９００万円、国保の納付費ということで約１億３，８００万円、合計で５億７，５００万円と１月

末現在なっております。 

 基金につきましても、現在約１億１，１００万円となっております。年度末までに見込まれる歳

入については、このほかに特別調整交付金、人件費や保険基盤安定交付金を含む一般会計からの繰

入金、歳出については、直営診療施設への医療機器購入に伴う繰出金、特定健診事業費繰出金等が

ございます。 

 診療報酬、いわゆる医療費の部分でございますけど、４月までの支払いとなっておりまして、会

計規模につきましては８億円ほど見込んでおります。先ほども申し上げたとおり、基金を取り崩す

ことなく運営できるものと考えております。 

 しかしながら、来年度は前期高齢者交付金の清算があるため、県への納付金が多くなることが予

想されるため、依然として厳しい会計状況であることには変わりないというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 来年度の国民健康保険税についてお聞きいたします。来年度も国保税は引

き続き据え置きにできますでしょうか。答弁をお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 平成２９年度の決算額は、歳入で９億３，８７５万７，０００円、歳出

で８億８，１９１万５，０００円で、黒字での決算となりまして、３０年度につきましても、先ほ

ど申し上げましたとおり、一般会計からの繰り入れもあり、安定した運営ができております。 

 また、基金につきましても、お話がございましたように、現在約１億１，１００万円となってお

り、これらを総合的に判断し、来年度につきましては、国民健康保険税は据え置きとさせていただ
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きたいというふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 質問の３つ目に入ります。 

 日本共産党は、昨年の１１月、「高すぎる国民健康保険料（税）を引き下げ、住民と医療保険制

度を守ります」という提案を行いました。この提案についての見解をお聞きいたします。 

 全国どこでも高過ぎる国民健康保険料（税）に住民が悲鳴を上げています。滞納世帯は、全国で

２８９万、全世帯の１５％を超えています。高過ぎる保険料（税）は、住民の暮らしを苦しめてい

るだけではなく、国民健康保険制度の根幹を揺るがしています。 

 全国知事会、全国市長会、全国町村会などの地方団体は、加入者の所得が低い国民健康保険が他

の医療保険より高く、負担が限界になっており、被用者保険との格差を縮小するような抜本的な財

政基盤の強化が必要と主張しています。 

 国民健康保険加入者の１人当たりの平均保険料は、政府の試算でも、中小企業の労働者が加入す

る協会けんぽ保険の１．３倍、大企業の労働者が加入する組合健保の１．７倍という水準です。こ

の２５年間に１人当たりの国保料（税）が６万５，０００円から９万４，０００円に引き上がった

結果です。しかも同時期に、国保加入者の平均所得は２７６万円から１３８万円に半減しています。

国民の４人に１人が加入し、国民皆保険制度の重要な柱を担う国保が、他の医療保険に比べて著し

く不公平で庶民に大変重い負担を強いる制度になっています。高過ぎる保険料（税）の問題を解決

することは、住民の暮らしと健康を守るためにも、国保制度の持続可能性にとっても重要な政治課

題となっています。 

 以上の現状を踏まえて、提案の第１に、高過ぎる国保料（税）を協会けんぽ並みに引き下げるこ

とを提案しています。 

 ２０１４年、全国知事会は、国保料（税）を協会けんぽの保険料並みに引き下げるために１兆円

の公費負担増を政府に要望しました。国保財政への公費負担は、国と都道府県で４兆６，０００億

円、そのうち国が７５％、都道府県が２５％を負担しています。これを１兆円ふやせば、国保料

（税）を協会けんぽ並みに引き下げることができます。 

 自民党政権は、１９８４年の法改定で国保への定率国庫負担を削減したのを皮切りに、国庫負担

を抑制し続けてきました。国保加入者の構成も、かつては７割が農林水産業と自営業者でしたが、

今では４３％が無職、３４％が非正規雇用、あわせて８割近くになっています。 

 国保の構造的な危機を打開するためには、国庫負担をふやす以外に道はありません。国庫負担を

ふやした１兆円で、均等割と平等割（世帯割）を廃止することを提案しております。 

 国保料（税）が、協会けんぽなどの被用者保険と比べて著しく高くなる大きな要因になっている

のは、国保にしかない均等割と平等割（世帯割）という保険料算定です。被用者保険の保険料は、

収入に保険料率を掛けて計算するだけで、家族の人数が保険料に影響することはありません。とこ

ろが、国保料（税）は、所得に保険料率を掛ける所得割、固定資産税の額に応じてかかる資産割の
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ほかに、世帯員の数に応じてかかる均等割、各世帯に定額でかかる平等割を合算して算定されます。

このうち、資産割、平等割は、自治体の判断で導入しないことも可能ですが、均等割は、法律で必

ず徴収することが義務づけられています。 

 子供の数が多いほど保険料（税）が引き上がる均等割には、「まるで人頭税」、「子育て支援に

逆行している」という批判の声が上がり、全国知事会などの地方団体からも均等割見直しの要望が

出されています。 

 全国で均等割、平等割として徴収されている保険料（税）額は、およそ１兆円です。公費を１兆

円投入すれば、均等割、平等割をなくすことができ、多くの自治体では、協会けんぽ並みの保険料

（税）にすることができます。 

 以上、高過ぎる国民健康保険料（税）を協会けんぽ並みに引き下げる提案の説明をさせていただ

きましたが、提案への見解をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） ただいま、高過ぎる国保料（税）を協会けんぽ並みに引き下げるについ

ての見解の答弁をさせていただきます。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の根幹を成す保険であり、病気やけが、出産などの場合に誰も

が安心して医療を受けられる社会保障制度であり、今後も住民の暮らしと健康を守るためにも、国

民健康保険制度を持続可能な制度とすることは重要な課題だというふうに認識をしております。 

 国民健康保険の場合は、世帯主が保険税を負担することになっており、被用者保険における事業

主負担に見合うものがないことや、もともとの財政基盤が弱いことなども考慮いたしまして、療養

給付費負担金を初めとして、現在も国や県において大幅な財政負担を行っておる現状でございます。 

 また、国保料（税）における均等割、平等割の要素が取り入れられている理由といたしましては、

今お話がございましたように、その加入者の職業が自営業、自由業、農業等と多岐にわたるため、

負担能力の正確な判断が困難なことから、現在の均等割、平等割が導入されておるわけでございま

す。 

 このような制度の中で、均等割、平等割の廃止により国保税を引き下げた部分に対し、議員のお

っしゃる国の公費が投入されるのであれば、国保税を協会けんぽ並みに引き下げることや国保の財

政基盤の安定・強化にとって有効な手段ではないかというふうに思っております。 

 国保を持続可能な制度とするため、全国知事会、市長会、町村会などでも、国に対し抜本的な財

政基盤の強化が必要であるというふうに要望をしておりまして、今後も町といたしましても、さま

ざまな場面で要望してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 提案に対する２つ目の質問に入ります。 

 現行の国民健康保険制度には、災害などで所得が激減した人の保険料を一時的・臨時的に免除す

る仕組みがありますが、常設の免除制度はありません。一時的に困った人は助けるけれど、ずっと
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困っている人は助けないという矛盾した制度になっています。こうした制度のもと、所得が生活保

護基準を下回る人に重い保険料が課せられたり、所得が保護基準をぎりぎり上回る境界層が保険料

（税）を払うことで、所得が保護基準以下となるケースが全国で発生しています。 

 ドイツやフランスでは、所得が一定基準を下回り、医療保険料の負担が困難とみなされる人は保

険料を免除し、国庫──国の負担でその財政を補う制度が整備されています。格差と貧困が広がる

日本でこそ、生活に困窮する人の保険料（税）を免除する仕組みが求められています。 

 生活困窮者の保険料（税）を免除し、その費用は国庫で補う国の制度をつくりますという提案を

行っています。見解をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） それでは、国による保険料の免除制度について答弁をさせていた

だきます。 

 現在は、議員のおっしゃるとおり、災害や離職などで所得が激減した人の保険料を一時的・臨時

的に免除する仕組みはありますが、生活に困窮する人に対する国保税を免除する仕組みは現在ござ

いません。さまざまな理由で生活に困窮する方への対策は必要であると考えております。 

 ただし、免除等により国保会計への影響等を考えますと、やはり、議員のおっしゃるとおり、国

全体でその対応を考えていく必要があるのではないかというふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 提案に対する３つ目の質問に入ります。 

 国保税の滞納者からの保険証の取り上げは、国民的な批判が高まり、減少しておりますが、正規

の保険証が発行されない世帯は、引き続き１００万を超え、受診抑制による重症化、死亡事件が全

国で起こっています。 

 国保料（税）の滞納者に対する差し押さえは、２００５年、国が収納対策緊急プランなどで取り

立て強化を指示して以降激増し、１０年間で３倍、３３万件を超えました。生活が苦しくて国保料

（税）を滞納した人が、銀行に振り込まれた給与や年金の全額を差し押さえられ、さらなる窮迫に

追い込まれる事例が各地で起こっています。 

 失業や病気、事業の不振などで国保料（税）を払えなくなった加入者に追い打ちをかけ、命と健

康を脅かし、住民をさらに貧困にたたき落とすようなことがあってはなりません。 

 以上の状況を受けて、保険証取り上げの制裁措置を規定した国保法第９条を改正し、保険証の取

り上げをなくします。強権的な取り立てを奨励する国の行政指導をやめさせます。滞納者の生活実

態をよく聞いて親身に対応する相談、収納活動に転換します。以上の提案を行っております。見解

をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） 最初に、御質問の保険証の取り上げについてですけど、保険証の

取り上げにつきましては当町では行っておりません。 
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 滞納をされている方には有効期限の短い短期証での対応をとらせていただいております。短期証

にすることで滞納者の方との折衝機会をふやす中で、世帯状況の確認や納税に対する御理解をいた

だきながら対応をさせていただいております。 

 また、差し押さえに関しましても、生活実態を把握した上で、支払い能力があるにもかかわらず

分納相談に応じていただけない方や、分納誓約の不履行の方のみについて行っております。 

 期限内納付はもとより、滞納にならないように引き続き適正な徴収業務を今後も行ってまいりた

いと思っております。今後も公平で公正の納税に御理解いただきますようよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 提案に対する３つ目の質問に入ります。 

 政府は、昨年４月から、国保の都道府県化をスタートさせました。この最大の狙いは、市町村が

一般会計から国保会計に繰り入れて行っている、自治体独自の国保料（税）の軽減をやめさせ、そ

の分を保険料に転嫁させることにあると思います。都道府県と市町村のこうした取り組みを政府が

採点し、成績のよい自治体に予算を重点配分する仕組み──保険者努力支援制度も導入されました。

こうした政府のやり方を一緒になって推進するのか、住民を守る防波堤となるのか、自治体の役割

も問われています。 

 厚生労働省は、都道府県化実施後も、「一般会計の繰り入れは自治体の判断でできる」、「生活

困窮者への自治体独自の軽減は問題ない」と答弁しています。地方自治の原則を完全否定すること

はできないからです。 

 国保の都道府県化による国保料（税）引き上げに断固反対し、改悪を中止、撤回させます。住民

の生活破壊を食いとめ、国保危機の加速をとめるため、自治体独自の負担軽減の取り組みを維持、

拡充するために力を尽くします。以上の提案を行っております。見解をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（藤田 孝君） 国保都道府県化によるさらなる保険料の値上げということですけ

ど、それについて答弁をさせていただきます。 

 県への納付金から試算した保険税は、町の保険税よりも高い水準となっておりまして、町としま

しては、県を保険者に加えた広域化で将来的に予定されている保険料、保険税の統一化によって、

保険税がいきなり高額になることを避けるためにも、今後国保会計の収支状況、納付金の状況や町

の財政状況を把握しながら、来年度以降において、税率等を含めました保険税の検討を行ってまい

りたいというふうに思っています。 

 同時に、国に対しては適正な国保会計の運営ができるよう財政支援等を求めていく必要があると

考えております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 国保問題の質問の最後に、１８歳未満の子供の国保税の均等割の廃止、減
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免の実施についての質問を行います。 

 国保の都道府県化によって、今後の国保税の値上げが危惧される中で、国保の運営主体である市

町村と都道府県が、住民の立場で国保料（税）の値下げ、抑制の努力を続けるかどうかが問われて

います。 

 本年度、宮崎市、韮崎市など少なくない市町村が国保料（税）の引き下げを実施いたしました。

さらに、仙台市、清瀬市、旭川市、宮古市などが子供の均等割の独自軽減に足を踏み出しました。

特に、岩手県の宮古市では、１９年度予算案に全ての子供の均等割の全額免除を計上いたしました。

財源を一般会計からの法定外繰り入れで賄っており、国保特別会計内における子供以外の被保険者

への影響がないことも重要な中身になっています。 

 これらの自治体での独自軽減は、国保法第７７条、国保税の場合は地方税法７１７条の規定を活

用したものとなっています。国保法第７７条は、被保険者に被災、病気、事業の休廃止など特別な

事情がある場合、市町村の判断で国保料（税）を減免できることを規定しています。この特別な事

情については、政省令の定めもなく、自治体首長に裁量が委ねられています。各地で始まった子供

の均等割の軽減策は、この規定を活用し、子供がいることを特別な事情と認定することで住民負担

の軽減を行うものです。 

 国保第７７条に基づく減免措置への公費繰り入れは、政府厚労省の分では、国保運営方針に基づ

き、計画的に削減、解消すべき赤字には含まれません。すなわち、政府の立場から言っても、続け

てよい繰り入れということになります。 

 当町が目指す、安心して子供を産み育てられる長和町のまちづくりのためにも、２０２０年度に

向けての国保税の検討の中に１８歳未満の子供の国保税の均等割の廃止・減免の検討をお願いいた

します。答弁をよろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） １８歳未満の子供の国保税の均等割の廃止・減免の検討についてという

御質問の答弁をさせていただきます。 

 長和町は、御案内のとおり、「子育て日本一を目指すまちづくり」を公約として掲げさせていた

だいております。その公約実現に向けまして、議会の皆さんにも御協力をいただきながら、医療費

窓口無料化、給食費の無料化、ふれあい館・子育て支援センターの充実、高校通学費の補助の継続

などを実施しておるところでございます。 

 今回の田福議員の御提案につきましても、「子育て日本一を目指すまちづくり」を実現するため

の一つとして考えられると思っております。御提案につきましては、来年度以降の税率等を含めた

保険税を検討する中で検討していくことになろうかと思いますが、減免による国保税収入の減額、

システムの改修等、国保会計の現状、町の財政状況などを総合的に勘案をして検討させていただき

たいというふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 
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○３番（田福光規君） 大きな質問の２つ目に入らせていただきます。 

 長和町道の駅（マルメロの駅ながと）エリア活性化事業について質問をさせていただきます。 

 長和町道の駅エリア活性化事業の取り組みの現状、今後の予定について説明をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 現在の状況といたしましては、年度末を目途に施設の建設にかかわる基

本設計の最終調整、それから施設建設用地土地交換手続の申請、財源であります地方創生拠点整備

交付金の申請、運営組織の調整業務等を行っている状況でございます。 

 また、今後の予定でございますが、平成３１年度からは、出荷者組織の設立、直売所施設及び附

帯施設の建設に向けた実施設計の確定、建設業者選定から入札、建設、土地交換手続、そしてまた

県のほうにトイレ及び駐車スペースの修繕等を行っていく、こういった予定で進んでおるところで

ございます。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） １月に５会場で７回の出荷者説明会を開催いたしましたが、参加者数、総

数と地域別の参加者数等を含めて、何名が参加されましたでしょうか。その中では、どのような意

見や要望が出されましたか。その意見や要望に対して今後どのように応えていかれますか。答弁を

よろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 出荷者説明会の関係でございますけれども、私のほうで回答申し

上げます。 

 出荷者説明会につきましては、町内及び武石地区におきまして、５会場７回の開催をいたしたわ

けでございます。参加者総数は１４８名で、長和町役場会場が４１名、大門会場が１７名、和田会

場が２２名、活性化施設蔵会場が３１名、武石会場が３７名でございました。 

 また、その中での意見、要望といたしましては、「農産物の集荷はやってもらえるのか」、「チ

ャレンジショップについて具体的に知りたい」、「表示ラベル、バーコードの仕組みがわからな

い」等の質問がございました。いただきました疑義につきましては、現状の考え方など回答したと

ころでございますけれども、今後、出荷者組織の設立に向けて、疑問に感じたこと、わからないこ

となどございましたら、その都度役場やＪＡに確認や相談をしていただくよう御依頼を申し上げて

ございます。 

 いずれにいたしましても、それぞれの問題点や課題となる事項を着実に、そして確実にクリアし

ながら準備を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 出荷者組織は、当初２００名を目標にするというようにお聞きをしており

ますが、出荷者組織の設立はいつごろと考えておられますか。また、設立に向けて農家の皆さんの
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参加を得ていくための今後の取り組みについて、お伺いをいたします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 出荷者組織の設立の関係でございます。昨年８月に出荷者組織の

準備委員会を立ち上げ、出荷者組織について検討を行ってまいりました。準備委員会において規約、

出荷手引き、それぞれの案などの作成を行い出荷者募集についての方法も検討してきたところでご

ざいます。その中で、説明会を開催し、事業説明及び出荷者要望調査を行い、募集をしていくこと

となりました。 

 地区説明会においては約１５０名の参加者があり、農産物の集荷、値段の設定、入会金、年会費

等など具体的な質問をいただきましたわけでございますけれども、現在検討している規約、出荷手

引きのそれぞれの案、目指す方向性を説明させていただくとともに、詳細につきましては、今後、

出荷者組織において会員の皆さんの御意見を伺いながら決定していければいいかなと考えておると

ころでございます。 

 出荷者組織の会員数の見込みでございますけれども、先ほど申し上げましたとおり、説明会には

約１５０名の方が御参加をしておりますけれども、地区説明会に御参加いただいた方が全て出荷者

になろうということではないと考えておりますし、出荷に関して検討しているけれども、地区説明

会に参加できなかったというような方もあろうかと思います。 

 今後でございますけれども、地区説明会に参加していただいた方を対象に会員申し込みの手続を

進めるとともに、来年度においても説明会を開催していく予定でございます。直売所のオープン時

には、２００名を目標に出荷者会員が確保できるよう引き続き取り組んでまいりたいと考えておる

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 事業財源についてお聞きします。 

 計画、見通しはどのようになっていますでしょうか。御答弁お願いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 事業の財源につきましては、直売所の本体工事及び附帯設備工事

に関しては、国の今年度の２次補正予算を受けまして、地方創生拠点整備交付金を申請いたしまし

たところでございます。 

 現在、国において審査中と思いますけれども、これまでの事前協議の状況から、この道の駅整備

に関する事業がこの３月中には交付決定の見込みでございます。交付金の残りの５０％につきまし

ては、国の補正予算に対応する一般補助施設整備事業債、これを充てる計画としておりまして、そ

の元利償還金は、ほぼ全額交付税をして参入される見込みとなってございます。 

 以上の内容で、今議会に御提案してございます３月補正予算に計上いたしましたので、よろしく

お願い申し上げたいと存じます。 
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 また、什器、備品に関しましては、来年度の合併特例交付金の交付対象となる見込みでございま

す。さらに、レジシステム等につきましても、来年度の地方創生推進交付金の第２回募集があれば、

申請してまいりたいと考えておるところでございます。 

 財源につきましては、全員協議会におきましても御報告申し上げたわけでございますけれども、

おおよその確保、見通しがつきましたことを改めて御報告申し上げたいと思いますので、御理解を

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 最大の課題である事業の経営責任者及び運営組織は決まりましたでしょう

か。答弁をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） マルメロの駅ながとに建設する大型直売所でございますが、その運営に

つきましては、町内事業者により運営組織を立ち上げ、事業を行っていただきたいという考え方で

取り組んできております。その中で、実際に現場で携わっていただく方は、店舗運営の知識と経験

を備えた方を想定してございます。 

 今年度、関係者と協議を進めてきたところでございますが、ことしの１月に商工会会員の皆さん

に対して事業の説明会を開催いたしまして、あわせて事業に参画していただける事業者さんを募集

させていただきました。 

 現在、数社の事業者さんから参画の意向を示していただいておりますので、運営組織の形態、運

営の方針、人材等について協議を進めているところでございます。来年度早々には、運営に携わる

方を中心に直売所開設準備室といったような組織を立ち上げ、具体的な運営方針、店舗開設に向け

た準備に取りかかっていただきたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） まだはっきりと発表できるような決定状況はないということでありますけ

ど、事業の経営責任者及び運営組織を早急にどのように決めるかが今問われているというように私

は思っております。私は、昨年の６月の議会以降毎回議会の一般質問でこの問題を取り上げさせて

いただきました。私は、この新道の駅事業は、４億円を超えるあの事業規模的にも、また農家の皆

さんはもとより、今後の長和町としてどうしても成功させなければならない事業だと思っておりま

す。そのための課題はたくさんあると思いますが、その中でもこの事業の経営責任者及び運営組織

の決定が最も重要だと思っております。 

 新道の駅事業の成功のためには、同種の事業経験、すぐれたプラン、熱意を持った組織と人材が

求められています。今大事なことは、最もすぐれた、ふさわしい組織と人材をどのようにして選ぶ

かだと思っております。そのためには、町内にこだわらず、町内外に向けて最もふさわしい人と組

織を選ぶために公募を行うことを提案いたします。答弁をお願いします。 
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○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 成功している道の駅での運営者によりますと、今お話がございましたよ

うに、熱い情熱を持ち、強力な事業の推進力と確固たる信念が感じられるところでございます。 

 地域に根づく、さまざまな意味での町の拠点となるこのような施設の建設事業に関する運営の参

加や参画には、ぜひとも町内事業者の町内の方に運営を行っていただきたいというふうに考えてお

りますし、ほぼ見通しもついてきておりますので、現状、公募につきましては考えておらないとい

うところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 質問の大きな３つ目に入らせていただきます。 

 長和町別荘地マスタープランについてであります。 

 当町では、昨年から長和町の別荘地マスタープランの策定の取り組みに入っておりますが、策定

を行うに至った経過、目的について答弁をお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 長和町別荘地マスタープランの策定についての御質問でございますが、

現在、町内には全部で８カ所の別荘地がございます。そのうちの町直営の別荘地が５カ所、そのほ

かに民間業者が管理運営している別荘地が３カ所ございます。全国有数の別荘地区にある蓼科地域

におけるすばらしい自然と気象条件を生かした別荘地需要を背景に、手ごろな価格と町運営という

信頼感などで別荘地が開発されてきたわけでございます。 

 これらの別荘地は、インフラ資産の維持管理の問題、徐々に別荘地の背景を阻害してきた立木の

管理問題、それから利用者の世代交代に係る継続利用の間題など開発から５０年が経過した現在、

さまざまな課題解決に対する取り組みが求められておるところでございます。そして、将来にわた

って長和町の別荘地が健全に管理され、安定した経営が継続されるための基礎資料作成と今後のあ

り方について検討が必要になってきたというふうに感じておるところでございます。 

 これらを機に、別荘の町長和町として、全別荘地を対象にしたこれらの諸問題について検討をす

るため、長和町別荘地マスタープランの策定を行っていきたいということでございます。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 町長の今説明にありましたように、別荘地についてですが、大きな曲がり

角に差しかかっているんじゃないかというように私自身も考えております。 

 先般、長和町に対して、私も姫木自治会の役員をやっている関係で、自治会員に対するアンケー

トを昨年末にやりまして、そこで町に対する要望書を作成して先般提出しまして、１月末に回答を

いただいたところでありますが、その中でも姫木の地域に対する今後のことに対する不安、たくさ

ん上げられてきております。ただ、観光地という性格もありまして、全体的にはやっぱり、その地

域全体の価値を引き下げない、上げていくような取り組みを町として大きくバックアップしてほし

いということが中心なテーマでありますが、全体的にも後継者問題が大きな問題になっておりまし
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て、毎年、例えばペンション経営におきましては、やめていく方も結構おられます。運がいい方は、

後継者を自分の身内とか第三者を含めて委ねられておるという方もありまして、昨年からことしに

かけても三、四軒がやめて変わられると、１軒は後がつかないというようなことです。 

 そういう意味でいうと、以前、最初に営業された場合においては、お客さんもたくさん来られて

将来が非常に明るかったわけですけど、今後について非常に不安を持っておられて、要望書にいっ

ぱい出ておりました。 

 町に対する要望の中では、「それに対してはマスタープランの中で検討していきたい」という答

弁がありましたので、自治会の中では、それに対する期待も非常に大きいものがあるということを

あわせて述べておきたいと思います。そういう点では、それぞれ全体で８つある別荘地、それぞれ

同じ課題もあれば個別の課題もありますので、その辺もしっかり踏まえて、今後のマスタープラン

の策定にかかわっていただきたいというふうに思うところでございますけど、マスタープラン策定

の取り組みの現状と今後の経過についてお答えいただきたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 龍野建設水道課専門幹。 

○建設水道課専門幹（龍野正広君） それでは、ただいま別荘地マスタープラン策定の取り組みの

現状と今後の計画についての御質問でございますが、昨年１０月１７日に株式会社みすず綜合コン

サルタントと入札の結果３５１万円で長和町別荘地マスタープラン策定業務委託契約し、現在、町

の別荘地に関する基礎資料の収集、観光、地区別人口の推移、年齢別人口の推移、高齢者単独世帯

の推移等、各別荘地の管理運営の整備等を行っております。 

 今後におきましては、来年度早々に策定委員会を設立し、別荘地利用に関する課題整理を行い、

別荘オーナー様からの意見も十分取り入れられるようにアンケートを行うなど、委員会で協議しな

がら、今後の方針について、別荘地運営のあり方、健全化の進め方等について検討を進めていきた

いと考えております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） お願いしたいことは、現在、策定委員会を設立すること、それからアン

ケートも行っていくことなんかも説明がありましたが、策定に向けてアンケートを実施するわけで

なく、別荘地の在住者の意見もしっかり反映させていただくということをお願いしたいというよう

に思うんです。特に、この別荘地問題というのは、多分、長和町、別荘のまちということで、長野

にとって非常に大きな問題であるのは当然なんですが、全国的にも同じような、今後の大きな曲が

り角ということを含めて、検討しなきゃいけない課題になっておるんではないかと思うんですけど、

そういう点ではなかなか、やっぱり今の収入を含めた財政状況厳しい中で、そう簡単に新しい発展

方向を見つけられるようなもんじゃないというふうに思うもんですから、特にやっぱし現地の人た

ち意見もしっかり反映させないと、みんなの力でつくっていくということが重要じゃないかと思う

んです。 

 特に、姫木地域は、先ほども言いましたけど、別荘地であり、ペンション経営の営業者が多い、
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ほかの別荘地にはない特性があります。私も移住してから思うんですが、ペンションのオーナーの

皆さんは、古い方は３０年、４０年以上前に入植されたと。若いときに、この地域を選んで来られ

たということは、生涯かけてこの地域でやっぱり自分が営業者としてやっていきたいというふうに、

この地域の自然環境にしっかり魅せられて、この地域だったらやっていけると、お客さんが来てく

れるというような思いを持って移住されてきたんです。 

 一番やっぱりこの地域の自然環境とすばらしさを理解されているのは、このペンションのオー

ナーの方々だと、私自身、実感しておるんですから、こういう方々の声をやっぱりしっかり反映さ

れたものでないと、生きたものにならないのではないかなということを思っているわけです。 

 先ほど、業者の方を選ばれたということですけど、その業者の方も多分、別荘についての云々と

いうノウハウというのはそんなに持たれていない。一般的な意味での、そういうプランニングのノ

ウハウを持った方じゃない方に危惧しているもんですから、そういう点では皆さんの力を合わせる

ような取り組みをぜひお願いしたい限りであります。 

 その皆さんの意見をマスタープランに反映させていくためにも、姫木地域に限らずですけど、マ

スタープランの策定委員会にその営業者や居住者を加えるなど、直接意見が反映できるような手だ

てをぜひ講じていただきたい。アンケートだけでこだわらずに、そういう取り組みをやっていただ

きたいということをぜひお願いしたいと思います。 

 答弁をお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 龍野建設水道課専門幹。 

○建設水道課専門幹（龍野正広君） 策定委員会のメンバーの選定に当たっては、地主である各財

産区さん、管理されている方々にお諮りして選定させていただく方向で進めておりますが、いずれ

にしてもとても重要なことですので、策定委員会では姫木平地区の皆さんの意見だけではなく、各

別荘地の大勢のオーナー様の意見をアンケートで聞くとか、幅広く、直接取り入れられるような方

法等を協議しながら、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 大きな４つ目の質問に入らせていただきます。 

 依田窪病院についてであります。 

 先だって病院の清水部長とも懇談をさせていただきましたが、昨年の１２月以降も特に外来患者

数のほうが、入院のほうは一定量改善しているようにお聞きをしましたが、入院患者数はやっぱり

深刻な状況であります。 

 また、医師問題についても、依然深刻な状況で、努力はされておりますけど、具体的な形での成

果になかなか結びついていないというふうにお聞きしております。再三お願いをしておりますけど、

この問題、依田窪病院だけに任せるのではなく、当町としての取り組みを求めていると思います。

当町として医師の確保と患者数増のためにどのような取り組みを行っていくのか、御見解答弁をお
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願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 依田窪病院の患者数につきましては、入院延べ患者数は１０月が前年度

比１１０．７％、１１月が１１３．７％、１２月が１０２．９％、１月が１０４．３％となってお

ります。また、外来延べ患者数は、１０月が前年度比９８．７％、１１月が９７．２％、１２月が

９２．２％、１月が９２．９％というふうになっておりまして、議員がおっしゃるように、外来に

ついては前年度を下回っている、こういう状況でございます。 

 さて、御質問でございます医師の確保につきましては、昨年１２月１０日に長野県医師確保対策

室に対して、医学生の研修資金貸与の医師を平成３１年度以降も継続して医師の配置をしていただ

けるよう、強く要望してまいったところでございます。今のところ、正式な通知はいただいており

ませんが、継続配置についていい感触を持っておるところでございます。 

 また、長野県が取り組んでいる地域医療人材拠点病院支援事業による医師不足が生じている病院

への派遣支援のさらなる充実と、２０１９年度にこの上小地域に新たな拠点病院に指定することな

どを表明していることから、依田窪病院への支援強化について、県などに働きかけていきたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

 さらに、町として取り組んでいる移住政策の中で、お試し移住として移住体験をする際に、就労

場所確保の候補として、依田窪病院における医師、看護師、看護補助者、調理師それから保育士な

どの就労についても提案をしてまいりたいというふうに思っております。 

 町としての患者等のための取り組みとしては、高齢者や交通弱者と言われる皆さんが、依田窪病

院に通院をして診療を受けやすくするための交通環境の体制整備を進めてまいりたいというふうに

考えております。 

 また、健康診断の結果による精密検査などについては、かかりつけの医者を考慮しつつ、検査内

容による依田窪病院への受診につながるよう配慮をしているところでございます。 

 ほかには、町民の皆さんに依田窪病院の医師を知ってもらうことも重要であるというふうに考え

ておりますので、広報ながわの中で新任医師紹介などの記事を掲載して、広く町民にお知らせをし

ていきたいというふうに考えております。 

 以上のように、町といたしまして、この依田窪病院のバックアップ、そして医師の確保、患者増

について努力をしているところでございますが、議員各位におかれましても、豊富な人脈等を駆使

していただいて、依田窪病院の医師確保を初めとして体制整備、そして患者増加のために御協力を

ぜひよろしくお願いを申し上げたいというふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 田福光規議員。 

○３番（田福光規君） 以上をもちまして、私の本日の質問を終わらせていただきます。どうもあ

りがとうございました。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、３番、田福光規議員の一般質問を終結いたします。 
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 ここで、１０時５分まで休憩といたします。 

休        憩   午前 ９時５５分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１０時０５分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 １番、佐藤恵一議員の一般質問を許します。 

 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） それでは、議長の許可をいただきましたので、以下の２点について一般質

問をさせていただきます。 

 第１が長和町道の駅エリア活性化事業の進捗状況と経営・運営課題、第２が長和町の「ふるさと

納税・寄付額の税収赤字」と今後の対応計画についてです。 

 第１の質問の長和町道の駅エリア活性化事業の進捗状況と経営・運営課題についてですが、先ほ

ど田福議員よりマルメロ道の駅ながとエリア活性化事業について質問がございました。質の内容を

深めるため、類似質問より始めさせていただきます。 

 昨年の定例会にて各議員から既に質問されている内容について、「検討中」と明確な回答が回避

されている以下の３点について、進捗状況を質問いたします。 

 ①なんですが、先ほども質問がございました大型直売所の経営責任者または法人は決定したのか。

「店舗運営の知識と経験を備えた方にかかわっていただく」との答弁をいただいております。町民

は、経営戦略とエリアマーケッティング戦略にたけた人格者に道の駅の運営を託したいと考えてい

ます。 

 ②なんですが、財源について。これは、先ほどの答弁にて説明を受けましたので、割愛させてい

ただきます。 

 ③なんですが、募集したパブリックコメントの内容を町民に対して広く公開するのはいつの予定

か。町民の意見は、賛否にかかわらず、社会常識に反しなければ公開するのが原則だと思います。 

 以上、②を除いた２点について、長和町道の駅エリア活性化事業の取り組みの状況、今後の予定

について説明をお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） マルメロの駅ながとの御質問でございますが、①につきましては、先ほ

どの田福議員との答弁と多少ダブる部分があるかもしれませんが、お答えを申し上げさせていただ

きます。 

 マルメロの駅ながとに建設する大型直売所ということでございますが、この運営につきましては、

先ほどもお話しましたが、町内事業者により運営組織を立ち上げ事業を行っていただきたいという

考え方で取り組んでおります。その中で、実際に現場で携わっていただく方は、店舗運営の知識と

経験を備えた方を想定しております。今年度、関係者と協議を進めてきたところでございますが、
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ことしの１月に商工会会員さんに対して事業の説明会を開催し、あわせて事業に参画していただけ

る事業者さんを募集させていただきました。 

 現在、数社の事業者さんから参画の意向を示していただいておるところでございますので、運営

組織の形態、運営の方針、人材等について協議を進めているところでございます。来年度──来年

度というのは、この４月以降でございますが、早々には運営に携わる方を中心に直売所開設準備室

といったような組織を立ち上げまして、具体的な運営の方針、店舗開設に向けた準備に取りかかっ

ていただきたいというふうに考えておるところでございます。 

 ③につきましてでございますが、現在１０月に道の駅エリア活性化事業について情報公開すると

ともに、広く町民の皆さんから御意見を募集いたしました。全部で７件の御意見をいただきました

が、賛成、反対の御意見、具体的な御提案、お問い合わせなどさまざまな御意見がございました。 

 御提案いただいた事項に関しましては、事業計画及び設計の打ち合わせの中で検討をさせていた

だき、実際に計画に盛り込んだ事項もありました。先月１８日に、第４回となります道の駅エリア

活性化推進委員会を開催いたしましたが、その委員会の中でいただいた意見、またその御意見に対

する回答案をお示しいたしました。委員会において回答案等について御承認をいただいたことを受

けまして、現在、町のホームページにて概要を公表してございます。今後は、広報での掲載も検討

していきたいというふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 第２の質問ですが、直売所説明会、第１回出荷者説明会の延べ人数とか、

その中の質問内容、それから４月に予定されている出荷者組織設立ではどのくらいの組合加入者数

が見込めるかは、先ほど田福議員の質問で答弁いただきましたので割愛します。 

 今回、私も出荷希望者として説明を聞いていましたが、１点追加質問をさせていただきます。 

 説明会の中で特に、「出荷者組織」と「運営組織」は別組織であるとの回答でした。直売所の運

営は、何よりも出荷者の意向が基本であり、出荷者組織の活力が直売所の活力の礎となるとの考え

もありますが、今回の道の駅は、全体の上部運営組織が経営責任を担っていくと考えてよいのでし

ょうか、御質問いたします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） それでは、私のほうからお答え申し上げます。 

 出荷者組織と運営組織につきましては、別の組織を予定しております。出荷者組織につきまして

は、安全・安心な農産物の出荷、また出荷に伴いますところの営農指導等、窓口機能の充実を図っ

てまいりたいと考えております。 

 運営組織につきましては、店舗運営を主に担っていただきまして、出荷された農産物はもとより

仕入れによる販売、関連事業について事業者として経営を考えて取り組んでいただきたいと考えて

ございます。 

 出荷者組織と運営組織は別組織でございますけれども、当然、連携及び協議を行い、運営方針に



 - 67 - 

関して出荷者組織の意見、要望等も取り入れまして決定していただくとともに、決定した運営方針

に沿った形で出荷をしていただければと考えておるところでございます。 

 なお、経営責任につきましては、新しく組織される運営組織が負うべきものであると考えておる

ところでございます。町及び関係機関並びに諸団体につきましては、事業に対してそれぞれの役割

をしっかり果たしていくということで考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） いろいろな情報が飛び交っておりますので、単刀直入にお聞きしますが、

農協さん──ＪＡは運営組織に出資する計画はあるのか。経営及び直売所運営にはどのようにかか

わっていく計画かを質問いたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） ＪＡ信州うえだとは、道の駅エリア活性化事業の計画策定の段階から緊

密に連携、そして協議をして事業を進めてきているわけでございます。今回の事業においてＪＡ信

州うえだの役割として、出荷者組織の立ち上げ及び営農指導等窓口機能にかかわる運営のお手伝い、

また出荷される農産物の安全・安心に関する取り組み、さらに体験農場事業等農業振興にかかわる

ソフト事業の取り組みを担っていただく予定でございます。 

 今後、運営組織が立ち上がり、事業の着実な実施に向けてさらに協議を重ねてまいりますが、そ

れぞれ関係する団体等の役割を精査、強化の上、しっかり決めていきたいというふうに考えており

ます。その中で、出資等についても検討をしていただくというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 第１回出荷者説明会配布資料より、複数の質問をさせていただきます。 

 売場面積の４分の１は生鮮食料品雑貨となっていますが、配布資料の平面図には、鮮魚、精肉を

販売するための厨房施設が見当たりません。計画当初、町にスーパーマーケット的な店舗ができ、

町民に不足しがちな生鮮食料品が身近で手に入ることができ、町民の食生活や健康増進に寄与でき

ると考えたのですが、鮮魚、精肉用の厨房施設が平面図にない理由を質問いたします。 

 今後、直売所の施工段階に進むに当たり、町民が期待する生鮮食料雑貨が店頭に並ぶかどうか質

問いたします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 私のほうから答弁申し上げます。 

 基本計画の中で、長和町にはスーパーマーケットがないということで、生鮮食品や総菜、加工品

等、地域の住民のニーズに応じた品ぞろえをし、利便性のよいお店としていきたいということで計

画をしております。 

 このごろ、まち・ひと・しごと創生係で行いました子育て世代との懇談会におきましても、

「スーパーマーケットがほしい」と多くの御意見をいただいております。また、住民の皆様方の福
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祉の向上といたしまして、生鮮食品や食料雑貨の取り扱いは直売所施設の建設の一つの目的でもご

ざいます。 

 しかしながら、１２月の定例会でも御質問をいただいており、生鮮食品、食料雑貨を取り扱って

いくということは経営的には大変厳しいものがあるというふうに考えております。こうした中で、

鮮魚、生肉を販売するための厨房施設を設けることは、収支の観点で大変厳しいものと考えますの

で、生鮮食品等に関しましては、仕入れによるものと考えておるところでございます。 

 また、加工研究室を活用して総菜や加工品なども提供してまいりたいということで検討しておる

ところでございます。 

 先ほど御紹介した懇談会の中では、町外のスーパー並みの値段ではなくとも、商品として具体的

にこういった商品がほしいといった要望もいただいてございます。こういった御意見等を生かしな

がら、具体的にどういった商品を望まれているのか、町民の皆さん方のニーズをよく把握した中で、

一方で収支の観点につきましても熟慮しながら町民の皆様方にとって利便性のよい店舗づくりをし

てまいりたいと検討を重ねているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 品ぞろえ及び営業時間帯ですが、配布資料では、営業時間帯が午前９時か

ら午後６時までの予定となっておりました。一般的に、直売所の来店者は午前中にピークを迎えま

す。それによって新鮮な野菜がはけてしまう。 

 一方、スーパー的な機能は、夕方、夕食のために買い物に来られる方がいるという利便性を今回

持ち合わせるような形になってくると思います。上田方面から通勤帰りの利便性を十分考慮して、

営業時間帯及び品ぞろえの工夫をお願いしたいと思います。 

 次の質問ですが、先ほどの答弁で、直売所の運営に指定管理の検討をされているという答弁をい

ただきましたが、指定管理料を一括して組織全体に支払うのではなく、運営組織を分けて指定管理

料を支払うということを検討していただけないか質問いたします。 

 農産物直売所の経営に興味を持っている複数の方にお話をお聞きしたところ、農産物直売所の運

営と生鮮食料雑貨の運営とを同時に取り扱うのは、経営リスクが大きいのではとお聞きしました。

生鮮食料雑貨は、仕入れから販売に専門のオペレーションが必要であること、多額の手元資金など

が必要であることなどから、農産物直売所の経営のリスク要因となる可能性があります。そのため、

農産物直売所の運営と生鮮食料雑貨の運営とを明確に分離すべきではないかとの考えです。 

 運営主体を別にすれば、出荷者側からは自分たちの出荷した農産物の売り上げと運営収益が明確

になり、出荷者の努力による売上高によって販売委託手数料の還元を求めることもでき、出荷者の

意欲も向上し、直売所の運営に積極的に参画しやすい。 

 一方、売り上げ収支が明確になる生鮮食料雑貨はチャレンジショップとして位置づけ、地域住民

の利便性、購買の要望等に配慮した店舗であれば、指定管理も検討することが可能となります。 
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 人口減少、高齢化の進展により町の財政が厳しくなることは避けられません。今後、年々積み上

がった指定管理料総額により財政が硬直化することも予想されます。公共の福祉のため、指定管理

により行うべき事業か、または住民が我慢すべき、撤退すべき事業かを明確にしていくことが必要

となってきます。それゆえ、指定管理料の支払い方も、組織全体に対して毎年同じように指定管理

料を投入し、経営の問題点や責任を曖昧にするのではなく、できるだけ個別に指定管理料投入の理

由を明確していくことが必要だと考えます。よろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 直売所の運営に関しましては、最終的には運営組織による経営方針、経

営計画に基づいて運営をされるというふうに考えております。現在、運営に関して事業計画概要、

収支計画等を検討しているところでございますが、運営に関しては一体で行うべきであるというふ

うに考えております。 

 そして、道の駅直売所運営組織の主たる事業は、店舗運営であると考えております。また、農業

振興、都市農村交流に資する体験農場事業、創業支援、新たな産業振興としてのレンタルオフィス、

チャレンジショップ事業、また事業全般にかかわる事務経理業務、広報、イベント業務などを想定

しておるところでございます。 

 また、店舗運営に関して、出荷者組織の会員により出荷される農産物の直売部門、また生鮮食料

雑貨、土産品等の仕入れ部門に分けられるというふうに考えております。こうした事業を一体的に

行うことによりまして、町内外の来場者の方のニーズを把握することができ、特徴ある店舗づくり

ができるというふうに考えておるところでございます。 

 なお、運営に関しては、指定管理者制度を活用していく予定でありますが、町の役割として指定

管理料を支払うことを検討しております。指定管理料につきましてては、事業の損失補填、組織を

維持するための管理料ではなく、今少しお話がございましたけれども、町民の皆様の福祉の向上、

地域の活性化、産業の振興につながるものとして負担していくものであるというふうに考えておる

ところでございます。 

 額の算出につきましては、それぞれの事業部門をよく精査し、事業ごと公共性に資するものなの

か、経営努力により収益が確保できるものなのか等、算出根拠を明確にして決定していきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 配布資料の平面図の加工研究室の位置づけ、役割について質問いたします。 

 これは、チャレンジショップの厨房として使用されるものでしょうか。加工施設の使用目的と、

計画から１年が経過する現在、チャレンジショップの具体的な業種や内容について計画を質問いた

します。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 特徴ある直売所づくりといたしまして、農産物の加工など高付加
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価値化にも取り組み、この地域でしかない特色ある商品の開発を行う予定でございます。こうした

商品開発として加工研究室の設置を計画したものでございますけれども、加工研究室を２分割して

使用できる設計としてございます。直売所が主となって新たな特産品開発による商品提供の場とし

て活用する一方で、チャレンジショップとしての厨房として活用することも可能であると考えてご

ざいます。 

 チャレンジショップ並びにレンタルオフィスにつきましては、何件かお問い合わせをいただいて

いるところでございます。レンタルオフィス、チャンレジショップを設置することによりまして、

場所の提供、費用負担の軽減により起業しやすい環境、事業拡大に資する環境をそれぞれ整備し、

新たな産業振興につなげてまいりたいと考えておるところでございますが、この活用方法並びに募

集につきましては、現在検討しておるところでございます。運営組織が立ち上がりましたら、その

運営について協議をしてまいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） レンタルオフィス、チャンレジショップなど横文字が並んでおりますが、

具体的な内容につきまして、町民の方は早めにお知らせいただきたいという要望が強いものがござ

いますので、運営組織が立ち上がりましたら早急にいろいろな情報を公開願います。 

 次の質問なんですが、取り扱い品目の競合についてお聞きします。 

 例えば、４分の１を占めるお土産についてですが、商工会議所の中にはとびっ蔵があり、特産品

を販売しています。一般的な大規模な商業施設では当然、同種の商品の取り扱いを許可し市場のに

ぎわい感を創出するのが一般的でございますが、当商業エリアでの販売商品の競合はどのように取

り扱うお考えでしょうか。御質問します。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 直売所においてどのような商品を置いていくかということは、非常に大

事なことであるというように考えております。先ほどの質問にもございました生鮮食料品、それか

ら食料雑貨についてもニーズを的確に把握していく必要があるというふうに考えておりますし、主

に観光客を対象とした土産品につきましても、特徴ある直売所づくりをする上で大変大事な要素で

あるというふうに認識しております。 

 競合する販売商品の取り扱いでございますが、奨励品の展示販売施設としてのとびっ蔵もござい

ますし、やすらぎステーション２８では、現在６店舗が営業をしておる状況でございます。やすら

ぎステーションでは、それぞれの店舗で特徴ある運営をされておりますが、とびっ蔵も含めて競合

する商品はあるというふうに考えております。 

 現在、やすらぎステーションの事業者とは、施設整備、取り扱い品目も含めた直売所の運営につ

いて協議を行っているところでございます。具体的に競合商品をどう取り扱うかは今後の協議によ

るところでございます。また、とびっ蔵については町が設置した施設であり、事業を委託しており

ますので、今後の方向性については委託事業者と相談をしながら、また内部においても検討してま
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いりたいというふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、大型直売所施設の建設を核として滞在できる道の駅エリアを目指し、

エリア全体の活性化につながるよう取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 既に多くの繁栄している道の駅を視察されていると思いますが、市場のに

ぎわい感は、その市場の持つ自由度にありますので、御検討をよろしくお願いいたします。 

 次の質問ですが、出荷者説明会配布資料により、道の駅及び商業エリア一体化に向けた施設整備

について質問させていただきます。 

 一体化に向けた施設として、工事費１，４００万円を投入して足湯施設の建設が計画されていま

す。商業エリアの回遊性を高めることを目的として計画されているとのことですが、足湯施設を秋

冬の季節の寒さにも耐え得る温度を維持するため、燃料コストがかなりかかると思われます。１カ

月の燃料代や維持管理コストはどのくらいを想定されているのでしょうか。また、維持管理費用は

どの組織が負担するのでしょうか。さらに、足湯はやすらぎの湯の温泉を使用するのでしょうか。

この場合、配管布設費用も１，４００万円に含まれているのでしょうか、御質問します。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 滞在できる道の駅の一つの要素といたしまして、足湯の設置を計

画しております。お湯につきましては、やすらぎの湯から引き込む予定でございまして、振興公社

とも協議を行っております。 

 足湯の工事費につきましては、計画に基づいた概算設計で約１，６００万円とされておりまして、

循環、加温等の機械室、また配管費用も含まれております。 

 現在、基本設計が大詰めを迎えておりますが、詳細につきましては、基本設計、実施設計の中で

示されますので、それに基づきまして事業を進めてまいりたいと考えております。 

 維持管理費の関係の経費並びに経費負担の関係につきましては、その規模など詳細にわたる部分

がまだ決定していないということでございますので、算出できる状態でございません。したがいま

して、まだ報告できるというような現状ではないことをお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 「湯水のごとく使う」という言葉がありますが、やすらぎの湯は、高い燃

料コストがかかることを念頭に、維持管理コストを早急に算出願います。 

 次の質問ですが、１２月の定例会にて、森田議員より「足湯よりも直接的にやすらぎの湯とつな

ぐような施設設計が必要と思うので、工夫をしてほしい」との要望が出されましたが、要望の検討

はされましたでしょうか。 

 やすらぎの湯へ商業施設及び駐車場から雨、雪にぬれないで行ける商業施設と一体となった屋根

の設置は、駐車場から雨、雪の中歩いている利用者を見れば、その必要性は大きいと考えます。あ
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わせて滞在できる道の駅エリアには、やすらぎの湯及び子供が楽しめる滑り台等のエリアの活用も

当然考慮されていると思われますが、今回の事業計画の中では、やすらぎの湯の施設と商業エリア

の一体化の工夫はどのように計画されているのでしょうか。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） １２月定例会において森田議員から御提案をいただきました、やすらぎ

の湯への歩道及び屋根の設置でございますが、改めて現場を確認して検討を行っているところでご

ざいます。 

 やすらぎステーションへの足湯の設置は、道の駅エリアとして滞在できる環境づくりと、やすら

ぎの湯への誘導といった大きな目的があるわけでございますが、御指摘のとおり、やすらぎの湯へ

の環境整備も必要であるというふうに思われます。 

 今回、道の駅エリア活性化事業として、地方創生拠点整備交付金を活用することを申し上げまし

たが、この交付金制度の区分において直売所を核とした複合施設が本体工事とされており、通路へ

の屋根設置、足湯の建設が効果促進事業とされております。本体工事に対して効果促進事業の額に

は制限がございます。こういった予算上の理由で、今回の事業では、やすらぎの湯までの環境整備

は困難であるというふうに考えております。 

 しかし、この事業の基本計画書を作成する過程で、やすらぎの湯を含めたこのエリアを一体とし

て整備することを検討していた経過があり、来年度以降、やすらぎの湯への誘導路の環境整備、滞

在できるエリアとしての公園整備等ブラッシュアップも検討していきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 雨とか雪の中、温泉に行っても帰ってくるときには湯冷めをしてしまいま

すので、ぜひ御検討をよろしくお願いします。 

 次の質問です。 

 町民の車を持たない買い物難民の方が利用できるような直売所のソフト面の計画について質問い

たします。現在行われている交通審議会では、道の駅の利便性について、例えば、買い物をした物

をバス停でなく家の近くまで届けるシステムなど考慮して検討されているか、お尋ねいたします。 

 さらに、デマンド交通システムとなると待合時間も長くなりますが、直売所施設では、高齢者の

方が快適に過ごせる空間の確保をきちんと検討しているのか、質問いたします。 

 配布平面図からは、高齢者に対する手厚い配慮、いろいろな障害をお持ちの方も快適に買い物が

できる空間や談笑のためのソファーなど配慮が読み取れないため、質問いたします。よろしくお願

いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 誰もが安心して利用できる道の駅ということも一つのテーマとして設計

提案をしていただいております。その中で、おもてなしキャノピー提案をいただき、実際に設置す
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る予定であります。おもてなしキャノピーとは、大型バスの観光客はもとより地域の巡回バスのバ

ス停として設置するもので、屋根がついた安全な場所で乗り降りすることができる、こういったス

ペースでございます。おもてなしキャノピーを設置することにより、高齢者など交通弱者の方にと

って安心して来ていただける環境を整えてまいりたいというふうに思っております。 

 また、直売所施設内には、情報コーナー、道の駅ギャラリー、道の駅ホールなど滞在できる環境

を整えておりまして、テラスも設置する予定でございます。限られたスペースではございますが、

高齢者の方はもとより、来場される全ての方にとってゆっくりと滞在できる、快適に過ごせる空間

としていきたいというふうに計画をしております。 

 そして、新公共交通体制の関係でございますが、高齢者を初めとする、いわゆる交通弱者の皆さ

んが、いつでも、どこでも、どこまでも気軽に利用できるような公共交通網の整備を図ることを目

的に、昨年、長和町公共交通審議会を立ち上げまして、宮沢議員を初め各方面の方々に委員をお願

いしまして、利便性を考慮したよりよい公共交通網の検討を行っていただいております。今までに

５回の審議会を開催いただきまして、ＪＲバス関東よりバス再編について提案をいただき、答申に

は至っておりませんが、特に高齢者の皆さんの利便性を向上させるため、バス、デマンド交通、い

ずれであっても支線まで入っていただき、御自宅のより近いところまで運行できるよう細部を今詰

めているところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 次の質問です。 

 道の駅エリアを少し町外的に見ていただきまして、国道１５２号線の森林組合の横に横断歩道が

ございますが、この横断歩道を使わないで、道の駅や、やすらぎの湯へ行くために徒歩や自転車で

横断する方を散見いたします。商業エリア計画には当然、利用者動線を考慮する必要があります。

横断歩道または信号機の設置についても近隣利用者の安全面を考えれば、検討の余地があると思わ

れますが、国道からの車の動線や歩行者の安全面を考えた信号機、横断歩道等の動線計画は検討さ

れているか、質問いたします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 道の駅に大型農産物直売所を建設し、また滞在できる環境を整えること

により、町内外から、より多くのお客様に訪れていただきたいというふうに考えております。こう

した中で、御指摘のとおり、徒歩や自転車で来場される方の安全面も検討していかなければならな

いというふうに考えております。 

 道の駅エリア内の動線、適切な駐車区画線は、現在県と協議を行っているところでございます。

また、信号機や横断歩道の設置につきましても、今後さらに検討を深め、要望する事業は積極的に

要望するとともに関係機関と協議を行っていきたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 配布資料によりますと、農産物直売所の売り上げ計画は年間１億５，００
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０万円とされています。販売手数料を１５％とすると、年間手数料収入２，２５０万円、売り場面

積に伴う人件費や光熱費、管理コストや独自の仕入れ資金を考えると、運営は決して楽観できるも

のではないと思われます。 

 他の一般直売所に比べ、経営の負担、重荷となる生鮮食料雑貨のオペレーションや商品ロス、商

業エリアの維持管理コスト及び管理組織の人件費等上乗せのコストを考えると、今回の道の駅の運

営、経営について、安定経営ができるのか不安感を抱く町民が多いことは否めません。 

 施設のハード面、建設のみをとにもかくにも優先させ、経営課題、ソフト面の課題解決がなされ

ないまま、新年度施設建設を進めることは、今後の直売所運営に大きな支障を来すものと思われま

す。早急に期限を決めて、運営、経営に対する人材、課題解決を図り、町民に対して対応策を提示

することを強く要望いたします。 

 さらに、答弁にありました指定管理制度につきましても、町民の税金を毎年指定管理料として投

入するわけですから、使うべき事業内容を項目ごとに精査し、目的、使途の理由を持った指定管理

料とすることを要望いたします。漠然と組織の運営の補充資金とならないように、指定管理のあり

方について検討をお願いいたします。 

 次に、大きな質問の２番に入らせていただきます。 

 ２点目の質問なんですが、長和町の「ふるさと納税・寄付額の税収赤字」と今後の対応計画につ

いてです。 

 平成３０年６月の定例会にて一般質問させていただいた長和町ふるさと納税の取り組みについて、

１２月をめどに役場職員による検討チームを立ち上げ、検討していただく旨の答弁をいたただきま

した。その結果について質問いたします。 

 平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度──現在期中ですが、改めて寄附者と寄附額の実績

を教えていただくとともに、各年度の住民税寄附控除額、つまりこれは、住民が他の市町村へふる

さと納税した金額と寄附者数を教えてください。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） ふるさと納税制度によりまして、平成３０年度も多くの皆様に御支援を

いただいておりますことに、この場をお借りいたしまして改めて御礼を申し上げる次第でございま

す。一方、一部の自治体が多額の寄附を集めるために、過度な返礼品などを設けていることは問題

だというふうに感じております。 

 利用者の方もお得な買い物をする感覚でふるさと納税を行う実態があると思われ、当町からふる

さと納税により他自治体へ納税された金額も多額になっておりまして、見過ごすことができないと

思っております。本来の制度の趣旨に沿って、過剰な競争に陥ることなく、自治体間の不公平感に

つながらないような制度運営を求めるとともに、当町としても制度の趣旨を尊重しながら、貴重な

財源として多くの皆さんに寄附をしていただけるような運営ができるよう来年度予算に盛り込み御

提案いたしたところであります。 
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 御質問の詳細な数値は担当課長から答弁をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは私から、寄附額の実績につきまして報告させていただき

ます。 

 平成２８年度は２２３件、２１４人の方から３５８万２，０００円、平成２９年度は２０５件、

１８８人の方から３５１万６，０００円、平成３０年度は２月１８日現在ですけれども３２１件、

２９６人の方から３９２万円の寄附をいただいております。 

 また、長和町から他の市町村へふるさと納税した金額につきましては、平成２８年度は３７人の

方が２３７万５，０００円となっておりましたが、平成２９年度は３３人の方が４２９万３，００

０円を寄附している状況となっておりまして、他自治体への寄附額のほうが多い状況となっており

ます。 

 なお、３０年度につきましては、現在行っております確定申告の状況がまとまりませんとわかり

ませんが、現在のふるさと納税制度の利用実態から予想しますと、２９年度と同様な傾向ではない

かというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 平成３０年度に関しましては、現状では数字が明確に示されていませんが、

長和町への寄附額よりも町民の他の自治体へのふるさと納税の寄附額が多い赤字状態ですと聞いて

おります。この税収の赤字状態の状況を放置することは問題だと思います。総務省の最近のふるさ

と納税に関する総務省案を踏まえまして、長和町のふるさと納税の現状、課題とその対応策につい

てプロジェクトチームにて検討した結果を質問いたします。 

○議長（田村孝浩君） 高見沢副町長。 

○副町長（高見沢高明君） 昨年の６月の佐藤議員の一般質問でお答えいたしましたとおり、昨年

の６月１２日に委員１３名、事務局３名体制で庁内のさまざまな立場の職員を集め、長和町ふるさ

と納税プロジェクトチームを設置いたしました。私がチームのキャップを務めておりましたので、

私のほうから答弁させていただきます。 

 先ほど課長からありましたとおり、現在、町への寄附額より町から他の自治体へ寄附される額の

ほうが上回っているという状況にありまして、ふるさと納税のメリットを生かせない状態となって

おりました。 

 このプロジェクトチームでは、ふるさと納税の返礼品の種類及び効果的な運用方法を検討してま

いりました。その結果、次の３つの方針を結論づけております。 

 １つ目は、現在３０種類ある返礼品を大幅にふやし、長和町の地場産品をＰＲするとともに、寄

附金額につきましても、さまざまな価格帯を設けて、寄附者の選択肢をふやすことで利便性を高め

ていく。 

 ２つ目は、寄附額に対する返礼率を見直しをいたします。現在は１割から２割程度の返礼品を寄
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附者へお返しをしておりましたが、それを総務省の指針の上限であります３割に引き上げ、よりお

得に申し込みできるよう、選択の幅をふやしていきます。 

 ３つ目は、ふるさと納税の運用を支援業務に委託し、企業のノウハウを活用することで今まで以

上にアピールできるサイトを設けまして、運営の質とスピードを上げ、ＰＲ活動に努めていくとい

ったものでございます。 

 これによりまして、町長ありましたとおり、３１年度予算に寄附額５，０００万円を目指してい

きたいというふうに考えております。 

 答弁終わります。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） ５の質問に移らせていただきます。 

 寄附金の３０％を返礼品として、地元事業者へ還元するとのことですが、その他寄附金額に占め

る各経費割合を教えてください。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） 寄附金額に占める各経費割合についてですけれども、寄附額の６

０％弱ほどは経費として支出となる見込みでおります。その内訳ですが、返礼品代で３０％、業務

委託料が１２％、その他ポータルサイト使用料や返礼品発送代などで１８％ほどとなっております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） ６月の一般質問では、返礼品を商品のみでなく、長和町の独自のサービス、

例えば町で暮らしている高齢者の親の給食費負担サービス券など、職員がみずから企画し、これぞ

長和町の心あるふるさと納税返礼品を企画していただくように要望いたしました。企画されたサー

ビス的な返礼商品案を質問いたします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） プロジェクトチームの中で、さまざまな返礼品アイデアを検討し

てきましたが、まずはその中からすぐに実現できるサービスから返礼品として導入するように進め

てまいりました。 

 具体的には、郵便局の見守りサービスやシルバー人材センターによる草刈り、お墓掃除、別荘掃

除を４月から追加いたします。また、ほかにもスキーリフト券、温泉券や美ケ原トレイルラン、ウ

イスキー＆ビアキャンプ等のイベント参加の返礼なども、導入に向けて各事業者と協議中でありま

すので、順次サービスの返礼について導入を図っていきたいと考えております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 総務省の返礼品に対する方針により、調達費が寄附額の３０％以下の地場

産業品となり、ある意味全国一斉に新たなスタートとなるわけですが、旧東京長和会の皆さん、成

人式に参加された地元を離れている皆さん、別荘やペンションを利用する皆さん、スキー場、トレ

イルランなど長和町の関係人口の皆さんに対する長和町のふるさと納税返礼品の寄附に対しての告
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知のアイデアや計画があれば教えてください。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） 今年度は、ふるさと納税の事業拡大と運営方法を検討してまいり

ましたが、今後は今まで以上に運営のスピードと長和町及び地場産品のＰＲ活動が必要であると考

えておりまして、ふるさと納税ができるサイトもふやす予定でおります。 

 いわゆる関係人口の皆さんに直接どんなＰＲができるのか、まずは長和町公式フェイスブックの

活用が中心になると思いますが、効果的な方法を、委託業者を含め、返礼品の協賛事業者にも協力

していただき、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（田村孝浩君） 佐藤恵一議員。 

○１番（佐藤恵一君） 町のふるさと納税品なんですが、やはりいいものだとわかるのは町民の方

だと思いますので、町民が関係人口の皆さんに説明できるように、広報とかそういったものを通じ

て、まずは町民の皆さんにもいろいろわかっていただくような企画もお願いいたします。 

 インターネットが普及している現在、住民が他の自治体に寄附してしまうリスクもありますが、

ふるさと納税の原点に軸足を置きながら、役場の創意工夫によりふるさと納税の赤字現象を改善し、

委託業者に丸投げするのでなく、より多くの関係人口の皆さんが町のふるさと納税をしたいと思え

る企画や情報発信を今後展開していくことを要望いたします。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、１番、佐藤恵一議員の一般質問を終結いたします。 

 ここで、１１時５分まで休憩といたします。 

休        憩   午前１０時５６分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１１時０５分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ２番、渡辺久人議員の一般質問を許します。 

 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に基づき質問をしてま

いります。 

 本日の私の質問は、２０１９年度新年度予算について、町施設の設備管理について、職員の応急

手当講習会の受講状況とＡＥＤの取り扱いについて、火入れ関する条例、稲わらの焼却対策につい

て、以上４点です。 

 最初に、２０１９年度新年度予算の骨子はということで、本年２０１９年度の長和町一般会計当

初予算を見ますと、本年度より１億２，０００万円の増、６０億２，０００万円が計上されていま

す。 

 そこで、町長再選後２回目の当初予算となります２０１９年度当初予算はどのような方針で編成
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を行ったかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 長和町は、合併発足以来、協働の精神のもと、町民の融和と一体感の醸

成に心がけ、各種事業の実施や資本整備等の基礎体力づくりを進めてまいりました。 

 平成２９年度からスタートいたしました第２次長期総合計画に基づきまして、少子高齢化や人口

減少などの大きな社会変化が起こりつつある中でも、町民の皆さんが町に愛着や誇りを持てるよう

に、今まで培ってこられた基礎体力をもとに、「人が元気、町も元気」「元気が出る町！！長和

町」の実現に向けて、より一層充実したまちづくりの実現を図ってまいる所存でございます。 

 平成３１年度の予算編成に当たりましては、第２次長和町長期総合計画の基本理念であります

「住民と行政との協働のまち、豊かな自然や歴史と文化を守りやさしさと潤いのまち、地域特性を

生かし活力を魅力あふれるまち」の実現をめざし、私の公約である「Ｎａｇａｗａ Ｎｅｚｔ Ｖ

ｉｓｉｏｎ４」に掲げた各種事務事業の実施により、将来にわたって持続可能な安定した長和町を

確立する施策の推進に努めることとあわせ、平成２８年度より本格的に事業が始まりました「長和

町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、必要な事業を予算に反映をさせていただきました。 

 「笑顔があふれる、元気が出る町長和町！！」の実現のため、今まで培ってきた基礎体力と将来

の社会を見据えた柔軟で斬新な発想、視点をもとに、なお一層、町が発展できるよう、予算編成と

させていただきました。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） ことし１０月に消費税の増税が予定されております。この増税に対して、

予算面及び事業の執行に対してどのような考慮をしたか、お伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 消費税の増税が、お話ございましたようにことし１０月より予定されて

おりますが、歳入におきましても、町の歳入の大きな柱となっております地方交付税の算定が、平

成３３年度から一本算定に向け、段階的な縮減期間に入り、地方交付税は年々減少しております。

地方交付税の減少は、町の一般財源の減少であり、財政構造の弾力性の低下、財政の硬直化につな

がるものでございます。 

 このような中、平成３１年度は、４月からの水道料金の改定、１０月からの消費税率の引き上げ

が予定されており、委託料、光熱水費、工事請負費など、さらにコストが上乗せになりますので、

一般財源の節減対策により一層意識した予算といたしました。 

 原則的に、一般財源は、前年度の当初予算と同額を上限といたしまして、経常経費については、

再度、必要性等について検討をし、各種事業につきましても必要性について再点検を行い、最小限

の予算となるよう指示をいたしました。 

 また、事業の執行につきましては、消費税率が改定になる前に竣工、完了となるよう、早期着手

に努めてまいりたいと思っております。 
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○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 平成３０年度予算では、「Ｎａｇａｗａ Ｎｅｚｔ Ｖｉｓｉｏｎ４」に

掲げられた、将来にわたって持続可能な安定した長和町を確立する施策の推進に努めるとともに、

第２次長和町長期総合計画に掲げられているまちづくりの基本目標に沿って進めるとの答弁を、昨

年いただいております。 

 そこで、この４つの基本目標と第２次長和町長期総合計画について、３０年度の取り組みと評価、

２０１９年度の予算に具体的にどのように盛り込んだかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） まず、地域産業の振興で、働いてみたくなるまちづくりに関してまして

は、産業競争力強化法に基づきまして、新たな創業を目指す方の支援を目的として、平成３０年４

月から長和町商工会や融資制度等の関連金融機関等と連携をしまして、創業相談窓口を商工会へ設

置をしたところでございます。 

 この制度認定により、国の創業支援制度が活用できるようになったほか、加えて町単独でも創業

支援メニューを新設をいたしまして、今年度は１件１事業でありますが、特定創業者としての認定

の上、事業が開始をされました。 

 また、６月には、生産性向上特別措置法に基づく「長和町導入促進基本計画」の同意を経済産業

省から受け、町内企業の新規設備の導入による生産性向上に対する支援を開始をしまして、現在３

事業所から申請を受理しておりまして、新設設備の固定資産税の軽減措置や経済産業省が行う補助

金への対応をしたところでございます。 

 観光・交流文化関係では、滞在型の集客イベントとして年々定着しております美ケ原トレイルラ

ン大会及びウイスキー＆ビアキャンプを観光協会や関連機関と連携しながら開催をしており、平成

３０年度で両イベントとも８回目の開催をしております。 

 この２大イベントにつきましては、滞在集客型のイベントとして定着をしておりまして、大きな

経済効果とともに、長和町の魅力発信の事業としても大きな寄与がなされておるというふうに思っ

ております。 

 さらに、当町の観光分野の大きな可能性につきましては、昨年日本遺産に認定をされました「星

降る中部高地の縄文世界」において、当町の黒曜石遺跡が大きな要素となっている点です。広域的

な連携と文化・産業振興の横の連携、茅野市や諏訪市、下諏訪町等と連携し進めてきたビーナスラ

インを核とした集客にもつなげまして、このチャンスを生かしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 黒曜石つながりでは、黒曜石大使がイギリスセットフォードなどを訪れ、また１０月にはイギリ

スから訪問を受け入れるなど、国際交流を進めることはできました。特に、今年度は、初めてホー

ムステイを実施をいたしまして、大使の皆さんには数多く貴重な体験をしていただきました。大使

の皆さんの将来と町の国際交流の発展に、大いに生かしていただくとともに、町といたしましても
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引き続きの交流を深めていきたいというふうに思っておるところでございます。 

 これらの関連事業につきましては、地方創生関連事業を中心に、産業振興分野の予算を計上した

ほか、黒曜石原産地遺跡整備事業、日本遺産を生かすための事業等を計上をさせていただきました。 

 そして、子育て関連では、今年度より実施をしたしました小中学校の給食費の無償化を初め、子

育てガイドブックのリニューアルや今年度実施をいたしました子育て支援ニーズ調査をもとに、平

成３２年度からの子ども・子育て支援５カ年計画を策定をいたしまして、より実情に合ったきめ細

かな質の高い子育て支援を推進してまいりたいというふうに、この計画をしておるところでござい

ます。 

 さらに、子育て応援給付金や１８歳以下の医療費無料化、高等学校通学費の補助等に係る予算を

引き続き計上させていただき、子育て世帯の負担軽減を図るとともに、妊婦一般健康診査、新生児

訪問に始まる健診事業や子育て相談、子育て支援センター、児童館、放課後児童クラブの運営など

を通じまして、長和町において安心して子供を産み育てるよう、子育て支援の一層の充実を進めて

まいりたいというふうに考えております。 

 また、首都圏を中心に流行した風疹対策として、免疫がない３９歳から５６歳の男性のうち、３

９歳から４６歳までの方の抗体検査及び予防接種の経費を３４９万円などを新たに計上させていた

だきました。 

 安全・安心な環境確保の分野では、住民が健康で安心して暮らせるよう、地域医療サービス体制

の整備に努めているところでございますが、過疎化、少子高齢化などにより患者が減少するととも

に、専門医志向や大病院志向が進む状況の中で、医師不足が大きな問題となっております。 

 先ごろ公表された国の医師偏在指標調査によりますと、長野県では下位１６県に含まれまして全

国３８位であり、全国３３５医療圏の中でこの上小地域は２８４位という状況でございでした。こ

の医師不足の問題につきましては、以前より一医療機関、一自治体の問題ではなくて、全国的な対

策を早急にしなければならない課題であるというふうに認識をしたところで、県町村会長の立場と

いたしましても、より一層関係機関に働きかけてまいりたいというふうに思っております。 

 平成３０年度の依田窪病院の医師確保につきましては、年度当初において、内科医師の確保もで

きました。また、年度途中において常勤医師の退職もありましたが、小児科につきましては、信州

大学医学部及び信州上田医療センターの御協力をいただき、１月から医師を確保することができた

ことは、大変よかったと思っております。 

 今年度の入院延べ患者数は、前年度に対して上回ってきましたが、外来者の患者数につきまして

は、前年を下回っているということでございます。 

 依田窪病院は、この地域において適切な医療を受けることができる医療機関として重要な役割を

果たしているというふうに考えておりますので、平成３１年度の医師確保につきましては、県の医

師確保対策室に対して、医学生研修資金貸与医師の継続配置を強く要望してまいったところでござ

います。先ほども答弁いたしましたが、今のところ、正式な通知はいただいておりませんが、継続
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配置についてよい感触を持っているというところでございます。 

 新年度予算につきましては、依田窪病院に対して、経営基盤強化のために、国から通知される繰

り出し基準等に基づいて約３億６，０００万円、病院事業運営に約１億７，０００万円の交付税算

入を見込み、繰り出す予定としておるところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） ２０１９年度予算のうち、経常経費の額と予算全体に占める割合はどれほ

どかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） ３１年度予算のうち、経常経費の額は、４５億１，２１５万円で

ございます。予算総額が６０億２，０００万円でございますので、予算全体の７５％となっており

ます。 

 しかしながら、経常的な経費が一般財源に占める割合でございます経常収支比率は、およそ９

１％となっておりまして、予算の硬直化が進んでいるというふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 財政の健全化を目指すためには、経常経費のうち、人件費、物件費の縮減

が大きな効果となります。２０１９年度の退職職員、再雇用、採用職員の状況はどうかお伺いしま

す。 

○議長（田村孝浩君） 高見沢副町長。 

○副町長（高見沢高明君） それでは、ただいまの御質問につきましては、私から御答弁を申し上

げます。 

 今年度末の退職職員は全部で８名でございます。このうち、来年度の再任用をする者は４名、そ

れから新規採用者は保育士３名を含み６名を予定をしております。 

 特に、人件費に関しましては、平成３２年度から会計年度任用職員制度導入に向けまして、臨時

職員の業務内容と人数の再検討や委託可能な業務につきましては業務委託をすることを考え、さら

には組織の体制等々の見直しを含めまして、人件費の抑制を図ってまいりたいというふうに考えて

おります。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 需用費などの経常経費を抑えて、最小の経費で最大の効果をもたらす、コ

スト意識という言葉があります。このコスト意識に取り組んでいるかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） コスト意識につきましては、予算編成に限らず、事業実施に当た

っても、より効率的な方法はないか、安価な方法はないか検討して進めるよう指示をしているとこ

ろで、各担当者もそういった意識で事業を実施していると思っております。 
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 人件費、扶助費、公債費等の経常経費の抑制につきましては、今年度特に町の施設の維持費のう

ち、電気料に関しまして、電気の小売り自由化による見直しを進め、結果的に中部電力による安価

な電力供給につなげることができました。 

 高齢者や社会保障費の増加により、現状において扶助費の抑制は難しいところでありますが、い

わゆる上乗せ、横出しなど、町単独で実施している事業につきましては、創設当初と現状との客観

的な分析や他町村との状況を踏まえ、優先度や効果等を検証しながら見直しを図ることは検討して

いかなければならないと考えております。 

 公債費につきましては、大規模事業の財源としました起債の償還も本格化し、高い水準で推移し

ております。平成３１年度も、道の駅エリア活性化推進事業、ケーブルテレビ光化促進事業、社会

福祉施設建設事業等の大規模事業が予定されておりますが、町債につきましては、元利償還金の７

割が交付税に算定される過疎債を中心に、有利な起債を活用して事業を実施しているとしておりま

す。 

 今後につきましては、多額な地方債残高を有している現状と顕著な伸びの公債費の抑制を勘案し

まして、町債残高の計画的な圧縮と予定されている事業の見直しなどの検討を進め、申し上げてき

ましたように、経常経費のより一層の抑制により、健全な財政運営を目指してまいります。 

 また、公共インフラにつきましても、施設ごとの長寿命化計画を早期に策定し、長寿命化、統廃

合の検討を進めるとともに、時代に合った新たな施設の利用方法や運営方法を検討し、固定費の削

減に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） ある地方自治体では、職員みずから行政経費のコスト縮減に向けた行動指

針を策定し、取り組んでいます。また、２０２０年度から予定されている会計年度任用職員、また

正規職員の採用に当たっては、長和町の財政規模に見合った規模とし、職員数を削減し、人件費、

物件費を削減すべきと考えます。 

 職員一人一人が主体性を持ち、経常経費の縮減に取り組むことが、住民サービスの向上につなが

ると考えています。 

 次の質問です。町では町施設の設備管理体制はどのように行っているのか質問です。 

 町では、動産、不動産を初め、車両、備品などさまざまな財産を所有しておりますが、建物に附

帯する危険物施設と少量危険物の管理について質問いたします。 

 地域の公民館も含め、町所有の公共施設で消防関係法令、条例等の規制を受ける危険物施設及び

少量危険物施設の実数を把握していますか。また、それらの施設の管理は誰がどのように行ってい

るのか、お伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 長門小学校で発生をいたしました灯油の流出事故に関連して、公共施設

における危険物施設等の把握、管理などに関する御質問だというふうに思います。 
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 長門小学校の事故に関しましては、地域の皆さんを初め、多くの方々に御迷惑をおかけし、この

場をお借りいたしまして陳謝申し上げるところでございます。必要な改修を汚染された土壌の入れ

かえなど、できるだけ早い復旧に努めているところでございます。 

 さて、御質問の危険物施設等の実数、実態につきましては、町いたしまして把握していない実情

であります。これは、各施設で設置することになった危険物施設等につきましては、その都度消防

関係法令や広域連合の火災予防条例に基づく基準に適合する形で設置をされ、その後の必要な消防

署の立ち入り検査等を受けており、それぞれの施設管理者の管理に委ねていた状況によるものでご

ざいます。 

 しかしながら、今回の事故を受けまして、町といたしましても、消防署による定期的な立ち入り

検査とは別に、日ごろからの点検、管理が重要であると痛感したところであり、署からも管理の徹

底を通知されておりますので、毎年行っております消防設備点検とあわせて、地区で管理されてい

る公民館の実態把握にも努め、管理の徹底を図ってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） ただ今、長門小学校という名称が出てきましたので、この長門小学校の事

故の詳細についてお伺いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 辰野教育長。 

○教育長（辰野登志男君） 昨年発生をいたしました長門小学校の灯油の流出事故の内容に関する

ことでございますが、この流出事故が発生したのは、昨年の１２月２５日のことであります。 

 発生場所は、長門小学校の５、６年生棟の外壁に設置をされておりました灯油の送油管でありま

す。 

 事故の原因は、ろ過器部分に何らかの理由によりまして水が浸入し、それが凍結、膨張すること

によりまして、ろ過器に亀裂が生じたことによるもので、灯油約１，１００リットルが流出したも

のであります。 

 事故発生後の処理といたしましては、灯油管を閉栓をしまして、消防署などへ連絡を行いました。

また、児童への連絡、各家庭への通知文の配布、破損箇所以外ろ過器の点検を行いました。そして、

報道機関に対しましても、そういった事故がありましたということで伝達をし、信毎さんのほうで

は新聞紙上にも掲載をされたということでございます。 

 町といたしましては、灯油のしみ込んだ部分の土の入れかえを行いました。 

 送油管が２系統となっているため、現在はろ過器を通さない系統を使って灯油を送っておるとこ

ろでございます。同時に、破損箇所の修理を進めております。 

 今後の対応といたしましては、ろ過器や配管の点検、検査の実施、それから職員室での灯油残量

確認の徹底、それから点検により老朽化等の判明した備品、部品などの交換を行い、再発を防止し

ていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 
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○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 過去におきまして、私の知る限りでは、老人保健施設いこいとか、古町中

央公民館、古町上町集会施設、長門町民体育館、和田コミュニティーセンターなど公共施設で流出

事故が起きております。その数は決して少ない数ではありません。事故の原因は、普段の点検を実

施していれば防ぎ得たかなと思われます。 

 かなりの量が流出しましたが、地区への説明会参集の範囲とその内容、現在の状況と今後の対応

をお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） 長門小学校の灯油流出事故に係る地区説明会と現在の状況に関する御

質問でございます。 

 灯油の流出事故を受けまして、昨年１２月２７日に地区の住民の皆様に対する説明会を開催させ

ていただきました。 

 説明会の出席につきましては、地下浸透した灯油が染み出てくることが心配されます長門小学校

周辺にお住まいになっている皆様、長久保の自治会長さん、あと長門小学校があります長久保７区

の区長さんに出席をお願いいたしました。 

 説明会におきましては、事故の概要や学校及び教育委員会の対応について説明させていただきま

して、あわせて灯油が染み出てきているなどの異常を発見した場合には、教育委員会へ連絡してい

ただくようお願いをさせていただきました。 

 事故発生後は、教職員が小学校の周囲を点検し、灯油が染み出ていないか毎日確認をしておりま

す。また、教育委員会といたしましても不定期ではありますが、見回りのほうを行っております。 

 現在の状況ですが、事故発生から約２カ月が経過しましたが、灯油がどこかにしみ出てきたなど

の状況は確認されておりませんので、地下に浸透し蒸発しているのではないかと考えております。

このため、巡回監視などは行っておりません。 

 今後、灯油がどこかに染み出てきたり、これにより水路、河川に流入したという状況が確認され

た場合には、直ちに関係各機関に連絡を取り、対応してまいりたいと考えております。 

 また、吸着マットは用意してありますが、中和剤につきましては消防書の指導によりよりまして、

使用しないこととなっておりますので、特に用意はしてございません。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 貯蔵数量がある一定数量を超える危険物施設では、危険物取扱者免状を有

する資格者が危険物の取り扱い及び管理を行う必要があります。各施設の状況はどうでしょうか。

お伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） 町の施設における危険物取扱者の選任状況ですけれども、町が所
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有する施設で対象となる施設は、５つの施設がございます。内訳は、長門小学校、和田コミュニテ

ィーセンター、和田宿温泉ふれあいの湯、長門温泉やすらぎの湯、ブランシュ鷹山スキー場のレス

トハウスふるさと、以上の５つの施設でございます。 

 有資格者の選任状況について確認しましたところ、全ての施設において選任されているという状

況でありました。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 私がちょっと調べた中では、危険物施設は、ただいまの答弁のほかに、休

止中ですがユースロッジ和田峠に屋外タンクがあります。また、振興公社の管理になりますが、八

王子市姫木自然の家に地下タンクがあります。 

 また、町長名で届け出されている指定数量未満の少量危険物は、二十数カ所あると認識しており

ます。 

 危険物取扱者は、危険物の取り扱いに関して、法令上強い権限が与えられる反面、大きな責務を

背負っております。長門小学校の場合、就任したばかりで、学校施設に不案内な校長先生が危険物

取扱者に選任されており、実際危険物の取り扱いの経験もなかったのではと思います。果たして適

切だったでしょうか。お考えをお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） 学校における危険物取扱者の選任に関する御質問でございます。 

 議員のおっしゃるとおり、長門小学校の危険物取扱者は校長先生になっております。従来より、

学校関係の資格が必要な役職につきましては、主に教職員の中で対応していただいておりました。

校長先生は、既に危険物取扱者の資格を取得していたということで、適任と判断させていただき、

選任させていただいたところであります。 

 また、今後は教頭先生も資格を取得する予定で進めさせていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 先ほども申し上げましたが、建物や設備に不案内な、ましてや教職員に行

わせることはいかがなものでしょうか。気の毒なことに、危険物取扱者としてのペナルティーも課

されてしまいます。 

 今後、全ての施設において事故防止に努めていただけるかと思いますが、どのような対応をする

のかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） 灯油の流出事故の防止対策に関する御質問でございます。 

 長門小学校での灯油流出事故後、消防署から管理を徹底するよう通知をいただいております。こ

れを受けまして、各係へ所管する施設の管理の徹底を呼びかけました。 
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 特に、危険物である灯油貯蔵施設については、灯油タンクや配管に腐食や損傷はないか、灯油の

にじみや漏れはないか、ストレーナに水が溜まっていないか、タンク油量の減り方が異常に早くな

いか、タンクの防油堤に損傷はないかといった項目を上げて注意を促しました。 

 また、消防署からあわせていただいた危険物貯蔵所や少量危険物の点検表を各係へ配信しており

ます。この点検表に基づいた自主点検の徹底をさらに図っていきたいと考えております。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 取扱者の選任は、教職員ではなく庁務員さんまたは教育委員会の職員が適

切と考えます。教育委員会の職員には、免許取得者がおりますか。免許がなければ費用負担し取得

していただき、手当を支払い、きちんと従事させなければなりませんが、お考えをお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） 危険物取扱者の選任職種に関する御質問でございます。 

 最初に、現在の教育委員会職員の中で危険物取扱者の資格を取得している職員はございません。 

 取扱者については、常時学校にいる先生方または庁務員さんが適任と考えております。 

 資格の取得につきましては、資格取得のための助成を検討してまいりたいと考えております。 

 また、学校に常駐していない方を選任できる場合には、教育委員会職員の資格取得についても検

討させていただきまして、助成についてもあわせて検討してまいりたいと考えております。 

 また、手当の関係につきましても、あわせて検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 長門小学校の事故を初め、長和町の公共施設ではかなりの高頻度で事故が

発生しています。大変不名誉なことと存じます。 

 施設管理者には、社会的な問題となりえる施設の管理を行っているという自覚と、設備に対する

認識を持っていただき、急応に来る業者任せではなく、１週間に１度くらいは目視での点検を心が

けていただきたいと思います。 

 次に、職員の応急手当講習会の受講状況とＡＥＤの取り扱いについての質問です。 

 突然のけがや病気で呼吸や心臓がとまった人を目の前にしたとき、皆さんは正しい応急手当がで

きますか。呼吸や心臓の停止した人が何の手当ても受けずに放置されれば、救命率は極めて低くな

ります。 

 そこで、町関係職員の過去５年以内の応急手当の受講状況をお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 救急車が通報を受けてから現場に到着するまでの時間の平均は、平成２

９年の統計で、国が８．６分、上田地域では８．７分、依田窪南部消防署管内の長和町におきまし

ては１１分でございました。一刻を争うとき、救急車が現場に到着するまで何もしないでいると、
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助かる率は急激に低下するといわれており、その場に居合わせた人が応急処置を行うことが非常に

重要であるというふうに思っております。 

 万が一に備えての応急手当の訓練がとても大切であることは認識しておりますが、消防団やＰＴ

Ａ活動の一環としての講習を兼ねている状況で、職員研修として応急手当講習会は実施していない

のが現状でございます。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 依田窪南部消防署では、毎年平均３００人ほどの講習会を行っています。

過去５年間の町関係の応急手当の受講状況は、保育所職員、小中学校教員、日赤奉仕団、これは社

協の管轄になりますが、この団体についてはほぼ毎年行っております。 

 また、５年前には和田中学校の生徒、３年前には民生児童委員さん、消防団は３年に１度ごと実

施しております。 

 役場本庁支所、教育委員会及びその出先では行われておりません。 

 ちなみに、平成３０年の依田窪南部消防署の救急データを見ますと、救急搬送人員は５４８人で

す。うち６５歳以上が３５６人で、６５％となっております。 

 疾病分類では、急病が２７７人で５０．５％、心肺停止の方は２５人おりました。そのうち、バ

イスタンダーＣＰＲといって、その場に居合わせた人が心肺蘇生を行っていた数が７件、実際に心

肺停止で搬送された方は１６人いました。そのうち、病院までに心拍が再開した方が４人おります。 

 もう一つ、依田窪南部消防署からデータをもらってきたんですが、これは依田窪南部消防署の救

急隊が依田窪病院へ搬送した消防車の人数です。内科医不足であった平成１７年の収容人員は１８

７人で、前年に比べ４１人減少しております。そのうち、内科系の受け入れは８６人で、前年比５

７人の減少、反面、内科系以外では１１１人と前年比１６人増となっております。 

 それでは、内科医が充足された昨年の収容者数は１８９人と、前年比１名の増です。内科系の収

容者は１１５人で、１４人ふえております。しかしながら、内科系以外では７４人と、２７人減少

となっております。内科医が充足されても、最高だった年まで到底追いつかないと、そんなような

数字になっております。 

 数字だけを見ますと、内科医不足に伴い、さまざまな要因で、救急の受け入れも減少しているの

かなと思います。 

 次に、生命の安全・安心を補助する医療機器として、自動体外式除細動器、いわゆるＡＥＤの使

用が一般の市民に認められ久しくなります。長和町でも重立った公共施設に配置され、ハザードマ

ップにも示されています。ＡＥＤの現在の配置状況と、どのように管理しているかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） 町で管理しております施設のＡＥＤの設置につきましては、それ

ぞれの施設管理担当課の判断で設置、管理しております。今回の御質問により調査しましたところ、

町関係施設２６カ所に２８個のＡＥＤが設置されておりました。 
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 今年度及び来年度の予定の中では、新設ではなく、買い取りからリースへの変更という予算にな

っております。 

 これらＡＥＤは、リースにより設置している例が多く、バッテリーやパットといったものの管理

は、リースの場合はリース会社より、購入品については管理担当により行っているという状況でご

ざいます。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 未設置の施設で、古町中央公民館、和田支所、大門支所、入大門センター、

黒曜石体験ミュージアムなど、未設置の施設へ設置の予定はあるかをお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） 古町公民館、大門支所、入大門センターには未設置、黒曜石体験

ミュージアムにはリースで１個設置しております。 

 未設置施設の中には、隣接する施設からすぐに借用できるといった事情もございますので、それ

ぞれの施設管理者に施設の使用状況などを勘案して設置を検討するように改めて指示しまして、重

要なものから予算化してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 御存じのように、ＡＥＤは、心肺停止となった傷病者のうち、ある特定な

不整脈に対して電気ショックを与え、心拍の再開が期待できる医療機器です。あくまでも救命手当

ての補助装置です。 

 しかし、ＡＥＤを扱うには、消防機関などで受講を受け、技術を習得する必要があります。役場

は、長和町でも依田窪病院に次ぐ大きな事業所で、来庁者も一日最高で１００人前後、職員も含め

ると１５０人以上と大勢の人が出入りする施設であります。また、庁舎内で会議中に体調が不良と

なる方も時々見受けられます。 

 町職員は、このようなとき、適切な対応が果たしてできるでしょうか。保育所以外の職員で過去

３年以内に応急手当講習会を受講した職員が何人いたかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 小林総務課長。 

○総務課長（小林文江君） ＡＥＤを取り扱うには、特に講習を受けるというような規定はありま

せんが、利用するからにはきちんと講習を受けて、技術を習得した方がより確実に扱えるものと思

っております。 

 過去３年以内に救命講習を受講した職員は合計５４名で、保育所職員の３６名を除きますと、講

習の受講者は１８名でございました。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 近いうちに実施していただけると思いますが、今後、応急手当講習会を行

う予定があるかどうかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 小林総務課長。 
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○総務課長（小林文江君） 町民を守るための役場といたしまして、またＡＥＤ設置事業所として

も、職員がＡＥＤによる救急救命ができるように、平成３１年度中には職員研修として実施をして

まいります。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 繁忙な業務の中、職員研修として実施していただけるということで、大変

心強く思います。いろんな受講方法もあるかと思いますので、消防署と協議した中で進めていって

いただきたいと思います。 

 次の質問です。火入れに関する条例、稲わらの焼却対策についての質問です。 

 昭和５９年に森林法の一部が改正され、森林法第２１条で、火入れに関して、その許可事務が市

町村に移管されました。これにより、自然豊かな長和町の森林を守るため、町の森林または森林の

周囲１キロメートル範囲内にある土地での立木、竹、雑草等を面的に焼却する場合には、事前に許

可申請が必要となっております。 

 この長和町の火入れに関する条例について、昨年の広報ながわ５月号、９月号に掲載されて啓発

されております。これまでに火入れ許可の申請、問い合わせ、許可をした実績があるかお伺いしま

す。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 合併時におきまして、それぞれの町村の条例を踏襲した中で、平成１７

年１０月に現在の長和町の火入れに関する条例が施行されております。施行後の許可実績につきま

しては、１件でございます。 

 この件につきましては、昨年４月に青原地区の林地に接した依田川河川敷において、地域住民が

行う野焼きの奉仕清掃作業について申請を受けつけ、火入れに関する許可をしております。 

 森林法第２１条では、森林または森林に接近している火入れの許可については、土地の所在する

市町村の許可権限とされております。 

 青原地区の林地に接した依田川河川敷の火入れは、条例に基づき、河川管理者である建設事務所

維持管理課、依田窪南部消防署予防係、長和町役場産業振興課林務係それぞれの担当者により現地

確認を行いまして、防火に関する確認とともに、当日の気象情報は火入れの延期あるいは中止をす

る旨等の要件を満たしているため、火入れに関する許可を出したということでございます。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 広報ながわ５月号では、火入れとたき火の違いについて説明されています。 

 火入れは、野焼きとは異なり、適切な行政手続を行えば、許可されます。たき火は届け出で実施

できます。 

 それでは、稲わらを田んぼで焼却する行為はたき火でよいのか、軽微な土手焼きとはどの程度の

ものかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 
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○産業振興課長（藤田健司君） 厚生労働省の環境整備課長通知第１２の７に、廃棄物の焼却禁止

の例外規定がございます。その中に「農業、林業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃

棄物の焼却は、農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝条等の焼却などが考えられ

る」とあります。稲わら等を焼却することは認められておりますが、軽微な焼却についての規定は

ございません。 

 また、軽微との表現につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１６条の２第３項の

周辺の地域の生活環境に与える影響が軽微である廃棄物を指しており、焼却の規模等の明記はされ

てございません。 

 具体的な例を挙げさせていただくとすると、農業者が農地管理または害虫駆除のために行う稲わ

らや農作物の残渣、またはあぜ道や用排水路等を除草した刈り草等の焼却が考えられると考えます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） ただいまの答弁は、慣習的なたき火についてであり、個人で行う剪定花木

や農作業で発生する稲わらなどは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律で、地域周辺の生活環境に

与える影響が軽微である場合、例外的に認められているものであります。 

 苦情があった場合は、直ちに中止しなければならないと思います。 

 これからの質問は、森林法に基づく面的な焼却について質問しております。 

 林野庁から出されている森林法改正に伴う火入れ許可関係通達では、収穫後の稲わらを焼く行為

は、面的または数カ所に分散させて一斉に火をつけた場合でも、面的な焼却行為として火入れに該

当するものと解されています。果たしてたき火扱いでよいのかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 森林法におきましては、森林の周囲１キロ以内にある水田におい

て、収穫後の稲わらを焼く行為は、通常、水田全面に散布するかまたは相当数の箇所に分散させて

一斉に火をつけるものがほとんどの形態であるため、面的な焼却行為に当たるということによりま

して、火入れに該当するものと解されてございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 昨年４月からことし２月末までに消防署で受けたたき火届は４３３件あり

ます。 

 このうち、稲わらの焼却の届け出は、昨年１０月に２０件、１１月に２１件で、この中で火入れ

に該当する焼却もあったと思われます。 

 山林火災など、屋外の火災の原因は、火入れやたき火がほとんどで、一昨年の和田保育所西側の

山林火災、昨年は枯れ草を焼却されていた方が亡くなるという悲惨な事故も発生しております。 

 稲わらの焼却について、近年目立って稲刈り後で田んぼで行われています。このような状況をど
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のように捉えているかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 稲わらの焼却につきまして、害虫駆除や凍霜害防止などに一定程

度の効果があるため、これまで一般的に農業者の間では行われてまいりました。近年では、稲わら

をすき込むことによる土壌への効果が認められておりますし、延焼による火災の原因となることや、

風向きによっては煙による周辺住民などへの被害もあるのではないかと考えておるところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 火入れなどによる煙の成分は、たばこの副流煙と同じ物質で、たばこと同

等の健康被害をもたらします。また、稲わらの煙には、最近話題になっておりますＰＭ２．５、微

小粒子状物質が含まれております。燃焼過程では、発生する物質として、有害大気汚染物質に該当

するベンゾエピレン、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒドが高濃度含まれており、いずれも発が

ん物質であります。 

 特に、ＰＭ２．５は肺の奥深くまで入り込みやすく、肺がん、ぜんそく、気管支炎などの呼吸器

疾患、高血圧、虚血性心疾患、心不全、不整脈など循環器疾患などのリスクを上昇させると考えら

れています。 

 また、ぜんそくやアレルギー、不整脈や心不全の既往症のある方、お年寄りや子供などは、特に

影響を受けやすいと考えられます。 

 また、麦わらの焼却は、視界不良による交通障害、人への不快感をもたらすなど、社会的問題と

なっております。 

 長和町でも、秋の行楽シーズンに、稲わらスモッグと言われる状況がしばしば発生し、町のイ

メージダウンにもつながっております。また、付近の住民には、目やのどへの刺激、臭いによる不

快感、衣服への付着などの苦情が寄せられています。 

 東北地方では、早くから、稲わらの焼却を条例で禁止している県もあります。お隣の新潟県では、

にいがたクリーンランド戦略と称して、稲わらの有効利用を推進しております。 

 長和町では、このまま稲わらの焼却を放置してよろしいのでしょうか。焼却防止に向けた取り組

みは行っているかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 平成２９年の長野県農政部長からの農作物の残茎等の野焼きに対

する煙害対策についての通知を受けまして、農家の皆様へは、担当係が所管する各種会議等の際に、

農作物の残茎の焼却に関する生活環境や影響につきまして、周知を行ってきたところでございます。 

 稲わらやもみ殻の活用につきましては、すき込むことによる土壌の改良効果のほか、家畜等の飼

料、堆肥、野菜等などを栽培する際の除草、防虫のためのマルチとして使用もできますことから、
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焼却以外の方法についても、今後も鋭意進めてまいりたいと考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 農政サイドとして、地球温暖化防止、生物多様性保全に効果の高い取り組

みとして、環境保全型農業直接支払交付金などの補助事業は適用しないのかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 御質問の環境保全型農業直接支払交付金につきましては、自然環

境の保全に資する農業生産活動を推進する取り組みに対し、交付金が交付される制度でございます。

平成３０年度の実績でございますが、２者により約５１ヘクタールの有機農業によるそばの取り組

みがなされております。 

 緑肥によるすき込みなどの化学肥料に頼らない取り組みも対象となりますので、今後、取り組み

の強化を図り、積極的に推進してまいりたいと考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 農家への啓発として、稲わらの圃場へのすき込みの有用性、畑への利用、

畜産農家への提供などのソフト面、必要な機械の導入、あっせん、稲わら収集にかかわる労力のあ

っせんなど、ことしの収穫期までに対応できないかお伺いします。 

○議長（田村孝浩君） 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） ソフト面につきましては、広報等を十分に利活用しながら、稲わ

らの圃場へのすき込みの有効性や畑への利活用の周知、畜産農家への提供なども検討し、実施して

まいりたいと考えてございます。 

 また、ハード面につきましては、すき込み等に必要な農業機械等の整備について、町の長期計画

等に順次掲載し、整備できるよう、研究、検討を深め、実現に向けた取り組みと考えてまいりたい

ということでございます。 

○議長（田村孝浩君） 渡辺久人議員。 

○２番（渡辺久人君） 火入れにつきましては、昭和５９年の条例改正時点から、その内容が理解、

周知されないまま今日に至り、火入れもたき火も一緒くたに扱われてきました。今後は、関係機関

と連携しながら、住民に啓発、周知をしていただきたいと思います。 

 また、稲わらなどの焼却から発生する煙は、大きな社会問題となっております。今回、生活環境、

健康福祉担当からは見解、いただきませんでしたけれども、またこの次にお伺いしたいと思います。 

 稲わらは、有用な資源であります。ソフト面はもちろんですが、コンバインでのカットを細かく

するとか、ロールベーラーを購入し、あるいは貸し出し、わらの利用先の確保など、有効利用でき

る体制も整備していただけるようお願いしまして、本日、私の質問を終了いたします。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、２番、渡辺久人議員の一般質問を終結いたします。 
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 ここで、昼食のため１時まで休憩といたします。 

休        憩   午後 ０時０２分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午後 １時００分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ４番、森田公明議員の一般質問を許します。 

 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 議長のお許しを得ましたので、これより一般質問をさせていただきます。 

 今回は、長和町の水道事業について、児童館の運営について及び道の駅エリア活性化推進事業に

ついての３点について質問することとしてさきに通告しておりましたが、３つ目の道の駅エリア活

性化推進事業についての質問事項は、午前中に行われました田福議員、佐藤議員の質問において私

が通告いたしました質問事項に関してもほぼ回答されておりますので、割愛したと存じます。 

 道の駅エリア活性化推進事業につきましては、これから複合施設の運用を任される方に、これか

らの長和町のあり方や農畜産業を初めとする産業の育成について、直売所の持つ役割と道の駅を中

心とする町の活性化についても、そのコンセプトを十分に説明し理解された上で経営に携わってい

ただけるようしっかりと協議した上で、施設の建設に取りかかっていただくことを強く要望してお

きたいと思います。 

 それでは、第１の質問、水道事業についてに入ります。 

 水道事業は、町道などの生活道路の整備や農地保全に関する事業と並んで、地方公共団体にその

施設整備から運営までを任された重要な社会資本の整備活用事業であります。町民が快適に生活す

る上で欠くことのできない日々の生活を支える基盤、いわゆるライフラインの核となる事業であり

ます。ところが、このところの政府の方針においては、これを民営化する方向でさまざまな制度改

正が行われてきております。 

 長和町におきましても、国の方針により、やむを得ないことながら上水道事業を特別会計から地

方公営企業会計へ移行し、さらに昨年の１２月定例会において給水条例を改正し、本年４月より水

道料金が改定される運びとなりました。加えて、この先においても数年をおいて水道料金の改定が

予定されており、住民生活を圧迫することがないかが危惧されるところであります。このことは、

長和町のような人口が少なく居住地域の面積が大きい町村では、居住世帯に対する水道管の総延長

が大きいため、投資額が大きくなるのに反し、徴収できる料金総額が少なくなるという状況におい

ては避けられないことかもしれませんが、水道事業は、さきに触れましたように、住民生活を守る

ための不可欠な事業であり、また、町独自で設定できる数少ない公共料金でもあり、国民健康保険

税や介護保険料などの料金設定とともに、町の姿勢が問われるものであります。 

 そこで、国において、水道法の改正がなされたこの時期を捉え、長和町における水道事業のあり

方と見通しについて順次質問してまいります。 
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 これまでのところ、長和町の水道料金は、一般家庭においては比較的安価に抑えられてきており

ますが、上水道事業の公営企業会計への移行に伴い、企業としての採算性という視点から今後の事

業費用の負担を考えますと、現在の料金を維持できるとは考えにくいものがあります。そこで、４

月からの料金改定を前に、上水道事業に取り組む町の姿勢と水道料金のあり方に対する町の考えを

まず伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 生活と水とは切り離せないものでありまして、水道は命にかかわるライ

フラインでございます。水道事業は、安全で安定した水を持続的に供給することが大前提でござい

ますが、社会構造の変化から、運営面におきまして多くの課題を抱えております。そのような中、

課題を解決し、給水サービスをさらに向上させる取り組みが求められておるところでございます。 

 このたびの国の改定水道法は、民営化、広域化を軸とした経営基盤安定化を目的としたものであ

りますが、採算性にとらわれ過ぎ、本来あるべき水道の目的に逆行しているのではないかというふ

うに感じておるところでございます。 

 しかしながら、慢性的に減少する給水人口、これに伴う給水収益の減収、対して本管等の老朽化

により発生する更新費用は増大しておりまして、経営が成り立たない状況下にあることも地方公営

企業の現状でございます。 

 当町の水道事業は、森田議員御指摘のとおり、居住地域が広く人口密度が低いことから、水道本

管を布設するコストに対して収益が低く効率が悪い、こういった特性があるわけでございます。 

 当町におきまして、今回国が改定した民間委託方法であるコンセッション方式を導入した場合、

大幅に割高な料金設定となることが考えられます。また、水道民営化においては、世界的に料金の

高騰、水質悪化により再公営化する国が多くあるわけでございます。民間企業が利益を求めるのは

当然でございますが、生活に直結した水道事業は利益を求めない公営企業が行うべきであるという

ふうに考えております。 

 また、利益を求めない公営企業であっても、独立採算を原則とした企業会計でありますので、健

全で安定した持続可能な事業を行うためには、適正な水道料金による収入確保が不可欠であるとい

うふうに思っております。 

 現在の状況では、将来、持続可能な事業を行うのは困難であり、水道料金を改定し、健全で安定

した水道経営を行う必要があるというふうに考えておるところでございます。また、事業に取り組

む姿勢として、老朽管路の更新を行い、安定した給水を持続することが優先課題であるというふう

に思っております。 

 町では、合併以降この課題に積極的に取り組んでまいりました。姫木平や学者村地区の水道管全

面改良工事、それから和田地区送水管路の全面改修工事、それから古町・長久保地区の水源拡張工

事と町内全域にわたり更新を行いました。この財源には、国庫補助や過疎債等有利な起債を適用し、

一般財源の持ち出しは事業費全体の１割以下に抑えることができたわけでございます。 
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 企業会計化につきましては、総務省、厚生労働省の方針によるものでございますが、企業会計化

後に同様の工事を行おうとすれば国庫補助金、過疎債も使えず、全て自主財源になってしまいまし

て、水道料金は数倍にはね上がる結果を招くことになったと思われます。早期に改良を決断し実施

したことで、安定した給水を持続可能にし、料金改定も１０年以上回避され、受益者の負担軽減に

つながる有意義な取り組みであったというふうに考えております。 

 ただ、今後の取り組みにおいては、１２年先までのシミュレーションが出ておりますので、引き

続き料金改定を行っていかなければなりませんが、できる限り改定率を引き下げる経営努力を続け

てまいりたいと思っております。また、高料金化を防ぐため、その対策として一般会計からの基準

外繰り入れをすることもやむを得ないというふうに考えております。安心して水を使える生活を守

るため、今後も公営企業による水道事業の継続に鋭意取り組んでまいりたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） ただいまの町長のお答えのように、上水道事業においては、政府の方針に

よっていや応なく地方公営企業法の全部適用を受け、自治体の状況を考慮することなく採算性を見

据えた企業的な水道事業運営を求められることになり、このことは地方自治体に対して国民の基礎

的な社会資本についてまでも国庫補助金や地方自治体にとって有利な起債を使うなということであ

り、さらに民営化を見据えた水道法の改正は、国民の生活を守ることが政府の最も重要な責務であ

ることを忘れた経済優先の法改正であるとも考えます。 

 これに対し、長和町が政府の方針変更に先んじて町内の水道関連施設の整備を行ってきたことは、

まず評価されるべきものと思いますし、ただいま町長がおっしゃられましたように、基準外繰り入

れもやむを得ないというお考えには心強いものがあります。 

 しかし、この先安定して安心安全な水道事業を続けていくためには、事業資金調達の多様性が奪

われたことによって、どうしても水道使用者から徴収する水道料金を値上げせざるを得ず、水道事

業の採算をできるだけあわせていく必要にも迫られてくることも確かであろうと思います。 

 それでは、その水道料金の改定について、ことし４月の実施を決定するに際し、町では水道事業

会計の収支見通しについて十分に検討して条例改正に至ったものであると考えますが、ここで改め

て条例改正に至る経緯と改定の根拠について説明を求めたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） それでは、ただいまの御質問に対しましてお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 まず、料金改定に至る経緯についてでございますけれども、平成１７年の長門町と和田村の合併

協議までさかのぼります。当時は、両町村ともに老朽水道管と施設を抱えており、合併後多額の更

新費用が発生することを想定いたしまして、合併後３年に１回料金の見直しを行い、３％から５％

程度で段階的に改定を行う取り決めをいたしました。これを受けて、平成１８年、２０年、２３年、
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２６年度の４回にわたりまして、料金改定について諮問機関であります上下水道審議会に諮問を行

ってまいりましたが、リーマンショック、あるいは消費税増税などの経済状況を鑑みまして、いず

れも先送りの答申を受け、これを重視し改定は行っておりません。 

 しかし、平成２６年度の上下水道審議会におきましては、町側より平成２９年度水道事業企業会

計化にあわせ、次回の改定は必ず行う旨を申し入れした経過がございまして、今回の改定に至って

いるということでございます。 

 次に、改定の根拠でございますけれども、改定に際しては、平成２６年、２７年度の２カ年をか

けまして、平成４２年度までの財政シミュレーションを行いました。この結果、企業会計化した後、

このままの料金でいくと、平成４２年度には年間３，０００万円以上の赤字が発生しまして、黒字

に転換するには、今後１０年間で約３９％の値上げが必要という試算結果が出ておるところでござ

います。 

 このことから、今回の上下水道審議会への諮間では、４年ごとに約１３％の値上げを段階的に行

う計画を承認する答申をいただいたところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） ただいまの説明のように、長和町では合併以降これまで水道料金を改定し

ておらず、今回の公営企業会計への移行を受けて来年度改定することとしており、企業的な採算性

がどうしても重要視されていくことを明確にあらわしているものであり、今後も注視すべきもので

あると考えます。 

 それでは、今回の４月からの料金改定により、周辺市町村と比較して長和町の水道料金はどのよ

うな水準になるのか。また、この値上げされた料金設定に対する町の見解はどうか伺います。 

○議長（田村孝浩君） 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） 周辺市町村であります上田市、東御市、青木村におきまして、長

和町契約者の７割以上を占める水道メーターの口径が１３ミリから２５ミリで、１カ月２０立法

メートルを使用した場合の比較でございます。新料金でも長和町は１カ月当たり２，９９１円とい

うことで２番目に安く、一番高い料金は３，４４５円で４５４円の差がございます。 

 町の見解ということでございますけれども、値上げしてもなお低料金であるということは受益者

益を考えれば大変喜ばしいことでございます。しかしながら、健全経営という観点から考えますと、

ほかの事業体の経営状況を参考にする必要性もあるというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 今回の値上げをしても、次の料金改定時期までは比較的安価な水道料金が

維持できることは歓迎すべきものであると思います。 

 しかし、先ほど述べられた収支見通しでは、４年ごとに１３％の値上げになる料金改定を実施し

なければならないとしてありました。そこで、町として実際に、この予測による改定を順次行って

いく考えか、確認させていただきたいと思います。 
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○議長（田村孝浩君） 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） 改定率の引き下げを図るため、平成２９年度に水道の一時休止制

度を廃止し、固定費である基本料金は、使用の有無にかかわらず全契約者公平に負担いただくこと

とし増収を図りました。この効果を加味した財政シミュレーションを次回の改定の前年度までに新

たに作成をいたしまして、状況に応じては繰入金を考慮した上で具体的な改定を検討し直したいと

いうふうに考えております。 

 予測ありきではなく、改定前に十分な財政状況、見通しを再検証した上で引き上げ幅を抑えるこ

とを目標に実施をしてまいります。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 今回の料金改定を受けて、その収支状況を勘案しまして、十分な検証を行

った上で４年後の料金改定に臨んでいただきたいというふうに思います。 

 次に、水道施設の老朽化に伴う更新について伺います。 

 上水道事業会計、平成２９年度の決算にもあるように、美し松地区の水道管更新費用に１０億円

ほどかかることが予定されるなど、今後水道事業にかかわる施設や設備は順次老朽化し、その更新

に対応するための費用も財政状況の見通しに加味されなければならないと考えます。現在出されて

いる収支見通しは、その期間と実施事業についてどこまでを対象にして作成されたものか伺いたい

と思います。 

○議長（田村孝浩君） 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） 水道料金改定計画案でございますけれども、水道認可書の改良計

画全てを加味したものでございまして、その更新計画は、平成３１年度から４２年度にわたる１２

年間でございます。 

 更新費用につきましては１２億８，０００万円、美し松地区の水道管全面改良工事と、それから

滝ノ沢配水池の建てかえが主な内容になってございます。また、平成４２年度以降は、管路で一番

管網が多い配水管において耐用年数である４０年を迎える地域が出始めますが、劣化状況、長寿命

化によりどの程度工事を延ばせるかを把握しまして、次回改定時期に合わせ、更新計画の策定を始

めます。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） さきに言及しましたように、上水道事業の公営企業会計の移行に伴い、水

道料金で事業会計を賄うことが基本となります。これは、地方公営企業法の全部適用を受けるため

であり、このことにより水道事業の収支や財務の現状把握につながり、長期的な適正料金の把握や

財政見通しを立てやすくなる反面、長和町のように人口が少ないことによって料金を高額にしなけ

れば十分な収入が得られない町村においては、今後恒常的に発生する設備の更新等経営が圧迫する

ことが予測されます。これに料金の改定だけで対処するのは無理があり、その対策も考えておかね

ばならないと考えますが、この費用を捻出するための町の考えを伺いたいと思います。 
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○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 前の答弁でも触れさせていただきましたが、平成４２年度以降に耐用年

数を迎え始める配水管更新費用は多額の事業費を要し、この対策を今から検討していかなければな

らないというように考えております。現段階で考えられる対策としましては、一般会計繰入金の投

入でございます。 

 しかしながら、一般会計自体にも限界がございますので、国庫補助金を何とか得なければ非常に

厳しい状況であるというふうに思っております。 

 現在、上水道事業における国の補助メニューは耐震化のみでございまして、補助要件が、過去に

震災が起きた、もしくは今後起きる可能性が高い場合と非常に厳しく、当町が対象となる可能性は

極めて低い状況でございます。まだ時間があることから、国に上水道事業の国庫補助メニューの拡

大を強力に要望をしてまいりたいというふうに思っております。この要望に際しましては、私自身

が現在、長野県町村会長の立場でございますので、他の私どもに似た町村がたくさんあるわけでご

ざいまして、そういった皆さんの市町村を代表して、あらゆる機関と連携しながら、この実現に向

けて取り組みを行いたいというふうに考えております。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 国は、国庫補助金の支出を減らすために、これまでも国民健康保険の補助

率を削減するなど、とりわけ地方の小規模町村の負担にかかわるメニューの選択肢を少なくする方

向で政策を選択してきており、これを広域化や民営化でしのげとばかりに、地方にその責任を転嫁

してきている状況にあります。 

 殊に、住民生活の基本にかかわる事業に関しては、国の責任において事業の安定的な経営を成り

立たせていく方策をとるよう、また国の支援を拡大するよう羽田町長には県内町村の意思をまとめ、

国に強く要望していただきたいと思います。 

 加えて、昨年１２月に水道法が改正され、これまで地方自治体が運営してきた水道事業を民営化

して企業化することができることや、広域化によって水道事業の健全化を図ることが、その趣旨と

して騒がれてきたところであります。一部民営化を模索する自治体もあらわれてきております。こ

の国の奇策に対する町の受けとめと水道法改正による影響について、町の見解を伺いたいと思いま

す。 

○議長（田村孝浩君） 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） 冒頭で町長からもありましたように、当町において今回の水道法

改正による民間委託、すなわちコンセッション方式を導入した場合でございますけれども、大幅に

割高な料金設定が必要になってくるというふうに考えられます。 

 また、水道民営化においては、世界的に料金の高騰、水質悪化などによりまして再公営化をする

国が多くございます。検討するには時期尚早であるというふうに考えております。民間企業が利益

を求めるのは当然のことでありますけれども、生活に直結した水道においては、利益を求めない公



 - 99 - 

営企業が行うべき事業であるというふうに考えております。 

 また、広域化につきましては、実現する可能性があれば有意義な施策であるというふうに思いま

すけれども、広域化には給水人口が多く経営的に恵まれている事業体の参加が不可欠でございまし

て、果たして合意できるかどうかは非常に難しい状況です。可能性から考えますと、県営水道のよ

うなより大規模な形が望ましいのではないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 以前、外国資本による水源地の買収が問題になったこともあり、例えば長

和町のような民営化にそぐわないと思われる地域においても、水資源の確保を狙った動きには注意

しておく必要があるものと思います。その上で、住民生活を守るためにどのように事業を維持して

いくのかを模索していただきたいと思います。 

 さらには、上水道事業における料金改定による住民生活への影響に比べ、さらに大きな影響を与

えるであろう下水道事業の今後についても、そのあり方について検討されねばならないと考えます。

現段階では特別会計で運営されておりますが、国の方針では、上水道と同様に企業会計化を進める

とともに、将来民営化、広域化を進めたいという方向にあります。長和町の下水道事業について、

今後の運営形態とその事業の見通しについて、町の見解を伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） お話しのとおり、下水道事業につきましても特別会計から平成３１年４

月１日に企業会計に移行するための条例改正案を今議会に提案をしておるところでございます。 

 下水道の普及は、国が近代的な生活様式を目指し積極的に進めてきた事業でございますが、初期

投資が非常に大きく、全国的にその経営は一般会計の繰入金に依存しているのが実情でございます。

国の方針でいけば、料金を適正化し、それができなければ民営化ということなのだろうと思います。 

 しかし、下水道料金は水道料金の１．４倍程度の設定となっておりまして、採算にこだわると生

活に深刻な影響を及ぶすことになりかねません。このことから、企業会計移行後も一般会計繰入金

の投入を継続し、起債償還を資本費平準化債で当面しのぎ、料金改定はできるだけ低く抑える必要

があるというふうに考えております。 

 施設更新におきましては、下水道事業への取り組み自体が歴史の浅いこともございますので、早

い段階から軽微な修繕、改善措置を講じることで施設の長寿命化を図りまして更新費用を抑え、延

命化を進めてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） ただいまお話しのように、下水道事業は平時に必要とされる費用の大きさ

や設備の更新費用を考えると、上水道事業に比べ、さらに多くの資金を必要とします。今後の国の

動向にもよりますが、早い段階で必要な手段を講じ、住民生活を守るために対策をとっておかれる

ことを要望し、今後の対応についてはしっかりと注意していきたいというふうに思います。 
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 これで、第１の質問を終えまして、第２の質問、児童館の運営についてに入りたいと思います。 

 長門ふれあい館、特に長門児童館としての運営について。 

 このところ、児童館を利用する児童の数が増加しており、これに対応する職員数の不足から、特

に昨年の夏休みにおいて児童館の許容量を超えるような数の児童の利用があり、父母、職員の双方

が苦慮する状況が見られたと聞いております。この問題に対処するため、町では、平成３０年長和

町議会９月定例会において補正予算を組み、対応できる職員数を増員して対応してきた経過がござ

います。 

 しかし、その後において十分な対応ができているか、児童の保護者や関係者から不安を訴える声

が聞かれます。そこで、春休みを目前にした現段階で、児童の利用数に対応する児童館の職員体制

と施設状況について、順次質問していきたいと考えます。 

 昨年、特に今年度に入りまして児童館を利用する児童の数が急速にふえている現状がありますが、

この現状について町ではどのように捉えているか。また、子育て日本一を目指す長和町の取り組み

として、地域で子供たちを育てるための拠点施設としての児童館の持つ役割についてはどう考えて

いるか、まず最初に伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 児童館を利用される方々の増加によりまして、平成３０年９月議会定例

会の補正予算におきまして、今お話がございましたように児童館費の職員賃金の増額について可決

をいただいたところでございます。これによりまして、長門児童館では昨年まで、通常時には２名

体制で対応してきておりましたが、児童の利用時間帯につきましても、現在のところ基本的に４名

体制で受け入れをするようにいたしました。 

 長期休暇時は、基本的にはクラブ員児童の利用となり、基本的に３名体制で受け入れをいたしま

したが、賃金面などの費用面以外にも支援員の確保、勤務シフトの体制づくりで対応をしておると

ころでございます。 

 児童館を地域で子供を育てる拠点施設という観点から見ますと、あゆみ会や桜会の皆さんによる

読み聞かせ、以前、児童館を利用して育った人たち、そして、地域のボランティアの皆様方のお力

添えも受け入れながら運営をしておりまして、児童にとりましては放課後の居場所ということだけ

ではなくて、地域の皆様と触れ合いをしながら子供を育てる場でもあるということも常日ごろから

考えて運営をさせていただいておるところでございます。 

 今後も、より多くの地域の皆様と児童が触れ合えるための行事や遊びなどの企画をしまして、地

域で子供を育てていくということを大事にしていきながら、児童館の運営を行っていきたいという

ふうに思っております。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 児童館の持ちます本来的な役割は、厚生労働省から平成２３年に出されま

した児童館ガイドラインによると、一つ、「子どもと長期的・継続的に関わり、遊び及び生活を通
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して子どもの発達の増進を図ること。」、二つには、「子どもの遊びの拠点と居場所となり、子ど

もの活動の様子から必要に応じて家庭や地域の子育て環境の調整を図ることにより、子どもの安定

した日常の生活を支援すること。」、三つには、「子どもと子育て家庭が抱える可能性のある問題

の発生を予防し、かつ、早期発見に努め、専門機関と連携して適切に対応すること。」、４、「子

育て家庭に対する相談・援助を行い、子育ての交流の場を提供し、地域における子育て家庭を支援

すること。」、５、「地域組織活動の育成を支援し、子どもの育ちに関する組織や人とのネット

ワークの中心となり、地域の子どもを健全に育成する拠点としての役割を担うこと。」であります。

その対象は、３歳の乳幼児から１８歳未満の児童生徒となります。つまり、長和町における児童館

に子育て支援センター等保健センターの持つ子供の心身の成長に関する部面を加えた機関という総

合的な機関ということになります。 

 今回は、当面の児童館の運営に関する質問に限定しているので、本来の機能の充実については次

の質問の機会に譲りたいと思いますが、子供と家庭を見守るという児童館本来の機能をしっかりと

抑えた上での運営を強く求めておきたいというふうに思います。 

 さて、先ほどの答弁のように、９月議会で補正を行い、来館する児童に対応できる職員数をふや

した経過がございますが、これにより、現在では十分な体制をとれているか。これまでの平日、週

末、長期休暇、それぞれにおける、特に今年度の児童館の利用状況とそれに対する職員体制はどう

であったか、現状の説明を求めたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 辰野教育長。 

○教育長（辰野登志男君） 児童館の現在の利用状況及び職員体制に関する御質問でございますけ

れども、最初に、今年度の長門児童館の平日、週末、長期休暇の利用状況でございますが、日によ

って変動はあるものの、平日は約４５から５０名、それから長期休暇につきましては、約４０名の

児童が利用しているところでございます。 

 次に、職員体制の関係でございますけれども、先ほどの町長の答弁と重なってしまう部分もあり

ますが、今年度当初は、登校日の放課後の職員体制につきましては、２名で対応しておりました。

利用状況を勘案し、７月から暫定的に３名体制とし、年末から４名体制でのシフトを組んでおりま

す。 

 また、長門児童クラブに限りますと、前回の夏休みの平均利用人数は４０名を超え、職員は３名

体制で、おおむねシフトは午前、午後に分けて対応してまいりました。 

 しかしながら、長期休暇時につきましては、児童が長時間児童館にいることに飽きてしまったり、

他の児童と同じ部屋にいられず、事務室に入ってきてしまったり、館内で騒いだり、物を壊したり

するという行動が特に発生しやすい状況もございました。 

 間もなく春休みを迎えますが、新たな遊びの創出、行事の計画、町民体育館の一部借用、それか

らボランティアなどの協力を得るなど、児童にとって過ごしやすい環境づくりに努めていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） ただいまの教育長の説明のように、常時３ないしは４名の職員体制で対応

することにしてもなかなか大変なところがあり、ボランティアの応援を期待しなければならない現

状があることがわかります。果たして、それで児童館の役割が十分に果たせるのか、疑問を持つと

ころでございます。 

 さらに、児童館という施設の性格上、そこで働く人の就業日及び就業時間は、正規職員を除いて

短時間で不規則になりがちです。また、さまざまな児童に対応するためには、それなりの研修や資

格が求められることも考えられ、人員の確保に苦慮することもあろうと思われますが、この点はい

かがでしょうか。 

 また、確かな人員を確保するためにも、その待遇や報酬、資質や技能の向上のために研修制度に

対する配慮がなされることも必要かと思いますが、これに対する見解はいかがか伺いたいと思いま

す。 

○議長（田村孝浩君） 辰野教育長。 

○教育長（辰野登志男君） 児童館職員の人員確保などに関する質問でございますが、放課後児童

館支援員ということで資格を取得されている方が、長門児童館では２名、和田児童クラブでは１名

登録をされております。ほかは補助員という形で業務に当たっていただいております。補助員の方

につきましては、特に業務を行っていただくに当たり、必要な資格はありません。しかし、勤務時

間が短時間であるなどの理由で、人員の確保には苦慮しているのが議員おっしゃるとおり現状でご

ざいます。 

 利用者の増加に加え、特に昨今では、放課後児童受け入れの面で、発達障害や多動性と思われる

児童の増加が全国的に大きな課題となっておりまして、いずれにしましても、このような子供たち

のケアには、より個別的かつ専門的な対応が必要であることを踏まえ、今まで以上に学校、子育て

支援係、子育て支援センターとも連携を図って行く予定でございます。支援員、補助員には、施設

の運営時間帯に支障にならない範囲で研修の受講、資格取得を進めていきたいと考えているところ

であり、資格取得に係る補助、また賃金などについても、町の他の職員との均衡を図りながら検討

していく必要があるというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 時間の調整や研修に関しては、これから少し研究をしていただきたいとい

うふうに思います。 

 また、児童館において子供たちに触れ合い、見守り、子供たちを地域で育てるために、また、子

供と接する業務に多くの方に安心してかかわっていただくためには、常にその中心となって責任を

持って従事する職員が必要であろうかと思います。 
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 また、そのような立場の職員が常に存在しなければ、父母が安心して子供たちを預けておくこと

もできないでしょう。現段階では、そのような体制は組まれているでしょうか。あるいは今後、児

童館以外の職責をあわせ持つ館長としての職員以外に、児童に対応するための職員の中心を担う常

勤職員を置く考えはないか、要望を含めて伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） 児童館の中心的となる役割に従事する職員に関する御質問でございま

す。 

 現在、児童館がありますふれあい館内では、常勤職員として、館長１名、図書室司書１名、長門

児童館については、全て非常勤職員ですが、９名の方が交代制で、和田児童クラブについては２名

が従事しております。 

 先ほどの御質問の中でも答弁させていただいておりますが、９月議会定例会におきまして児童館

費の賃金の増額を計上した補正予算を可決していただきまして、長門児童館の人員については増員

をさせていただきました。 

 児童館における児童の対応につきましては、館長及び支援員が中心的な役割を担うことにより行

っておりますが、支援員につきましては、行事の企画立案や準備、おやつ代の徴収、保護者への報

告や相談、学校との連絡調整など事務処理も多いこともあり、万全というところまでは至っておら

ず、人員体制に限って言えば、議員の御質問のとおり、常勤職員の配置という案も一考する必要は

あると考えております。 

 職員体制につきましては、引き続き検討していくことで、保護者がより安心して子供たちを預け

ることができる施設を目指してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 現状、館長及び支援員が中心になってその役割を担っているわけですが、

私が見る限り、かなり大変な状況にあるかというふうに思います。ぜひとも、中心となる人を置く

ような方向で考えていきたいというふうに思います。 

 次に、職員体制に対する質問から、児童館を利用する児童の増加に対応するための施設、そのス

ペース的には充足されているかを確認したいと思います。 

 現在、児童館として利用されている施設は、屋内、屋外も含め、子供たちが遊んでいる範囲は具

体的にどこまでか。また、それは来館する児童が活動するスペースとして十分に確保されていると

考えているか、伺います。 

 加えまして、現状がこのところの利用児童の増加に対応できる施設であるのか、児童館・隣保館

の建設時に想定された利用人数とそれに対応する部屋、またその面積はどうであったか、確認した

いと思います。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 
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○教育課長（宮阪和幸君） 児童館として利用することができる施設の範囲及び建設時の利用者の

想定人数などに関する御質問でございます。 

 ふれあい館内の施設につきましては、児童クラブ室、遊戯室、大会議室、そして開館日であれば

図書室が利用できます。屋外につきましては、正面駐車場への進入を一定時間禁止させていただき

まして、児童が使えるようにしております。また、長門小学校の校庭も使用させていただいており

ます。 

 次に、児童館・隣保館建設時に想定していた利用人数の関係ですが、建設時の計画では、１日当

たりの利用予定人数としまして、小学生につきましては１５人の利用を、使用する部屋につきまし

ては３３．３平方メートルの面積のある児童クラブ室を見込んでおりました。 

 児童館としての適正な施設面積につきましては、長和町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例により定められておりまして、条例中におきまして「専用区画の面積」、

これは児童クラブ室のことでありますが、「児童１人につきおおむね１．６５平方メートル以上」

というように定められております。クラブ室の面積は３３．３平方メートルですので、これを基準

にしますと、約２０名が適正な人数ということになり、現在の利用者数は、この基準を超過してい

る状況になろうかと思います。しかし、遊戯室や大会議室も児童館として利用することが可能であ

りますので、これらを含めますと、児童館を利用する児童数につきましては、面積的な部分での問

題は特にないものと考えております。 

 このような状況でありますが、利用者の増加に伴い、特に悪天候時には施設内が窮屈に感じる状

況は否めないところでございますので、今後も利用者の高い水準での継続、さらに利用者が増加す

る可能性も考慮し、対応策を考えていくことが必要であると感じています。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 建設地の想定で、児童１人につき１．６５平方メートル、畳１畳ほどでし

ょうか、この面積が適切かどうかはちょっと疑問が残るところですが、一応これで考えると、現在

の使える部屋を全て合わせれば、現在平日に利用する児童数４０名から４５名から５０名の人数に

対して、全て隣保館の施設まで利用するとすれば、対応できることになるかと思いますが、課長お

っしゃられるように、悪天候時には児童全てが施設内に集まり、このときには、彼らは十分に遊び

まわるスペースはないということであります。 

 それでは、長門小学校の校庭を、児童館にいる子供たちが自由に使用することはできるのでしょ

うか。また、子供たちが遊ぶ範囲をさらに拡張して、柔剣道場や町民体育館を児童館の一部として

使用することは考えられないのでしょうか。 

 施設範囲の拡張は、職員の動きと連動することではありますが、子供たちが十分に活動するため

のスペースを確保するための施設として役立つものと考えますが、どうか伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 
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○教育課長（宮阪和幸君） 最初に、長門小学校の校庭につきましては、放課後について外遊びの

場として使用させていただいております。 

 この小学校の校庭の使用につきましては、小学校の了解を得ていれば、特に問題はないと考えて

おります。 

 児童館に隣接しております町民体育館につきましては、この春休みにつきまして、職員配置に十

分考慮をしながら時間を限定して体育館のほうを利用したいというふうに考えていますので、よろ

しくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） この町民体育館や小学校の校庭を利用することになると、さらに職員配置

に配慮をせざるを得ない。それに対応するだけの職員数を確保しなければなりません。現段階では、

ややちょっと不安が残るところではありますが、体制をぜひ整備することで対応していただくよう、

要望したいと思います。 

 しかし、現時点においては、先に触れましたように、この春休み中の児童への対応は急務の課題

であります。子供たちへの対応は、先延ばしにできるものではなく、１日１日のかかわりが子供た

ちの日々の成長に影響を与えるものではありますので、そのための準備をすぐに急ぐべきかと考え

るが、町の見解はどうか伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 宮阪教育課長。 

○教育課長（宮阪和幸君） 春休み中の児童への対応に関する御質問でございます。 

 議員のおっしゃるとおり、春休み中の児童への対応につきましては、引き続き支援員、補助員の

配置、あとイベントの計画、遊具の手配などの準備を進めていきたいと考えております。 

 また、以前、児童館を利用していた学生さんなども、本人の長期休みを利用して、ボランティア

として訪問していただいておることで、大変助けられております。 

 今後の春休み、夏休み、冬休みにおいても、安全に児童を受け入れられる体制整備に努めていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 先ほどもちらっと触れましたが、児童館の役割として、そのボランティア

が運営の中心となるということもありますので、職員を確保するのと同様に、手伝っていただける

皆さんをふやしていく、その努力もしていただきたいというふうに思います。 

 最後に、児童館を中心とした施設整備について提言したいと思います。 

 私は以前、一般質問の中で、ながと保育園の開設に当たり、子育て日本一のまちを目指すのであ

れば、ながと保育園から児童館につながる地域をまとめて公園化するなどして、長和町の子育ての

中心地域として整備する考えはないかと質問したことがあります。 
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 子育て支援センターの園庭が整備され、センターを利用して親子で過ごすための施設整備が進め

られ、その成果もあらわれてきておりますが、さらに児童が安心して過ごすための環境整備を進め

るために、ふれあい館周辺の農地を利用し、児童館に集う子供たちの活動範囲を広げる方策は取れ

ないか伺いたいと思います。 

 青木村の道の駅の前に広がる公園には、上田市から、日々親子連れも訪れているような例もあり

まして、子育てのできる町としてのアピールにもなります。町の考えはどうか伺いたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 児童館を利用する児童の活動範囲の拡張に関する御質問でございますが、

児童館の利用人数が増加していることもございまして、施設内及び外遊びのスペースが手狭になっ

ていているという認識はしておるところでございます。 

 児童の外遊びの場を確保し、活動範囲を広げていくことは、児童館における児童の安全の確保と

いう面においても重要なことであるというふうに考えておりますので、今後の児童の利用率、それ

から人口減少の傾向、それから町の財政状況などを考慮しながら検討してまいりたいというふうに

考えておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（田村孝浩君） 森田公明議員。 

○４番（森田公明君） 以上で、今回の一般質問を終わりますが、冒頭に述べましたように、道の

駅エリア活性化推進事業は、これからの長和町のあり方を問う重要な事業となりますので、将来の

長和町を背負う若い人材と彼らの持つビジョンをしっかりと取り入れて、事業を進めていただくよ

うお願いして、一般質問を閉じます。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、４番、森田公明議員の一般質問を終結いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎散会の宣告 

○議長（田村孝浩君） 以上で、一般質問は全て終了いたしました。 

 以上をもちまして、本日予定した会議は終了いたしました。 

 会議を閉じ散会といたします。御苦労さまでした。 

─────────────────────────────────── 

散        会   午後 １時５１分 
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 議  事  日  程 

平成３１年 ３月１９日 

午前 ９時３０分 開議 

長 和 町 議 会 議 長 

日程第 １ 議案第 １号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

日程第 ２ 議案第 ２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

日程第 ３ 議案第 ３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

日程第 ４ 議案第 ４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

（町長提出） 

日程第 ５ 議案第 ５号 長和町一般職の職員の降給に関する条例の制定について 

（町長提出） 

日程第 ６ 議案第 ６号 長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

（町長提出） 

日程第 ７ 議案第 ７号 長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

（町長提出） 

日程第 ８ 議案第 ８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正する条

例の制定について 

（町長提出） 

日程第 ９ 議案第 ９号 長和町文書館条例の制定について 

（町長提出） 

日程第１０ 議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

（町長提出） 

日程第１１ 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和町公共
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下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第１２ 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算について 

（町長提出） 

   日程第１３ 議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算に

                ついて 

（町長提出） 

   日程第１４ 議案第１４号 平成３１年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計予算

                について 

（町長提出） 

   日程第１５ 議案第１５号 平成３１年度長和町後期高齢者医療特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第１６ 議案第１６号 平成３１年度長和町介護保険特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第１７ 議案第１７号 平成３１年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計予算

                について 

（町長提出） 

   日程第１８ 議案第１８号 平成３１年度長和町観光施設事業特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第１９ 議案第１９号 平成３１年度長和町和田財産区特別会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２０ 議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算について 

（町長提出） 

   日程第２１ 議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計

予算について 

（町長提出） 

   日程第２２ 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）について 

（町長提出） 

   日程第２３ 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予

                算（第４号）について 

（町長提出） 

   日程第２４ 議案第２４号 平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計補正

                予算（第１号）について 

（町長提出） 
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   日程第２５ 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

                について 

（町長提出） 

   日程第２６ 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補正予算（第４号）につ

                いて 

（町長提出） 

   日程第２７ 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正

                予算（第３号）について 

（町長提出） 

   日程第２８ 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水道事業特別会計補正

                予算（第４号）について 

（町長提出） 

   日程第２９ 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第４号）

                について 

（町長提出） 

   日程第３０ 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）につい

                て 

（町長提出） 

   日程第３１ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物直売所） 

（町長提出） 

   日程第３２ 議案第３２号 町道路線の認定について 

（町長提出） 

   日程第３３ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄するこ

                とについて 

（町長提出） 

   日程第３４ 陳情第 １号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、

地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意

見書を提出することを求める陳情 

   日程第３５ 陳情第 ２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）

で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情 
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       追 加 議 事 日 程（第３号の追加１） 

 

平成３１年 ３月１９日 

長 和 町 議 会 議 長 

 

   日程第 １ 議案第３４号 長和町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

（町長提出） 

   日程第 ２ 議案第３５号 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交付

金）大内橋橋梁補修工事の契約の変更について 

（町長提出） 

   日程第 ３ 議案第３６号 長和町特定環境保全公共下水道長門水処理センターの建設工事

委託に関する協定の変更について 

（町長提出） 

   日程第 ４ 議案第３７号 長和町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについ

て 

（町長提出） 

   日程第 ５ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 

   日程第 ６ 総務経済常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

   日程第 ７ 社会文教常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 
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       追 加 議 事 日 程（第３号の追加２） 

 

平成３１年 ３月１９日 

長 和 町 議 会 議 長 

 

   日程第 １ 意見書案第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、

地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意

見書 

（議員提出） 
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平成３１年長和町議会３月定例会（第３号） 

 

平成３１年３月１９日 午前 ９時３０分開議 

 

 出席議員（１０名） 

 １番  佐 藤 恵 一 議員       ２番  渡 辺 久 人 議員 

 ３番  田 福 光 規 議員       ４番  森 田 公 明 議員 

 ５番  宮 沢 清 治 議員       ６番  伊 藤 栄 雄 議員 

 ７番  柳 澤 貞 司 議員       ８番  小 川 純 夫 議員 

 ９番  羽 田 公 夫 議員      １０番  田 村 孝 浩 議員 

 

 欠席議員（なし） 

 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 羽 田 健一郎 君    副 町 長 高見沢 高 明 君 

教 育 長 辰 野 登志男 君    総 務 課 長 小 林 文 江 君 

企 画 財 政 課 長 金 山 睦 夫 君    建 設 水 道 課 長 長 井   剛 君 

建設水道課専門幹 龍 野 正 広 君    こども健康推進課長 藤 田 仁 史 君 

町 民 福 祉 課 長 藤 田   孝 君    情報広報課長兼会計管理者 山 浦 純 一 君 

産 業 振 興 課 長 藤 田 健 司 君    教 育 課 長 宮 阪 和 幸 君 

総 務 課 長 補 佐 小 林 義 明 君                      

 

 議会事務局出席者 

事 務 局 長 城 内 秀 樹 君    議会事務局書記 宮 澤 志 緒 君 
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開        議   午前 ９時３０分 

─────────────────────────────────── 

     ◎開議の宣告 

○議長（田村孝浩君） おはようございます。 

 長和町議会第１回定例会を再開し、議会を開きます。 

 本日、名倉代表監査委員から、所用のため欠席届が提出されておりますので、御承知おきくださ

い。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第 １ 議案第 １号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第 ２ 議案第 ２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第 ３ 議案第 ３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第 ４ 議案第 ４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第 ５ 議案第 ５号 長和町一般職の職員の降給に関する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第 ６ 議案第 ６号 長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第 ８ 議案第 ８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正

する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１０ 議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第１１ 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和

町公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（町長提出） 
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○議長（田村孝浩君） 日程第１ 議案第１号から日程第６ 議案第６号まで、日程第８ 議案第

８号及び日程第１０ 議案第１０号から日程第１１ 議案第１１号までを一括して議題とし、審議

に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） おはようございます。 

 総務経済常任委員会は、平成３１年３月１２日、全委員出席のもと、今定例会に提案され、委員

会付託となりました案件について審査を行いました。議長の指示に従い、順次結果を御報告いたし

ます。 

 議案第１号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は、以下のとおりです。 

 他市町村の率はどうなっているのかの問いに、これで改正して足並みがそろう形になると思うと

の答弁。 

 議案第２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は、以下のとおりです。 

 委員より、報酬を上げたことで県平均になるのかの問いに、今回の改正では県平均までは上がら

ないが、農業委員及び農地利用最適化推進委員の業務内容や経済情勢等を注視しながら、３年後に

報酬について再度検討したいと考えていると答弁です。 

 委員より、農業委員の研修等への出席率はの問いに、１１月に開催される農業委員会大会へはお

おむね７割程度出席するが、他の時期の研修については、農繁期ということもあり出席率は下がる

との答弁。 

 委員より、委員報酬改正による影響額はの問いに、概算で１２０万円程度報酬総額が上がるとの

答弁。 

 続きまして、議案第３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、担

当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第５号 長和町一般職の職員の降給に関する条例の制定について、担当者から説明の後、質
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疑応答を行いました。 

 討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は、以下のとおりです。 

 委員より、平成２８年度の人事評価制度の導入にあわせて制定しなかったのはなぜかの問いに、

制度導入時は制度の運用について定まっておらず、施行段階を経て、今回、制度の統一的な基準が

定まったことから制定をお願いするものであるとの答弁。 

 委員より、最終の評価者は副町長となるのかの問いに、職務級によって一次評価者、二次評価者

が違うが、課長職であれば一次評価者が副町長、二次評価者が町長となるとの答弁。 

 委員より、条文第３条中に、指導その他の町長が定めた措置とあるが、どういう指導を考えてい

るのかの問いに、目標設定時、年度途中での中間評価、年度末の期末評価の際に面談があり、評価

者が状況に応じて指導することになるとの答弁。 

 委員より、配置がえ等、指導の基準を定めるべきではないかの問いに、事例により指導内容が異

なるため、必要に応じて検討していくとの答弁。 

 委員より、条文第３条中に医師２名の診断とあるが、何かの問いに、心身の故障について診断し

ていただくものであるとの答弁。 

 委員より、医師２名というのは誤診を防ぐためかの問いに、それもあるが、町の産業医の判断も

仰いでいくとの答弁。 

 委員より、制度を進めるに当たり、労働組合との協議はどうなっているのかの問いに、制度につ

いて組合と協議を行っているほか、労働組合の代表者に人事評価制度検討委員会に参加していただ

き、制度の検討を行っているとの答弁。 

 要望といたしまして、普通に業務を遂行していれば最下位の評価はされないと思うが、統一的な

評価がされるよう研修等を行ってもらいたいとの要望がありました。 

 続いて、議案第６号 長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について、担当者から説

明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正する条例の制定について、

担当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、担

当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和町公共下水道条例の一部

を改正する条例の制定について、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 
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 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 まず、日程第１ 議案第１号 長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例の制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認めます。質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２ 議案第２号 長和町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございます

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第３ 議案第３号 長和町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 
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（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第４ 議案第４号 長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第４号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第４号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第５ 議案第５号 長和町一般職の職員の降給に関する条例の制定についての委員長

報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第５号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第５号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第６ 議案第６号 長和町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定についての委員

長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第６号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 
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○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第６号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第８ 議案第８号 長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正する条例

の制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第８号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１０ 議案第１０号 長和町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１０号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１０号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１１ 議案第１１号 長和町簡易排水施設及び個別排水処理施設条例及び長和町公

共下水道条例の一部を改正する条例の制定についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ご

ざいますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１１号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 
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○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１１号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第７ 議案第７号 長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

（町長提出） 

     ◎日程第９ 議案第９号 長和町文書館条例の制定について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第７ 議案第７号及び日程第９ 議案第９号までを一括して議

題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 森田社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（森田公明君） 社会文教常任委員会は、去る３月１１日に委員会を開催し、

今定例会に提案され、社会文教常任委員会に付託された各議案について審査を行いました。議長の

指示に従い、順次御報告いたします。 

 議案第７号 長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての審査結果を御報

告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑、討論なく、採決の結果、議案第７号は全員賛成で可決すべきものと決

定いたしました。 

 次に、議案第９号 長和町文書館条例の制定についての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑を行いました。討論なく、採決の結果、議案第９号は全員賛成で可決す

べきものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。 

 委員より、文書館の所在地は和田１４７の３の歴史館でよいのかの問いに、歴史館に併設となる

との回答でした。 

 委員より、今後も文書はふえ続けるが、そのスペースは確保できるのかの問いに、当面は収蔵室

の棚板をふやすことで対応するが、収蔵文書の増加に応じて、中２階の設置等の必要性が出てくる

と思われるとの回答でした。 

 委員より、もともとは下水処理施設であったが、湿気等の対策については問題ないのかの問いに、

改修当初、地階の湿度は高かったが、除湿機の設置や換気口を整備した結果、改善されている。文

書を保管している収蔵庫は１階にあるため、それほど湿気の心配はなく、除湿機等の設備で対応で

きているとの回答でした。 

 委員より、公開に向けて、どのように整理しているのかの問いに、今年度より臨時職員１名を増

員し、文書を専用の封筒に移しかえるなどの整理を行っているとの回答でした。 

 委員より、文書一覧はあるのか。また、利用者は申請が必要かの問いに、台帳を整理して作成し
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ており、利用者は台帳から資料を選択し、申請書を提出して閲覧することになるが、個人情報を多

分に含むため、配慮が必要である。公開基準等の詳細は運営委員会で協議していきたいと考えてい

るとの回答でした。 

 議案第９号についての報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長が終わりました。 

 まず、日程第７ 議案第７号 長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

の委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第７号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第９ 議案第９号 長和町文書館条例の制定についての委員長報告に対する質疑を行

います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第９号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１２ 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第１２ 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算につ

いてを議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 羽田予算特別委員長。 
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○予算特別委員長（羽田公夫君） ３月７、８、両日の平成３１年３月定例会において、予算特別

委員会に付託されました議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算についてを議題とし、審

査に付しましたので、順次御報告いたします。 

 なお、２日間にわたる審査でありましたので、内容は抜粋して報告させていただきます。 

 議案第１２号 平成３１年度長和町一般会計予算について、担当課の説明の後、質疑応答を行い

ました。 

 まず、情報広報課に関する事項であります。 

 審議内容は次のとおりです。 

 委員より、ＦＭとうみへの町の情報放送の委託料について、東御市ではインタビューなどさまざ

まな放送を行っているが、長和町でも地域おこし協力隊が話をするなどの番組スペースをつくる余

裕などはあるのかの問いに、地方創生事業として行っている業務の中には含まれていないので、個

別にＦＭとうみへ要望を出して、そのような枠をつくることができるか協議していくとの答弁でし

た。 

 委員より、ケーブルテレビの工事請負費について、今年度と来年度の２カ年で行う工事とのこと

だが、具体的な竣工時期はいつになるか。また、今までＢＳアンテナをつけて視聴していた方は今

までどおり視聴できるのかの問いに、来年度行う工事は、まず起債の許可がおりてから発注となる

ため、着手が早くても６月ごろとなる。さらに、家庭内への引き込み線の更新であり、２，４００

軒の契約者各家庭にアポイントメントをとってから家庭内に入って工事を行うため、３月末までの

工期を見積もっているが、各家庭へ連絡がつかなければ工事も行えないため、かなり厳しい工期と

なっている。 

 ＢＳアンテナについては、今回の工事で更新する引き込み線で視聴できるようになるため、競合

が発生しないように竣工後に外してもらう必要がある。セットトップボックスを利用して視聴して

いる方は、そのまま視聴することも可能であるが、ＣＳデジタルパックを契約している方は、引き

続きセットポップボックスが必要となるとの答弁でした。 

 情報広報課については以上です。 

 次に、総務課に関する事項であります。 

 委員より、自衛官募集事務委託金の使途は何か。また、自衛隊募集の際に住民基本台帳の閲覧は

させているのか。個人情報ではないのかの問いに、委託金は、広報への掲載費用や自衛隊業務に係

る会議の出張旅費などの事務費用です。住民基本台帳の閲覧については、事務担当の総務係に資料

提供依頼があるので、町民福祉課に公用申請をして閲覧しています。個人情報であるが、自衛隊法

施行令第１２０条により閲覧させてもよいこととなっているとの答弁でした。 

 委員より、個人情報保護について制度改正業務委託の内容の説明をとの問いに、マイナンバー制

度に伴う個人情報保護等に関する国の指針は年々厳格になっており、３１年度には新たに町の取り

扱う特定個人情報のリスク対策の策定が必要となります。この策定には高度な専門知識が必要、か



 - 122 - 

つ短期間で策定しなければならないため、専門業者の支援をお願いする委託料の計上となっており

ますとの答弁でした。 

 委員より、新元号への対応はどうなっているかとの問いに、対応を進めているとの答弁でした。 

 委員より、町で取り組んでいるシステム共同化について、新たに参加する市町村はあるのか。参

加市町村がふえていかないとメリットがないと思うが、どうかとの問いに、会計処理システムなど

の内部事務系システムは、現在２市町村に加え、新たに軽井沢町が参加することになっております。

住民基本台帳などの基幹系システムは現在、１４市町村が参加しているが、新たに参加するという

市町村はありません。システム共同化については、市町村電算システム共同化委員会において１４

市町村で検討しながら進めており、事務局の長野県市町村自治振興組合が推進している状況ですと

の答弁でした。 

 委員より、消防団員の負担軽減のためにポンプ操法のあり方を考えているのかとの問いに、ポン

プ操法のあり方について長野県消防協会は意思表示をしていないが、今後、上小地区の団長が集ま

って協議することになっているので、消防団の意思を尊重したいと考えていますとの答弁でした。 

 委員より、税務で委託している滞納整理機構の現状はとの問いに、３件移管し、１件は完納、２

件は継続中ですとの答弁でした。 

 委員より、土地の評価額の見直しはしているのかとの問いに、当初予算にも計上していますが、

評価がえに伴う鑑定評価業務委託として、不動産鑑定士に鑑定を委託しています。評価がえの前年

に、町内４２カ所の土地を不動産鑑定士により鑑定を行っていただき、現状に見合った評価額とな

っておりますとの答弁でした。 

 委員より、エルタックス審査システム更新委託料について説明を願いたいとの問いに、個人町民

税、法人町民税、固定資産税の償却資産の申請は、エルタックスにて電子申告で行うことができま

す。ことしの１０月からは、さらに納付についてもエルタックスにて行うことができるようになる

ことから、これに伴うシステム更新委託料になりますとの答弁でした。 

 総務課については以上です。 

 次に、企画財政課に関する事項についてです。 

 委員より、田舎暮らし体験住宅の利用状況を教えてほしいとの問いに、平成３０年７月の運用開

始以来、平成３１年２月末日までで、１９組１３３名の方に御利用いただいていますとの答弁でし

た。 

 委員より、平成３１年度募集する地域おこし協力隊員のミッションは何かとの問いに、教育課文

化財係より、日本遺産の普及啓発等をミッションとした隊員の要望をいただき、平成３１年７月１

日から着任する隊員を、この４月より募集しますとの答弁でした。 

 委員より、基金繰入金について、過去２年間、財政調整基金の取り崩しを行っているが、今後も

基金を取り崩しながら財政運営になるのかの問いに、財政調整基金の取り崩しが始まったというこ

とは、ある意味、財政状況の危機と感じております。このまま取り崩しを続けていくと、当然基金
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は尽きてしまいます。財政シミュレーション等で今後推計しつつ、ソフト事業には新町一体感醸成

基金を充当するなど、財政調整基金の取り崩しを行わない健全な財政運営のための対策を考えてい

きたいとの答弁でした。 

 委員より、宮下住宅団地にある町営住宅の空き室を、入居募集していない理由を教えてほしいと

の問いに、賃貸借契約を依田窪病院と締結しており、病院関係者用として使用しています。また、

住宅使用料も病院からいただいていますとの答弁でした。 

 委員より、ふるさと納税の運営を支援業務委託すれば、飛躍的に寄附金額が伸びるのかとの問い

に、支援業務委託している県内の自治体実績を見ると、大幅に寄附金額が伸びています。担当だけ

でなく、企業のノウハウを活用し、町全体で協力してふるさと納税を盛り上げていきたいと考えて

いますとの答弁でした。 

 委員より、旭ヶ丘公営住宅は、築４０年近く経過しているが、耐震化されているのか。また、住

宅保険や火災報知機については町が負担しているのか。その他、部屋のあき状況を教えてほしい。

要望として、旭ヶ丘の借地代の見直しを検討してほしい。特に農地は地主と交渉して適正な地代に

なるように検討してくださいとの質問に、旭ヶ丘公営住宅は、昭和５６年以降に建設されているた

め、耐震基準を満たしています。また、住宅保険と火災報知機については町が負担しています。旭

ヶ丘は現在４戸のあきがありますとの答弁でした。 

 委員より、アートをテーマとした構想事業に関して、中学校の跡地利用と関連づけることや、総

合文化祭以外の恒久的な展示は検討しているのかの問いに、この事業はもともと校舎の活用から始

まっている。しかし、現在、女子美術大学からそういった話はない。こちらから提案した取り組み

については、交流を進めながら、働きかけていきたいとの答弁でした。 

 企画財政課については以上です。 

 次に、建設水道課に関する事業です。 

 委員より、多面的機能支払制度について、事務作業に時間がかかるので、様式を簡素化してもら

いたいとの問いに、事務作業に係る様式が簡素化されたものになるようにと言われており、様式が

確定したらお知らせしたいとの答弁でした。 

 委員より、長久保地区の水路工事について詳細な内容を教えてもらいたいとの問いに、未改良区

間が約１８メートルあり、その部分が原因で水があふれている。現状よりも大きな断面のものに入

れかえる工事をする。補助金の交付決定が５月ごろの予定。その後に設計業務の委託、夏ごろまで

に設計を終わりにし、その後、着手となるとの答弁でした。 

 建設水道課については以上です。 

 次に、産業振興課に関する事項です。 

 委員より、東京農大山村再生プロジェクトの担当教授は退官するのか。教授の退官に伴い、地域

連携協定は平成３１年度で終了し、来町する学生は減少するのかの問いに、３月３１日をもって担

当教授は退官しますが、地域連携協定は平成３１年度以降も継続いたしますし、退官の影響で来町
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する学生が減少することはないと考えておりますとの答弁でした。 

 委員より、産地パワーアップ事業とはどのようなものか、詳細な説明をお願いしたいとの問いに、

産地パワーアップ事業は国庫補助事業で、地域一丸となった戦略に基づいて、産地を支える担い手

が行う地域全体の収益力強化に向けた取り組みを支援するものです。事業実施主体を農業再生協議

会とし、農業者等が取り組む高性能機械・施設導入や集出荷貯蔵施設の再編等が支援対象となりま

す。 

 今回、町内法人よりアスパラガス出荷貯蔵選果施設、画像自動処理選別機、プレハブ冷蔵庫の新

設導入について要望があり、補助申請しています。補助率は補助対象事業費の税別２分の１となり

ます。助成の残りは取り組み主体が負担しますとの答弁でした。 

 委員より、和田日向地区獣害柵設置事業は地元からの賛同は得られなかったとのことであるが、

ワインぶどうのための設置を説明したためではないかとの問いに、ワインぶどう事業の取り組み状

況に対する周知や告知と地域全体の獣害対策に鑑み、地域の皆様へ投げかけてみましたが、個別に

賛同いただいている方はおりますが、関係する区が入り組んでいるため、各区の総意としての賛同

は得られませんでした。しかし、保育園、小中学校の園児、児童生徒や地域住民の皆様の安全・安

心確保のため、平成３１年度に町が主体となって獣害柵の設置を実施しますとの答弁でした。 

 委員より、活性化施設「蔵」の施設を利用するに当たり、複数団体の明記が曖昧である。保健所

の対応はどうしているのかとの問いに、活性化施設「蔵」の加工所につきましては、それぞれ保健

所の許可を得ています。各部屋ごとに使用区分が分かれており、食品衛生管理者も置いているが、

今後体制整備等も検討しますとの答弁でした。 

 委員より、和田宿ステーションの改修内容について教えてほしいとの問いに、和田宿ステーショ

ンの農産物の置き場所が二分されているので、ガラス壁の撤廃、配置、動線、防犯、段差等を考慮

して改修を実施するものです。トイレについては、現在、建設事務所と協議を行い、道の駅に登録

する相談を始めました。道の駅登録に当たり改修を行っていければと考えています。木工部屋につ

いては、今回の改修にあわせて内装改修の予定ですとの答弁でした。 

 委員より、特産品開発チーム設置事業の委託先はどこか。また、開発としての成果はどのように

示すのかの問いに、委託先については、ドリームウィングス合同会社を予定しているが、他の事業

者の検討も行っております。 

 また、成果の一つの目安として奨励品申請、販売までを考えております。新規の取り組みとして、

力餅の復活も考えておりますとの答弁でした。 

 委員より、計画している道の駅直売所に関して運営組織が確立していないが、指定管理について

の見解はあるかの問いに、道の駅管理、公共に資するものに関しては指定管理を考えていますが、

基本的には独立採算として経営を担っていただきたいし、町も責任を果たしていきたいと考えてい

ますとの答弁でした。 

 委員より、長和町コンシェルジュ事業について、今後どのように継続していくのかの問いに、入
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門コース、実践コース、それぞれ月１回ずつ受講していただいており、実践コースではガイドとし

て町独自の認定を受ける方が数名出てきている。実際に農大実習でのインバウンド対応や長野県観

光機構より企画された中山道在日外国人モニターツアーへの協力も予定されている。活躍できる場

が少しずつできているが、これらも現在の学習、研修事業を継続していく。また、将来的には活動

する母体となる組織を立ち上げていただきたいと考えているとの答弁でした。 

 委員より、スキー場について、今後どのような設備投資計画をしていくのかの問いに、国の方針

である１０年ビジョンの経営戦略策定時に、振興公社と情報共有しながら考えていくとの答弁でし

た。 

 産業振興課については以上です。 

 次に、こども健康推進課に関する事項です。 

 委員より、病児・病後児保育について、現在、町の保育園での対応は難しいと思うが、町の施設

の利用状況や必要性など実態はどうかとの問いに、現在、定住自立圏事業の上田病児保育センター

を利用していただくことができる。今年度については、９月末現在で、延べ子供人数８名の利用が

あった。現在行っているアンケート調査の結果や、４月開所の丸子中央病院の病児保育センターの

利用状況を見ながらニーズを把握していきたいとの答弁でした。 

 委員より、出生時に支給される子育て応援給付金の額は幾らかの問いに、第１子が３万円、第２

子が５万円、第３子が１０万円、第４子以降が２０万円ですとの答弁でした。 

 委員より、遊具の工事請負費とあるが、新設するのか。また、点検していると聞いたが、実態は

どうかの問いに、遊具は、年１回の点検を義務づけられており、ながと保育園、和田保育園とも点

検を行っている。点検の結果、ＡからＤまでのランクづけをされるが、和田保育園の滑り台と鉄棒

がＣランクとなった。このまま使い続けることは危険なため、滑り台と鉄棒のつけかえのための工

事請負費ですとの答弁でした。 

 委員より、虐待や育児放棄など町で大きな懸案はあるかの問いに、健康づくり係が子供の虐待の

相談窓口になっているが、大きな懸案はありません。この２月下旬に保育園、小学校、中学校に長

期に休んでいる子がいたら、すぐに係まで連絡を入れてほしいと通知をしましたが、該当はありま

せんでした。３月４日に保育園、小中学校の先生、児童相談所と係で台帳に基づき虐待の連絡会議

を行ったところですとの答弁でした。 

 委員より、自殺対策で当町の自殺の実態はどうか。講演会はどこでどのように行うのか。差し支

えなければ、自殺の実数はどの程度かの問いに、平成２４年度に町の健康増進計画を策定した際に、

長和町の自殺率が国・県より高いことがわかり、２５年に長和町自殺予防対策連絡協議会を設置し、

長和町の自殺の現状を町民の皆様にも知っていただく必要があるということで委員会を設置しまし

た。その後、自殺率が下がってきている傾向があります。 

 講演会等につきましては、年１回、保健福祉総合センターで行っています。お知らせは、こころ

の健康相談会として全戸配布で周知しています。数年前の多い年は４人でしたが、だんだん減少し
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ゼロの年もありますとの答弁でした。 

 委員より、人間ドック、特定健診や健康教室の受診率を上げるために、国保の健康ポイントを始

めたようだが、結果はどうですかとの問いに、４０歳以上の国保の方全員に健康ポイントカードを

配布しました。健診などのたびにポイントを付与しました。５００ポイントたまり提出いただいた

方は１２０人いました。しかし、何が送られてきたのかわからない方も多く、まだまだ周知の段階

と思っていますとの答弁でした。 

 こども健康推進課については以上です。 

 次に、町民福祉課に関する事項です。 

 委員より、マイナンバーカードの窓口の交付業務の状況はどうですか。以前、交付時に時間がか

かると聞きましたが。また、交付枚数の割合と、国では普及率を上げるような方向性はありますか

との問いに、パスワードの設定等を行って、１５分から２０分くらいです。町の人口の割合は６％

です。推進をしていくように指示はあるが、具体的な数字では示されていませんとの答弁でした。 

 委員より、戸籍・住民票等の発行手数料を財源として、自動交付機の導入という計画はないので

すか。将来的に考えると、職員の仕事量の軽減や、住民にとっても窓口での手続がなくとれるなら、

利便性は高いと思います。リースはできないのですかとの問いに、１台の購入金額が高額であり、

手数料を財源としても無理だと思います。リース等を含め、あらゆる方向から研究させてください

との答弁でした。 

 委員より、福祉医療費について、３０年度当初予算から５００万円ほど増額している理由は、対

象人数がふえたからかということでよいかとの問いに、３０年８月からゼロから１８歳未満の方の

医療費窓口完全無料化等により、受診人数や医療費の増額が見込まれるため、３０年度当初予算と

比較して増額となっておりますとの答弁でした。 

 委員より、敬老会のアトラクションについて、子供たちが参加できるよう要望を上げているとこ

ろだが、企画費がないので今年度は無理ということか。あわせて今後の予定もわかれば聞かせてほ

しいとの問いに、民生委員へのアンケートでも同様の要望、御意見をいただいています。以上のこ

とを踏まえて、次年度については今後検討してまいりますとの答弁でした。 

 委員より、山の子学園移転に関する説明会について、参加者からどういうものかわからない、意

見を出しにくかったという声が多く聞かれた。また、説明を受けて、障害者施設の中に公民館が入

るというのは、具体的にイメージを描きにくい方も多いようだった。イメージしやすいように資料

を配付し、説明や進め方も工夫し、皆さんが意見を言う場所もつくってほしいとの問いに、４７名

の出席があった中で、やはりイメージしにくいという意見が多かったように感じます。設計が進む

中で資料を配付、説明できればと思います。全体の窓口は福祉係になり、そこから先は横のつなが

りをとっていくようにします。会議を開くに当たり、事前にどこまで情報を提供できて会議に臨む

かは検討していきたいと思いますとの答弁でした。 

 委員より、防犯カメラが設置されていることを標識等で表示する予定はあるのかの問いに、防犯
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カメラが設置されている旨の標示は必要であるため、附属するポール等に標示する予定ですとの答

弁でした。 

 委員より、地域猫管理活動支援事業の予定地区はあるのかの問いに、現時点での予定箇所はあり

ません。なお、新規事業であるため、各自治会へ広報等で周知の上、野良猫による地域トラブルを

抱えている地区を対象に行う予定ですとの答弁でした。 

 委員より、ごみ減量化の目標値は達成できているのかの問いに、ごみ処理広域化計画の中で減量

化目標値が示されておりますが、近年、ごみの排出量は横ばいであり、目標値には達しておりませ

ん。今後、さらなる減量化に向け、周知・啓発に注力していきたいとの答弁でした。 

 委員より、美ヶ原高原にＥＶ充電器を設置することになった経過はとの問いに、美ヶ原高原周辺

にはＥＶ充電器がなく、誘客にもつながる施策と考えております。また、台上の事業者等から御意

見をいただいた中で、町の観光資源としても重要な美ヶ原高原に設置する計画となりましたとの答

弁でした。 

 委員より、配食サービスが減っているようだが、どの程度減っているのか。配食数が減ってしま

った原因はしっかりとつかんで対応してほしいとの問いに、今年度の実績見込み数は、当初見込み

より２，３０２食減っている状況である。今年度は依田窪福祉会の調理業者や利用料を変更したこ

とから、年１回実施している利用者等へのアセスメント訪問時に、利用者からの聞き取りを実施し

たが、配食数が減った理由はわからない。現在、受託者による利用していた方々へのアンケートを

実施しており、配食数が減った原因をつかみたいとの答弁でした。 

 委員より、移転するグループホーム和田の概要、収容人数等を聞きたいとの問いに、建設場所は、

現在の橋場から旧和田診療所跡地に移転します。解体費６２０万円、設計管理委託料３５０万円、

建設工事請負費７，０００万円のうち県の補助金が３，２００万円、町負担が３，８００万円、施

設開設準備経費支援金は５５８万９，０００円を予定しています。 

 施設の概要、事業者は、木造１階建て、延べ床面積約４００平米、現在の８床から９床に増床し、

指定管理として依田窪福祉会が運営します。 

 既存施設の利用方法は、現在の橋場、グループホーム和田は、認知症通所介護橋場なごみやの機

能を残して、依田窪福祉会が運営していきます。 

 スケジュールとしては、４月に住民説明会を皮切りに解体工事、設計、建設工事を行い、３２年

４月に開所を予定しております。婦人の家も含めて取り壊す予定となっておりますとの答弁でした。 

 町民福祉課については以上です。 

 次に、教育課に関する事項です。 

 委員より、和田小学校の漏水の原因対応はどうなっているか。また、和田小学校と長門小学校の

電気代に大きな開きがあるが、この理由を教えてもらいたいとの問いに、調査の結果、図工室近く

の管から漏水しており修理も行いました。電気代は前年の実績から算出しておりますが、大きな理

由として、ソーラーシステムにより暖めた空気を送る際に電気を使用していること、また全館暖房
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であることから電気代がかかっておりますとの答弁でした。 

 委員より、南部中に統合となり、通学についてバスのダイヤはどうなっているのか。保護者の送

迎について、燃料費の一部を負担することは考えていないのかの問いに、部活の終わる時間と部活

を行っていない生徒の帰る時間にあわせて運行しております。保護者の燃料費負担についての検討

は必要かと思いますが、今現在考えておりません。できる限り、通常の通学に関しては、バスに間

に合う形での学校の対応が基本となります。部活に関しましては、保護者に御理解をいただいて送

迎をお願いしております。今後いろいろな方と検討を進めたいと思いますとの答弁でした。 

 委員より、和田宿なが井の立ち木処理の費用負担と保存整備について説明をとの問いに、土地建

物を町へ寄附してもらう方向で所有者と詰めていますが、寄附を前提として町で費用を負担する条

件としたいと考えています。建物は和田宿を代表する貴重な歴史的建造物であり、整備の時期や財

源は、今後検討していきたいと思いますとの答弁でした。 

 委員より、スポーツ推進委員は何名いるか。運動会では見るが、それ以外の行事には出席に偏り

があることは推進委員の中で問題にならないのかとの問いに、現在、スポーツ推進委員は１５名で

す。推進委員の仕事はイベントだけでなく、月１回の定例会時に準備等を行っていただいており、

イベント当日に出席できない委員がおりましても、委員間で問題は発生しておりませんとの答弁で

した。 

 委員より、児童館は放課後４名体制で大丈夫か。要望だが、増員をお願いしたいとの問いです。

児童館は放課後４名体制、夏休みは３名体制で対応していきたいと思います。増員については、必

要に応じて検討していかなければならないと考えていますとの答弁でした。 

 教育課については以上です。 

 以上で、全ての審査を終了し、討論なく、採決の結果、全員賛成により、議案第１２号 平成３

１年度長和町一般会計予算は可決すべきものと決定いたしました。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終わります。 

 次に、本案に対する討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１２号を採決いたします。本案の採決は起立によります。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の起立

を求めます。 

（全 員 起 立） 
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○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１２号は委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで１０時３０分まで休憩といたします。 

休        憩   午前１０時２１分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１０時３０分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１３ 議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）

予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第１４ 議案第１４号 平成３１年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会

計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第１５ 議案第１５号 平成３１年度長和町後期高齢者医療特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第１６ 議案第１６号 平成３１年度長和町介護保険特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第１７ 議案第１７号 平成３１年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会

計予算について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第１３ 議案第１３号から日程第１７ 議案第１７号までを一

括して議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 森田社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（森田公明君） 議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計

（事業勘定）予算についての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第１３号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第１４号 平成３１年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計予算についての審査結

果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第１４号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、議案第１５号 平成３１年度長和町後期高齢者医療特別会計予算についての審査結果を御

報告いたします。 
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 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第１５号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第１６号 平成３１年度長和町介護保険特別会計予算についての審査結果を御報告いたしま

す。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第１６号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第１７号 平成３１年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計予算についての審査結

果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第１７号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 まず、日程第１３ 議案第１３号 平成３１年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１３号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１３号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１４ 議案第１４号 平成３１年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計予

算についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１４号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１４号は委員長報告のとおり可決されました。 
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 次に、日程第１５ 議案第１５号 平成３１年度長和町後期高齢者医療特別会計予算についての

委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１５号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１５号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１６ 議案第１６号 平成３１年度長和町介護保険特別会計予算についての委員長

報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１６号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１６号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１７ 議案第１７号 平成３１年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計予

算についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１７号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１７号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 
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     ◎日程第１８ 議案第１８号 平成３１年度長和町観光施設事業特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第１９ 議案第１９号 平成３１年度長和町和田財産区特別会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２０ 議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算について 

（町長提出） 

     ◎日程第２１ 議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事

業会計予算について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第１８ 議案第１８号から日程第２１ 議案第２１号までを一

括して議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） それでは、議案第１８号から２１号までを一括して審査報

告をいたします。 

 議案第１８号 平成３１年度長和町観光施設事業特別会計予算について、担当者から説明の後、

質疑応答を行いました。 

 討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は、以下のとおりです。 

 委員より、委員報酬と法律相談料について、内容を説明してほしいとの問いに、委員報酬につい

て、町営別荘地経営委員会が１０名６回分、マスタープランの策定委員会が１２人５回分の計上で

あり、法律相談料については、町営別荘地の登記などの法律相談を依頼している竹内司法書士事務

所に３０万、それと訴訟対応として、弁護士との法律相談として３０分５，０００円を１０時間分

の計上であるとの答弁。 

 委員より、一般会計からの繰り入れも必要になるとすれば、町の財政の悪化にもつながるがの問

いに、町全体の官民含めた別荘のマスタープランが重要になってくるが、経営の安定化を図り、別

荘地の魅力向上を行い再販につなげていくなど、いろいろな方策が必要だと考える。 

 一般会計からの繰り入れだが、公営企業的な要素の強い会計なので、独立採算が原則と思う。現

在の別荘の置かれた状況等を勘案しながら、できる限り経営安定に向けて努力していかなければな

らないと考えているとのこと。 

 議案第１９号 平成３１年度長和町和田財産区特別会計予算について、担当者から説明の後、質

疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算について、担当者から説明の後、質疑応
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答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算について、担

当者から説明の後、質疑応答を行いました。 

 質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 まず、日程第１８ 議案第１８号 平成３１年度長和町観光施設事業特別会計予算についての委

員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１８号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１８号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１９ 議案第１９号 平成３１年度長和町和田財産区特別会計予算についての委員

長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第１９号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第１９号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２０ 議案第２０号 平成３１年度長和町上水道事業会計予算についての委員長報

告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２０号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙

手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２０号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２１ 議案第２１号 平成３１年度長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会

計予算についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２１号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙

手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２１号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第２２ 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第６号）について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第２２ 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算

（第６号）についてを議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 まず、社会文教常任委員会に付託された教育課、こども健康推進課及び町民福祉課の所管する補

正予算について、委員長の報告を求めます。 

 森田社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（森田公明君） 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第

６号）についてのうち、町民福祉課、教育課及びこども健康推進課が所管する総務費、民生費、衛

生費、教育費及び関係歳入について審査を行った結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきもの

と決定いたしました。 

 質疑応答の内容は以下のとおりです。 

 まず、町民福祉課にかかわる事項です。 

 福祉係。委員より、臨時福祉給付金とはどのような事業かの問いに、臨時福祉給付金は、平成２
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６年４月に実施した消費税率の引き上げに伴い、所得の少ない方への影響を緩和するため、住民税

非課税の方に対し１人当たり１万５，０００円を支給するものである。今回は、平成２９年度で実

施した事業を、次年度で精算するための補正であるとの回答でした。 

 高齢者支援係。緊急通報装置の委託料が減額となっているのはなぜかの問いに、当初５５件を見

込んで予算計上したが、実績が見込みを下回ったため減額補正となったとの回答でした。 

 なお、窓口係、生活環境係、福祉企業センター係にかかわる事項への質疑はありませんでした。 

 次に、教育課にかかわる事項です。 

 人権男女共同参画係。委員より、図書館費の機械ハードリース料の減額について、現在はリース

料がかかっていないということかの問いに、今年度途中でリース期間が終了した。なお、平成３１

年の年末年始にかけてネットワークシステムが更新されることにより、その後はリース料が発生す

るとの回答でした。 

 委員より、ふれあい館の暖房器具修繕について、修繕する箇所はどこか。また、今回計上した金

額で大丈夫かの問いに、図書館と会議室のそれぞれ片方と図書室の修繕を予定している。いずれも

天井に設置している設備であることから、当時の施工業者から見積もりをとり計上したものである

との回答でした。 

 学校教育係。委員より、長門小学校の漏油事故の修繕は現在幾らかかっているのかの問いに、ま

だ請求書が届いていないので、現在のところ把握できていない状況であるとの回答でした。 

 委員より、和田上組の地下道の閉鎖方法はどこまでを考えているのか。子供がいたずらで入り込

めるような方法はやめてほしい。また、入り口のコンクリート部を取り壊せないかの問いに、地下

道を埋める、撤去することは考えていない。両側の入り口を板柵により封鎖する予定である。人が

立ち入れない状態での封鎖を考えている。入り口の取り壊しについては、今後検討していきたいと

思うとの回答でした。 

 社会教育係。委員より、ながと不動太鼓がホノルルフェスティバルに出演することについて、宣

伝等を行っているのか。実施していなければ、広報等を行うようにしてほしいとの問いに、３月８

日から１３日にかけて参加している。特に宣伝は行っていないとの回答でした。 

 委員より、小茂谷公民館建設について、今後の予定はの問いに、小茂谷自治会長に、別の土地を

探すか、現在の土地の契約の確認をすることをお願いしているとの回答でした。 

 委員より、ほかにも公民館の建てかえ予定はないかの問いに、幾つか要望が上がっている段階で

あり、今後計画的に実施していきたいと考えているとの回答でした。 

 委員より、公民館の土地に関して、所有関係の問題はほかにもあるのではないかの問いに、ほか

の公民館でもあるかもしれないが、確認していない。今後、確認していくとの回答でした。 

 なお、文化財係にかかわる事項への質疑はありませんでした。 

 次に、こども健康推進課にかかわる事項です。 

 保育園・子育て支援係。委員より、ながと保育園の賄い材料費について、実績による減額にして
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は高額過ぎるが、何か特別な事情はあるのかの問いに、３歳以上児、未満児の数の関係もあるが、

当初予算の見込みが大きかったための減額であるとの回答でした。 

 健康づくり係。委員より、老人保健事業の委託料について、依田窪病院分と健康づくり事業団分

の減額は予定より受診者が少なかったためと考えてよいかの問いに、そのとおりである。依田窪病

院の人間ドックは１人分が約３万９，０００円と高額なため、６０人分で２００万円を超える減額

となったとの回答でした。 

 委員より、委託料の額は、昨年度と比べて減か。また、来年度の見込みはの問いに、昨年より減

少している。３１年度の予算計上については、今年度より少なく見積もってあるとの回答でした。 

 委員より、人間ドックの受診者が減少しているのは、高齢化が影響していると考えてよいかの問

いに、１つには人口減があるかと思われる。加えて、高齢化もあるかと思うとの回答でした。 

 委員より、施設管理事業費の工事請負費の減額は、工事終了の結果、安くなったということかの

問いに、そのとおりであるとの回答でした。 

 委員より、人間ドックを受けない人は、年齢に関係ないようだが、受診しない人にどのようにア

プローチしているのかの問いに、健診の申し込みがなかった方に対しては、訪問等により受診を呼

びかけている。今後の対策として、集団健診や人間ドックに来ない方に個別健診を勧めていく。他

院で健診を受けた方には健診結果の情報を提供していただくことで、受診率に反映していきたいと

考えている。 

 訪問時に、健診を受けない理由として、主治医のところで検査をしているからという理由が一番

多く聞かれる。主治医での検査結果等の情報を提供してもらう方向で考えている。また、健康ポイ

ントカード等でも健診の啓発活動を続けていきたいとの回答でした。 

 委員より、人間ドックや事業団での健診の方法、人口減少等の問題もあると思うが、これまでの

歴史的な経過の中で受診率の増減を見る必要がある。また、他町村に比べてその数字はどうなのか。

高い町村はどういう取り組みをしているのか。町としての５年後の目標を立て、そのためにはどう

するのかといった総合的な方針を持った取り組みをお願いしたいという要望が出されました。 

 議案第２２号についての報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 次に、総務経済常任委員会に付託された総務課、企画財政課、情報広報課、

産業振興課及び建設水道課の所管する補正予算について、委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） 議案第２２号 平成３０年度長和町一般会計補正予算（第

６号）について（総務課、企画財政課、情報広報課、産業振興課、建設水道課の所管する予算）、

担当者から説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきもの

と決定いたしました。 

 初めに、総務課より御報告をいたします。 

 税務係。現年度課税分の増額を詳しく説明してほしいの問いに、大規模償却資産が予算編成時に
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見込めなかったため、その後の総務大臣配分に基づき増額したとのこと。 

 委員より、長門牧場のメガソーラーが償却資産の課税対象となるが、３１年度の当初予算は幾ら

かの問いに、３億６，５９９万円で計上しているとのこと。 

 委員より、来年度は長門牧場のメガソーラーの増収が見込まれているため、今年度の収入より本

来は増額になるはずだがの問いに、償却資産は年々下がっていくので、全体で見ると長門牧場のメ

ガソーラー分がそのまま増額にはならないとのこと。 

 総務係。臨時職員の賃金の減額は何かの問いに、和田支所の臨時職員１名をフルタイム勤務から

パートタイム勤務に切りかえたものであるとのこと。 

 なぜパートタイム勤務としたのかの問いに、臨時職員が自己都合により退職したが、支所長が支

所を留守にするときなどに限ったパートタイム勤務であれば、継続して勤務が可能とのことだった

のでお願いしたとのこと。 

 委員より、和田支所の消防設備点検の減額は診療所分も含めて減額となっているのかの問いに、

診療所と信州うえだ農協よだくぼ南部支所和田店を除いたものであるとのこと。 

 委員より、分団長だった者が団員に戻ったときの退職金の扱いはどうなっているのかの問いに、

上位階級扱いとなるとの答弁。 

 次に、委員より、自主防災組織の数はどうなっているのかの問いに、２月現在で１２団体、区、

世帯数ともに設置率は２５％ほどになるとのこと。 

 委員より、消防団運営費の額は幾らかの問いに、３０年度は団員１人当たり３，５００円である

とのこと。 

 委員より、町民から寄附を募っている協力費が、区によって支出額に差があると聞いている。ど

ういう状況となっているのかの問いに、消防団が寄附を募っており、町の会計を通していない。あ

くまで任意での協力費となるので、地域差が出ていることも考えられるとのこと。 

 委員より、町民からの寄附を取りやめ、一般会計から捻出したらどうかの問いに、町の財政状況

もある。検討したいとの答弁。 

 要望といたしまして、和田支所の改修について、供用開始の時期、改修の内容等を町民へしっか

り周知してほしいとの要望がありました。 

 次に、企画財政課について御報告いたします。 

 管財係。旧和田中学校施設跡利用検討委員会の進捗状況を教えてほしいの問いに、平成３１年２

月に委員会を開催し、公募したアイデアについて、各委員から意見をいただいた。今後は、それを

踏まえて答申の内容を検討していく段階であるとのこと。 

 要望といたしまして、有志で検討しているグループもあるようなので、意見交換を行うように要

望がありました。 

 次に、委員より、教員住宅に空き家がふえてきているが、今後管財係で管理していく予定はある

のかの問いに、教育委員会の所管する施設であり、そのような話もないため、検討はしていないと



 - 138 - 

のこと。 

 委員より、教育委員会と連携をとり、空き家が減るように、今後の管理を検討してほしいがの問

いに、現在は和田小学校の教員のため確保しているが、実際、空き家を貸し出している事例もある。

今後は、利用状況を見ながら総合的に検討していく必要があると考えているとのこと。 

 委員より、やすらぎの湯水中ポンプ新規入れかえ工事が起債事業の対象にならなかったというこ

とだが、理由について教えてほしい。また、かわりに財源として、公共施設整備基金繰入金を充当

したということかの問いに、例年は水中ポンプのオーバーホール作業のみであったため、起債の申

請は行っていなかった。本年度は水中ポンプ新規入れかえ工事ということで起債の申請を行ったが、

県とのヒアリングの結果、機能向上につながるものではないということで、起債の充当にはならな

かった。かわりの財源としては、そのとおりであるとのこと。 

 次に、情報広報課について御報告いたします。 

 情報広報係。大きな額の工事を行ったが、個人負担は発生するのかの問いに、今年度の工事につ

いては国庫補助金、来年度の工事については起債で対応するため、現在加入している方に個人負担

は発生しないとのこと。 

 委員より、減額の１億１，９００万円は、入札差金ではなく精算による減ということかの問いに、

当初予算で３億円を計上したが、設計の段階で２億４，０００万円、さらに入札で１億７，０００

万円強となり、その精算として減額させてもらった。これで３０年度の精算となるとのこと。 

 工事の内容及び仕様は設計どおりできたのかの問いに、予定どおりであるとのこと。 

 次に、産業振興課について御報告いたします。 

 特産品開発係。ＪＡのかかわりについて、その取り組み事項はどうかの問いに、生産者と出荷者

に関する事項をしっかりと取り組んでいただくとともに、町、ＪＡ、運営組織がそれぞれの役割を

決め、それぞれがしっかりと果たしていただく計画となっているとのこと。 

 要望としまして、町長の肝いり事業でもあるが、当初計画よりも事業費が伸びていると考える。

ハード面のほうが先行していると思われるので、工事や事業の内容を改めて精査するとともに、母

体となる生産者組織やコストに気を配りながら事業を進めてほしいとの要望がありました。 

 農政係。東京農大山村再生プロジェクトの実績はの問いに、７品目の特産品開発実績やこのプロ

ジェクトにかかわったＯＢが町内で起業したこと、また学生が実習時に町内で宿泊することに伴う

金銭的なメリットや人的交流などが上げられるかと思うとのこと。 

 エゴマ油は東京農大で販売していないのかの問いに、エゴマ油は長和雑穀研究会にて販売をして

いるとのこと。 

 次に、建設水道課について御報告いたします。 

 建設耕地係。今後、舗装工事をやる必要がある箇所数、事業費、工事をするまでの年数について、

それぞれどの程度かかると考えているのかの問いに、来年度は、古町長久保線について、今年度の

続きから濱田屋旅館前付近まで１億１，０００万円程度の事業費で工事をする予定である。その後、
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町道四泊宮ノ上線の舗装工事計画とし、五、六千万円ほどの事業費と見込んでいるとのこと。 

 委員より、生活道路から整備するのが先決ではないのかの問いに、地元からの要望をもとに、現

地の様子を確認した上で、限りある予算の中で優先順位をつけて対応している。今後もそのような

対応をしていきたいと考えているとのこと。 

 なお、企画財政課のまちづくり政策係及びまち・ひと・しごと創生係、産業振興課の林務係及び

商工観光係にかかわる事項については、質疑応答はありませんでした。 

 第２１号の報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終わります。 

 これより本案に対する討論を行います。討論ございますか。 

 佐藤議員。 

○１番（佐藤恵一君） 賛成の立場で討論させていただきます。 

 今回の補正予算は、道の駅エリア再生整備活性化事業４億４７万８，０００円が含まれる大型な

補正予算でございます。地方創生拠点整備交付金を有効に活用し、５０％は交付金で、残り５０％

は事業債で建設を行い、その一般補助施設整備事業債は１億９，５２０万円ですが、１２年間にわ

たり返済が必要であり、毎年返済が必要とはなりますが、元利償還金はほぼ全額交付税算入となる

ため、直売所施設建設には大変有効な交付金活用だと考え、本案は支持できると考えます。 

 しかしながら、建物をつくるということは審議されたと思いますが、果たして今回の事業は持続

可能な安定した運営ができる事業なのかは、経営主体、組織及び経営者が未定であるため、詳しい

ことが決められない、答えられないとの答弁の方向性により、審議及び論点にはなりませんでした。 

 今後は足湯の維持運営経費等、他の直売所にはない大きな附帯経費が道の駅直売所の経営に重い

負担にならないように、また、それを軽減するために、公共の福祉に資するとの名目のもとに、指

定管理料として過度に町民に負担を強いらないように、継続して注視していきたいと考えます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２２号について採決を行います。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり可決することに賛成議員の挙

手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２２号は委員長報告のとおり可決されました。 
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─────────────────────────────────── 

     ◎日程第２３ 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）

補正予算（第４号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第２４ 議案第２４号 平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会

計補正予算（第１号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第２５ 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第２６ 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補正予算（第４

号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第２７ 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会

計補正予算（第３号）について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第２３ 議案第２３号から日程第２７ 議案第２７号までを一

括して議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 森田社会文教常任委員長。 

○社会文教常任委員長（森田公明君） 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第４号）についての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第２３号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第２４号 平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計補正予算（第１号）に

ついての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第２４号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についての審査

結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第２５号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補正予算（第４号）についての審査結果を

御報告いたします。 
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 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第２６号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第３号）に

ついての審査結果を御報告いたします。 

 担当課の説明の後、特段、質疑、討論なく、採決の結果、議案第２７号は全員賛成で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 まず、日程第２３ 議案第２３号 平成３０年度長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２３号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２３号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２４ 議案第２４号 平成３０年度長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計補

正予算（第１号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２４号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２４号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２５ 議案第２５号 平成３０年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２５号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２５号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２６ 議案第２６号 平成３０年度長和町介護保険特別会計補正予算（第４号）に

ついての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２６号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２６号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２７ 議案第２７号 平成３０年度長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計補

正予算（第３号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２７号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２７号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第２８ 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水道事業特別会

計補正予算（第４号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第２９ 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第
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４号）について 

（町長提出） 

     ◎日程第３０ 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）

について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第２８ 議案第２８号から日程第３０ 議案第３０号までを一

括して議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水

道事業特別会計補正予算（第４号）について、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。質疑、

討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第４号）について、担当者

から説明の後、質疑応答を行いました。質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきもの

と決定いたしました。 

 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）について、担当者から説

明の後、質疑応答を行いました。質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決定

いたしました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 次に、日程第２８ 議案第２８号 平成３０年度長和町特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２８号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２８号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２９ 議案第２９号 平成３０年度長和町観光施設事業特別会計補正予算（第４

号）についての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第２９号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第２９号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第３０ 議案第３０号 平成３０年度長和町上水道事業会計補正予算（第４号）につ

いての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３０号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３０号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第３１ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物直売所） 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第３１ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特

産物直売所）を議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物

直売所）、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。採決の結果、全員賛成で可決すべきもの

と決定いたしました。 

 質疑応答の内容は、以下のとおりです。 

 森林組合が事務局なのは疑問である。精査してほしいがの問いに、３年間の指定管理の中で、組

織体制の見直し、改革を行い、方向性を見出していくようお願いをしているとのこと。 

 賛成討論として、和田宿ステーション直売所ができて２２年間、農産物や特産物の販売を行って

きており、売り上げも伸ばしてきている。このことは農家の励みにもなっており、大変意義がある
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ことと感じている。今期の指定管理期間中に組織の透明性や組織の見直しなどを図り、これ以上に

発展する方策を検討していただくことをお願いして賛成するとの討論がございました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 日程第３１ 議案第３１号 指定管理者の指定について（長和町特産物直売所）の委員長報告に

対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

 小川議員。 

○８番（小川純夫君） 委員会でも賛成討論させていただいて、今、委員長から賛成の採決が、報

告がありましたけれども、あえて指定管理者制度について、本案に限らず、幾つか案件がありまし

て、今まで、我々議員としても、ほとんど精査することなく、うのみにして認めてきたようなこと

がありまして、今回の委員会審議の中で出てきたいろんな問題点がありますので、あえて申し上げ

て、今後の参考にしていただければと、こう思います。 

 まず、指定管理者制度というのは、本来、行政が実施すべき行政財産の管理、あるいは事業、こ

のうち民間に任せたほうが活力が求められて、もっと発展するんじゃないかというような国の指導

のもとに創設されたものでありまして、合併以来十何年たちますけれども、このことについて余り

踏み込んで検討したことがなかったわけでありますが、今回、こうした指定管理者制度を見てみま

すと、二通りあると思うんです。 

 １つは、相手方が単なる行政財産の管理にとどまるものと、それともう一つは、財産を通じて経

済活動、営利事業をやる、このことは区分して考えるべきじゃないかと。 

 これ管理料に微妙に影響すると思いますので、あるいは管理の期間にも影響すると思うので、単

なる財産管理の場合は、これは行政の負担を重くすべきだと思うし、あるいは逆にこれを通じて営

利活動する場合には、応分の負担を求めていくべきじゃないかと。これも管理料の上限を設けて、

この場合は期間は少々長くてもやむを得ないわけですけれども、管理料につきましては、応分の負

担を求めていくべきじゃないかと。 

 このことによって、受けた方々も自助努力されるというようなことがございますので、こうした

点も踏まえて今後の、ほかの案件もいっぱいありますけれども、そうしたことも踏まえて、ぜひ御

検討いただきたい。 

 我々議会の怠慢でもございましたけれども、こうした何でもかんでも出てくれば賛成というわけ

にいかない面もありますので、ぜひこの点、今回の申請団体につきましても、内容が不明な点もあ

りますし、あるいは管理料が妥当かどうか、積算の根拠もちょっと曖昧というようなこともござい

ますので、ぜひこの際、指定管理につきましては御一考願いたいと、このことを条件として賛成討

論としたいと思います。 
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○議長（田村孝浩君） ほかに討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３１号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３１号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第３２ 議案第３２号 町道路線の認定について 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第３２ 議案第３２号 町道路線の認定についてを議題とし、

審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） 議案第３２号 町道路線の認定について、担当者から説明

の後、質疑応答を行いました。質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で認定すべきものと決定い

たしました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長の報告が終わりました。 

 日程第３２ 議案第３２号 町道路線の認定について、委員長報告に対する質疑を行います。質

疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３２号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３２号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第３３ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄

することについて 



 - 147 - 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第３３ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る

権利の一部を放棄することについてを議題とし、審議に付します。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利

の一部を放棄することについて、担当者から説明の後、質疑応答を行いました。討論なく、採決の

結果、全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 質疑応答の内容は、以下のとおりです。 

 輪番制病院について、どこの病院か。また、緊急搬送収容人員はどのくらいかの問いに、病院に

ついては、丸子中央病院、小林脳外科病院、依田窪病院、安藤病院、柳澤病院、上田病院、塩田病

院、東御市民病院、花園病院、鹿教湯病院、信州上田医療センターになる。 

 緊急搬送収容人数は、３０年度の人数になるが、信州上田医療センターが２，８１５人、それ以

外の輪番制病院では３，９８９人であるとの回答でありました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 日程第３３ 議案第３３号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することに

ついての委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３３号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり可決することに賛成議員の挙手

を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３３号は委員長報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第３４ 陳情第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づ

いて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国

に求める意見書を提出することを求める陳情 

     ◎日程第３５ 陳情第２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮

称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求め

る陳情 



 - 148 - 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第３４ 陳情第１号、日程第３５ 陳情第２号を一括して議題

とします。 

 本案に対する委員長の報告を求めます。 

 宮沢総務経済常任委員長。 

○総務経済常任委員長（宮沢清治君） 陳情第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」

の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出する

ことを求める陳情について、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で採択するものと決定いたし

ました。 

 陳情第２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税で順次計画的に皆伐を進め、

天然林に戻すことを求める陳情について、質疑、討論なく、採決の結果、全員賛成で採択すべきも

のと決定いたしました。 

 報告は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

 日程第３４ 陳情第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方

自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出することを求める陳情の委員

長報告に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより陳情第１号を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は採択です。委員長報告のとおり採択することに賛成議員の挙手を求め

ます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。陳情第１号は委員長報告のとおり採択することに決定いたしま

した。 

 次に、日程第３５ 陳情第２号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税で順次計

画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情の委員長報告に対する質疑を行います。質疑ご

ざいますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより陳情第２号を採決いたします。 



 - 149 - 

 本案に対する委員長報告は採択です。委員長報告のとおり採択とすることに賛成議員の挙手を求

めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。陳情第２号は委員長報告のとおり採択とすることに決定をいた

しました。 

 ここでお諮りいたします。お手元に配付のとおり、町長及び議員から追加議案が提出されており

ます。この際、これを日程に追加し、議題といたしたいと存じますが、これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認めます。よって、これを日程に追加し、議題とすることに決

定をいたしました。 

 ただいま追加した議案は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会への付託を省略し、本

日審議し、即決したいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認め、追加した議案は、本日即決することに決定いたしました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 議案第３４号 長和町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

（町長提出） 

     ◎日程第２ 議案第３５号 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交

付金）大内橋橋梁補修工事の契約の変更について 

（町長提出） 

     ◎日程第３ 議案第３６号 長和町特定環境保全公共下水道長門水処理センターの建設

工事委託に関する協定の変更について 

（町長提出） 

     ◎日程第４ 議案第３７号 長和町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることに

ついて 

（町長提出） 

○議長（田村孝浩君） 追加議事日程第１ 議案第３４号 長和町職員の勤務時間及び休暇等に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてから日程第４ 議案第３７号 長和町農業委員会の

委員の任命につき同意を求めることについてまでを一括して上程いたします。 

 全議案について、町長より提案理由の説明を求めます。 

 羽田町長。 

○町長（羽田健一郎君） 本議会に追加議案として提案させていただきました条例改正案１件、契
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約等の変更に関する案件２件、人事案件１件について御説明を申し上げます。 

 まず、議案第３４号 長和町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制

定につきましては、国において人事院規則１５から１４（職員の勤務時間、休日及び休暇）の改正

が平成３１年２月１日に公布され、この４月１日から施行されることになりました。これを受けて、

地方公共団体においても平成３１年４月１日より適用するよう求められているため、当町において

も、これに対応した条例の一部改正をお願いするものであります。 

 次に、議案第３５号 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交付金）大内橋橋

梁補修工事の契約の変更についてであります。 

 この請負工事につきましては、昨年９月の議会において、契約締結についてお認めをいただいた

ところでございます。工事を進めていく中で、損傷度や劣化度また現況の交通量を勘案して、当初

予定していた補強を見直したため、減額するものでございます。 

 また、議案第３６号 長和町特定環境保全公共下水道長門水処理センターの建設工事委託に関す

る協定の変更についてでございますが、昨年６月議会において建設工事委託に関する協定の締結に

ついてお認めをいただいたところでございますが、委託先での入札不調により、設計変更、再積算

及び再発注等によりまして、当初の予定よりおくれが生じ、３０年度分の完了が７月末となる見込

みであることから、建設工事委託に関する協定の一部変更が必要となりました。 

 これら契約等の変更につきましては、条例により議会の議決を要する案件となるため、本議会に

提案をさせていただいたものであります。 

 続きまして、議案第３７号 長和町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについてで

ありますが、平成２８年４月に農業委員会等に関する法律が改正になったことに伴い、それまでの

選挙制であった農業委員は任命制となり、この３月末をもって現在の委員は任期を迎えることから、

４月からの新しい農業委員を任命するに当たり議会の同意を求めるものであります。 

 以上、追加議案として提案させていただきました議案について概要を説明させていただきました

が、詳細につきましては御審議の際、担当課長より説明を申し上げますので、原案を御承認賜りま

すようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（田村孝浩君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 日程第１ 議案第３４号 長和町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題とし、審議に付します。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 小林総務課長。 

○総務課長（小林文江君） それでは、お手元の追加議案書の１の１ページをごらんください。 

 議案第３４号 長和町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

きまして御説明をさせていただきます。 

 改正の内容といたしましては、１の３の新旧対照表をごらんいただきたいと思いますが、職員の
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超過勤務時間の上限など、正規の勤務時間以外における勤務に関し必要な事項を規則で定めること

を条文中に追記するものでございます。 

 規則で定める職員の超過勤務の上限時間につきましては、国と同じく１カ月４５時間、１年間で

３６０時間とするものでございます。 

 ただいまの町長の提案理由の説明にもありましたとおり、国において人事院規則の改正が３１年

２月１日に公布、４月１日に施行されることになり、これを受けて地方公共団体においても３１年

４月１日より適用するよう通知されたことから、本定例会の追加の提案となりましたことに御理解

をいただきますようお願いをいたします。 

 以上、今回の改正の概要を説明させていただきましたが、よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３４号を採決いたします。 

 議案第３４号を原案のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２ 議案第３５号 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交付

金）大内橋橋梁補修工事の契約の変更についてを議題とし、審議に付します。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは、追加議案書の２の１ページをお開きください。 

 議案第３５号 平成３０年度社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交付金）大内橋橋梁補修

工事請負契約の変更についてであります。 

 平成３０年９月２０日に議決をいただきました記載の契約について、変更契約を締結するため、

地方自治法関係規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は、冒頭申し上げました、工事請負契約変更の締結でございます。 

 変更前の契約金額は８，０６７万６，０００円、変更後の契約金額は７，５３４万８００円、変

更による減額ですけれども、減額額は５３３万５，２００円となります。 

 契約の相手方は、長和町長久保４２４の１、株式会社安田組、代表取締役安田朝子でございます。 

 この工事につきまして、工事を進めていく中で、現況の損傷や劣化の程度、また特に大型車両の

通行量が少ないこともあり、当初予定していた床板、橋の床板と言える部分ですけれども、床板で
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すとか桁の補強を見直したため、減額するものでございます。 

 ２の２ページの仮契約書の写しをごらんください。この２月２５日に仮契約を行いました。なお、

工期につきましてはこの３月２９日までとなっておりまして、予定どおり竣工する見込みでござい

ます。 

 説明は以上です。 

○議長（田村孝浩君） 説明が終了しました。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

 柳澤議員。 

○７番（柳澤貞司君） わかりましたが、設計委託料は現状のままですか。 

○議長（田村孝浩君） 長井建設水道課長。 

○建設水道課長（長井 剛君） 設計委託料につきましても、この比率で減額となっております。

（「金額わかる」の声あり）設計管理につきましては２８万円の減額となってございます。 

 以上です。 

○議長（田村孝浩君） ほかに質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３５号を採決いたします。 

 議案第３５号を原案のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３５号は原案どおり可決されました。 

 次に、日程第３ 議案第３６号 長和町特定環境保全公共下水道長門水処理センターの建設工事

委託に関する協定の変更についてを議題とし、審議に付します。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 金山企画財政課長。 

○企画財政課長（金山睦夫君） それでは、３の１ページをお願いいたします。 

 議案第３６号 長和町特定環境保全公共下水道長門水処理センターの建設工事委託に関する協定

の変更についてであります。 

 平成３０年６月１４日に議決いただきました記載の契約について、変更する協定を締結するため、

地方自治法関係規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は、記載の工事委託に関する協定の締結でございまして、変更前の契約金額は１億６，

４１０万円、変更後の契約金額は１億２，３６０万円、変更による減額は４，０５０万円となりま
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す。 

 契約の相手は、東京都文京区湯島２丁目３１番地２７号、日本下水道事業団代表者理事長辻原俊

博でございます。 

 この協定につきましては、委託先で発注業務を進めていく中で、入札の不調から設計の見直しに

至りましたので、総事業費を減額するとともに、平成３０年度、３１年度で実施します事業費の内

訳を変更するものです。 

 ３の２ページに、２月２７日付で締結しました今回の変更仮協定書の写しを、３の３ページに、

現在の協定書の写しがありますので、対比してごらんいただきたいと思います。 

 ３の２ページの第１条で、現在の協定の６条にあります、３の２ページのほうの６条にあります、

平成３０年度事業の完成期限を平成３１年７月３１日に変更し、３の２ページのほうの第２条で、

現在の協定の７条にあります総事業費を１億６，４１０万円から１億２，３６０万円に変更すると

ともに、表の部分になりますが、平成３０年度事業費３，２６０万円のうち２，０００万円を繰り

越しとしまして、平成３１年度事業費を残額の９，１００万円、変更する協定でございます。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（田村孝浩君） 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３６号を採決いたします。 

 議案第３６号を原案のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３６号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

休        憩   午前１１時４０分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１１時４４分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 次に、日程第４ 議案第３７号 長和町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについ

てを議題とし、審議に付します。 

 担当課長より詳細説明を求めます。 

 藤田産業振興課長。 

○産業振興課長（藤田健司君） 追加議案書の４ページでございます。 

 議案第３７号でございます。４月より改正となります農業委員の皆さん１０名につきまして、農
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業委員会等に関する法律第８条第１項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものでございま

す。 

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（田村孝浩君） 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより議案第３７号を採決いたします。 

 議案第３７号を原案のとおり同意することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。議案第３７号は原案のとおり同意されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第５ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 

     ◎日程第６ 総務経済常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

     ◎日程第７ 社会文教常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

○議長（田村孝浩君） 次に、日程第５ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について、

日程第６ 総務経済常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について、日程第７ 社会文教常任

委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを一括して議題とします。 

 それぞれの委員長からお手元に配付のとおり、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

 お諮りいたします。各委員長からの申し出どおり、閉会中の継続調査とすることについて御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認めます。よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定をいたしました。 

 ここで暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

休        憩   午前１１時４６分 

─────────────────────────────────── 

再        開   午前１１時４６分 

○議長（田村孝浩君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 ここでお諮りいたします。ただいまお手元に配付のとおり、議員より追加議案が提出されており

ます。この際、これを日程に追加し、議題といたしたいと存じますが、これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（田村孝浩君） 異議なしと認めます。よって、これを日程に追加し、議題とすることに決

定をいたしました。 

 ただいま追加した議案は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会への付託を省略し、本

日審議し、即決したいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認め、追加した議案は、本日即決することに決定いたしました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎日程第１ 意見書案第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基

づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直

しを国に求める意見書 

（議員提出） 

○議長（田村孝浩君） 追加議事日程第１ 意見書案第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関す

る提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を

上程いたします。 

 ここでお諮りいたします。日程第１ 意見書案第１号は、先ほど採択された陳情と同趣旨であり

ますので、趣旨説明を省略したいと存じますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認め、趣旨説明は省略することに決定いたしました。 

 それでは、日程第１ 意見書案第１号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基

づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書についてを議題とし、

審議に付します。 

 本案に対する質疑を行います。質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 討論を終わります。 

 これより意見書案第１号を採決いたします。 

 意見書案第１号について、原案のとおり可決することに賛成議員の挙手を求めます。 

（全 員 挙 手） 

○議長（田村孝浩君） 全員賛成。意見書案第１号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

     ◎閉会の宣告 

○議長（田村孝浩君） 以上で、本３月定例会に提出された案件は全て終了いたしました。 

 これで、３１年３月長和町議会第１回定例会を閉会といたしたいと存じますが、これに御異議ご
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ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田村孝浩君） 異議なしと認め、平成３１年３月長和町議会第１回定例会を閉会といたし

ます。御苦労さまでした。 

─────────────────────────────────── 

閉        会   午前１１時４９分 
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